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ＭＦブックス









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　ヴェンデリン、父親になる







「う───ん……まだ産まれないのか……」




　アグネスたちの卒業や導師の昔語りのあとすぐ、ついにエリーゼが産気づいた。

　父親である俺は彼女の傍そばにいてやりたかったが、この世界では出産を行う部屋に男性は入れない。

　ホーエンハイム枢機卿が寄越してくれた助産師と神官たちも、全員が女性であった。

　出産に関われる男性は医者のみだが、彼らさえ出産の時には入室できないというのだから驚きだ。

「まだか、まだか……」

　分ぶん娩べんが行われている部屋の外で、俺はただひたすらに待ち続けた。

　あまりにもどかしく、手持ち無沙汰だったので、俺は空気を入れ替えようと近くの窓を開けた。すると、一本の巨大な木が視界に入る。

　風に吹かれて数枚の木の葉が地面に落ちていくのが見えたので、俺は極小の『ファイヤーボール』をぶつけて焼くことを繰り返した。

　なぜそんなことをしているのかというと、とにかく気ばかり焦ってしまい、なにかをしていないと不安で堪たまらなかったからだ。

　魔法の特訓にもなるし焦りも治まるので、一石二鳥というやつである。

　他に意味はない。

「名付けて『ファイヤーガン』、もう葉は落ちないのか……」

　すぐに落ちる葉がなくなり、俺はまた椅子に座り貧乏ゆすりを始めた。

　今まで生きてきてそんなことをする癖はなかったのだが、これをすると落ち着くような気がする。

「う───ん」

　ところが、またすぐに気分が落ち着かなくなり、今度は魔法の袋から師匠の書き残した本を取り出して読み始める。

　師匠が書き残したものはすべて目を通しているが、見落とした部分に出産で役に立つ知識や魔法が書いてあるかもしれないと思ったからだ。

「ない……出産に役立つ魔法が……ああ、師匠は男だからな……それに独身だったし……」

　もう十年以上も前に貰もらった本なので、一字一句すべて暗記するほど読み尽くしており、新しい発見は皆無だった。

「次は……」

　再びイライラしてきたので、今度は空の魔晶石を取り出して魔力を補充しようとすると……。

「魔晶石がキラキラと輝いていく。綺き麗れいだなぁ……って！　当たり前じゃないか！」

　魔力を補充すれば、魔晶石は光り輝くのが常識であった。

「ヴェル、いい加減に落ち着けよ」

「いや、しかしだな……」

「お前が焦っても、なにも状況は変わらないからな」

　一緒にエリーゼの出産を待っているエルが、俺の落ち着きのなさを注意した。

「ちょっと遅くないか？」

「まだ二時間しか経たっていないぞ。エリーゼは初産だから、少し時間がかかるんじゃないか？」

　エルは、出産についての知識があるのか。

　俺は今まで生きてきて、出産に縁なんてなかったからなぁ……。

　前世では一つ下の弟がいたけど、彼が産まれた時のことなんて当然覚えているはずがない。

　この世界でも俺は一番下の弟だったし、アマーリエ義ね姉えさんが子供を産んだ時には、今以上に男は邪魔だと追い出されてしまったので、よくわからないのだ。

「エルは、詳しいんだな」

「実家の領地ではよく出産があったからな。手伝っているわけじゃないけど、助産師が駆けつけて半日とか一日かかる場合が多い。凄すごく早い人もいるけどな」

　なるほど、実家の領民の出産を見ているからなのか。

　俺は魔法の修行に忙しくて、気にしたこともなかったな。

「ヴェル君、これを飲んで落ち着いてね」

　エルと話していると、アマーリエ義姉さんが来てマテ茶の入ったカップを渡してくれた。

「こういう時には、父親はドンと構えていないと駄目よ」

「ドンとですか？」

「そう、ただ静かに座っていればいいのよ」

「わかりました」

　アマーリエ義姉さんからの忠告で、俺はようやく心が落ち着いてきた。

「やれやれ、アマーリエさんがいてくれてよかったよ……」

　さらに時は進み、もう何時間経ったであろうか？

　俺とエルはただひたすら待ち続ける。

　こういう時、タバコでも吸えればもっと気が紛れるのであろうか？

　前世で大学生の時に一度試しに吸ってみたのだけど、もの凄く噎むせてしまって合わなかったんだよな。

　この世界にはタバコなんてないから、自分で作らないといけないわけだが。

　いや、探せばあるんだろうけど、俺はタバコの葉をよく知らないんだよな。

　食べ物じゃないから興味がなかった……○Ｔにでも就職していれば詳しかったかもしれないのに。

　まあ、あんな超一流企業、俺には縁がなかったけど……おっと、話が逸それてしまった。

「ブランタークさんじゃないから、酒を飲むわけにも……」

「いくらブランタークさんでも、こういう時に酒は飲まないだろう……」

「わからないぞ」

　なによりも酒を愛するブランタークさんだ。この場で酒盛りを始めても俺は不思議に思わない。

「待てよ、酒で気を紛らわすという手も……」

「それは不謹慎だからやめとけ！」

　自分の子供が産まれる時に酒盛りをする奴はいないとエルから注意されてすぐ、エリーゼが出産している部屋から、大きな赤ん坊の泣き声が聞こえてくる。

　ついに、俺の子供が産まれたのだ。

『おぎゃ───！　おぎゃ───！』

「ヴェル！」

「エル！」

「産まれたぞ！」

「ああ！」

　俺は慌てて部屋のドアを開けようとするが、まだ鍵がかかったままであった。

「お───い、もういいよな？」

『あっ、はい。すぐに開けますね』

　俺がドアを開けるようにと命令すると、分娩室の中から助産師の声が聞こえた。

　さすがは超ベテラン、助産師はまったく動じていない。

　出産で慌てている助産師ではみんな不安になるだろうから、正しい態度である。

　彼女は、ノンビリとした声でドアの鍵を開けてくれた。

　そして、俺がドアを引いてわずかな隙すき間まができた瞬間、中から眩まばゆいばかりの光が漏れてきた。

「魔法の光？」

「なんだ？　この眩まぶしさは？」

　慌ててエルと共に中に入ると、俺たちの視界には光り輝く赤ん坊の姿が見えた。

　眩く光っているのは、やはりエリーゼが産んだばかりの赤ん坊だったのだ。

「さすがは、俺の子供。もう輝いているぜ。いや、俺に似ずに素晴らしいカリスマだ」

「もう親バカかよ。でも、普通の赤ん坊がこんなに光り輝くか？　絶対になにか魔法的なものだぞ」
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　赤ん坊の輝きは一分ほどで消えてしまったが、すぐに魔力を探ってみると、俺の子は生まれたばかりなのに、すでに初級魔法使い並みの魔力があった。

　俺の子供は高確率で魔法使いになるというアーネストの指摘が、はからずも現実のものとなった瞬間であった。




「エリーゼ、光り輝く元気な男の子だぞ。よくやったな」

「はい。元気そうな男の子でよかったです」

　赤ん坊は元気だったので、まずは初めての出産で疲れているエリーゼに治癒魔法をかけながら声をかける。

　エリーゼよりも下手なので普段あまり使う機会のない治癒魔法だが、久しぶりに役に立った。

「男の子で安心しました」

　エリーゼは間違いなく、実家から男の子を期待されていたのであろう。

　それが果たせたのもあって、彼女は安あん堵どの表情を浮かべていた。

　俺は、どっちでも無事に産まれてくれればよかったけど。

「バウマイスター伯爵様、エリーゼ様は初産にしては安産で安心いたしました。出産時の痛みを和らげるための治癒魔法も、ほとんど使わずに済みました」

　ホーエンハイム枢機卿が寄越した超ベテランの助産師が、予定よりも大分早く産まれたのだと教えてくれた。

　念のために治癒魔法が使える神官も複数待機していたが、あまり出番はなかったらしい。

　難産で出産が長引くと神官による治癒魔法が頻繁に使われるのが、この世界の出産の常識であった。

　ただし、治癒魔法を使える人を呼べる身分の人だけ、という条件はつく。

　普通の人は、昔の日本と同じようにリスクを負いながら子供を産むのだ。

「そうか、それはよかった」

　完璧超人なエリーゼは、出産でもその完璧ぶりを示したというわけだ。

「可愛かわいいな、髪は俺と同じ色か……」

　顔はまだ猿みたいだが、赤ん坊はバウマイスター家の特徴である濃い茶色の髪を受け継いでいた。

　きっとこの子は、イケメン、リア充になるはずだ。

　男の子は母親に似るというし、俺のようにボッチにはならないであろう。

「あなた、この子のお名前をお願いします」

「そうだな……ちょっと候補が多いけど、ちゃんと決めておくよ」

　かなり前から命名の準備はしていたのだが、どの名にするか迷っている最中だったのだ。

　どれかに決めようとすると、もっと他にいい名前があるような気がして考え込んでしまう。

　この一週間ほど、俺はずっとそんな調子であった。

「お願いします」

「ホーエンハイム枢機卿が、名付けたいとか言っていなかった？」

　可愛がっている孫娘の出産とあって、彼は王都でも一、二を争う優秀な助産師と、治癒魔法を使える神官たちを派遣してくれた。

　彼女たちは、王族の出産でも指名されるほどの凄すご腕うでなのだそうだ。

　そこまでしてくれたとなると、実は自分で命名したいのかもしれない。

「お爺じい様は、必ずあなたが命名すべきだと仰おっしゃっていました。この子は、バウマイスター伯爵家の跡取りなのだからと」

　いくらひ孫でも、この子は他の伯爵家の次期当主だ。

　ホーエンハイム枢機卿が命名するのは、道理が通らないというわけか。

「ヴェル、まだ決めていないのか？」

「なかなか一つに絞れないんだよ」

「名前は数日後でもいいけど、凄く光っていたよな？　その子」

　生まれた男の子が次のバウマイスター伯爵になるという件は、すでに決定事項なのでいい。

　それよりも、本来遺伝しないはずの魔法使いとしての特性をこの子が継いでいるという点が気になる。

　出産時に眩しく光る謎の発光現象──ヴェンデリンも産まれた時に発光したのであろうか？

　父に聞くと、なんか藪やぶ蛇へびになりそうで怖いんだよな……。

「エリーゼ、こんな現象をどこかで聞いたことがあるか？」

「いいえ、初めて聞きます」

　エリーゼは、早速生まれた赤ん坊にお乳をあげ始めた。

　なかなかに飲み応えがありそうに見える。

　エルはその前に部屋を出てしまった。

　主君の妻の胸を見るわけにはいかず、エリーゼの友人としても気を使ったのであろう。




「ヴェル、いいか？」

「ああ」

　エリーゼが初乳を飲ませ終わった直後、エルがある人物を連れて戻ってくる。

　それは、我が家の危ない客人にして魔族の考古学者アーネストであった。

　彼は、一ヵ月ほど前、新たに探索した地下遺跡の論文を書くとかで、このところまた缶詰になっていたのだ。

「バウマイスター伯爵、奥方殿、出産おめでとうなのであるな」

　意外と、というと失礼かもしれないが、アーネストにも俺たちにお祝いを言うくらいの常識はあったようだ。

　その前に、サラッと俺の特殊性を指摘して色々と混乱させてくれた過去があるにしてもだ。

　アーネストの推論が間違っていれば、たまに学者が述べるトンデモ学説で済んでしまったのだが、実際に赤ん坊には魔力があった。

　次代バウマイスター伯爵として、この子も大変かもしれないが、俺も色々と大変になりそうな予感がする。

「アーネストの言うとおりとは……学者特有のトンデモ理論ならよかったのに……」

「バウマイスター伯爵、いくら天才の我が輩でも、時に間違った学説を唱える可能性はなくもないのであるな。ただ、人工魔法使いに関する理論は大昔から専門の学者が研究しており、結論も確定しているものなのであるな。間違いはないので、諦めるのであるな」

「そうかよ……」

　アーネストに言わせると、魔族の国では古代魔法文明の人工魔法使いに関する研究はとっくに終わっているそうだ。

「古代魔法文明時代の者たちは、我ら魔族のように魔法の才能を人工的に遺伝させようとしたのであるな。ところが、魔族と人間とでは差がありすぎて、恒久的な遺伝要素にするのには失敗したのであるな。これは、人間が魔法に関する生物設計図の継承能力に弱いという研究結果が出ているのであるな」

　しかし、生物設計図とはね……遺伝子が認知されていたとは、古代魔法文明時代の科学力は侮れない。

　魔族では魔法に影響する遺伝子が優性遺伝で、人間では劣性遺伝となってしまうというわけか。

「なら、ミックスはどうなんだ？」

「昔はいたと、記録に残っているのであるな」

　外見的に魔族の方が少し耳が長いくらいの差しかなく、人間と魔族とで子供を作れるそうだ。

「ただ、ミックス同士では子供が作れないのであるな」

　魔法に関する遺伝子を固定化するには、ミックス同士で子供を作るのが一番効率がいい。

　ところが、ミックス同士では子供ができないそうだ。

「ミックスが、人間と子供を作ると人間に、魔族と子供を作ると魔族になってしまうのであるな」

　だから、この大陸には人間と魔族のミックスが存在しないわけか。

　現在、魔族は遥はるか西方に住んでいて人間と交流がないが、その血を引く子孫が一人もいないのはおかしいと思っていたのだ。

「詳しい方法は伝わっていないのであるが、古代魔法文明時代の人間はなんらかの特殊な方法で、大分先の子孫まで魔法使いにしてしまう方法を編み出したというわけなのであるな」

　人工魔法使いも古代魔法文明が滅んでからは存在しなくなったが、たまたま俺が先祖返りとして復活したというわけか。

「不思議な話ではあるな。だが、なぜ俺がそうだと言い切れる？　もし本当にそうなのならば、産まれた直後に家族に気がつかれないか？」

　産まれたばかりの赤ん坊があんなに眩く光るのであれば、両親が気がつかないはずはない。

　もっとも、産まれたばかりのヴェンデリンが魔力を持っていたのかは不明である。

「生物設計図が生後に変化するはずもないのであるが、バウマイスター伯爵が魔法使いの才能に気がついたのは五、六歳の頃だと聞いているのであるな。その時になにかあったのでは？」

「いいや、特になにも」

「う───ん、謎なのであるな」

　五、六歳というのは、俺がちょうどヴェンデリンに乗り移った頃で、魂が入れ替わった時にヴェンデリンの遺伝子になにか変化があったのか？

　そう考えると納得のいく話だが、どちらにしても推論だし、真相を知ったところでどうにかなるわけでもない。

　その前に、俺にはしなければいけないことがあった。

「名前……候補が多すぎるぜ……」

「そっちの方が悩みなのかよ」

「名前は重要だぞ。その子に一生ついてまわるからな」

　キラキラネームを採用するわけにはいかないのだ。

　俺は、魔法の袋からヘルムート王国人名辞典を取り出してページを捲めくり始める。

　とにかく、急ぎ生まれた子供の名前をつけないといけない。

「いくつか候補があるって言っていなかったか？」

「まだいい名前があるかもしれないし……」

　俺は、また子供の名前で深く悩んでしまう。

「エリーゼ、産まれたのね」

「男の子かぁ、よかったぁ」

　同じく出産直前のイーナとルイーゼが部屋に入ってくるが、エリーゼの子供が男の子で安心していた。

　もしこの子が女の子で、その後にイーナとルイーゼの子供が男の子だと、継承権に首を突っ込む輩やからが増えるからだろう。

「家格的に無理があるんだけど、その無理を通そうと騒ぐ人たちがいるのよね……」

「ブライヒレーダー辺境伯家の一部家臣とか……」

　エリーゼの子供よりも、イーナとルイーゼの子供の方がコントロールが容易たやすいと思って動くかもしれないそうだ。

　まったくお話にならないが、さすがのブライヒレーダー辺境伯でもすべての家臣がまともとは限らないし、完璧に統制などできるはずもない。

　必ず暴走する輩が現れるので、エリーゼが嫡男を産んでひと安心というわけだ。

「貴族って、本当に面倒臭いよな……」

「それよりも、まだ命名で悩んでいるのか？」

「エルはどうなのよ？」

　ハルカももうすぐ出産なので、エルも子供の名前を考えないといけないはずだ。

「男ならレオン、女ならエマ」

　迷わずに候補をあげた。その決断の早さは正直羨うらやましい限りだ。

「どういう基準なんだ？」

「いやあ、ヴェルが持っている本を適当に捲ってね」

　目に留まった名前を迷いなくチョイスしたそうだ。

　かなりの適当さを感じてしまうが、悪くない名前である。

「こういうことは悩み始めるとキリがないからな。バウマイスター家には伝統の名前とかないんだろう？」

「ないな……」

　エルは、バウマイスター家に一体なにを期待しているのであろうか？

　伝統の名前など、両親や兄たちからも聞いたことはなかった。

「うちの実家にはあるけどな。嫡男は数代前の当主の名前をつけるのさ」

　これはエルの実家だけの話ではなく、かなりの数の貴族家が実践しているそうだ。

　当主にしかつけない名前をつけるということは、その子が跡取りだと周囲にアピールできるからだ。

「でもさ、もし嫡男になにかあって次男に出番が回ってきたら？」

「次男も数代前の当主の名前をつけるんだよ。だから予備扱いなの」

「名前は当主名でも、扱いは部屋住みで予備か……」

　この世界における次男の扱いの軽さに、俺は同情を禁じ得なかった。

　優遇されているのは名前だけとは……。

「でも、俺は八男だから知らされていないだけで、実はバウマイスター家には厳密な命名基準があるのかもしれない……」

　そう思った俺は魔導携帯通信機でパウル兄さんに連絡を取り、エリーゼが男の子を産んだ報告をしてから父に代わってもらった。

『男の子が産まれたか。よかったな』

「はい、安心しました」

『初めての子供だと、親は色々と心配するものだ』

　父は、俺に跡取り息子が産まれたことを喜んでくれた。

　すぐに母に代わり、彼女も男の子が産まれたことを喜んでくれる。

『女の子だと駄目ということもないが、貴族は跡取り息子に拘こだわるものだからな。なかなか子供が生まれなくて悩む貴族も多い。家の存続に関わるからな』

　男の子が生まれない場合、婿養子、親族からの養子で家を保つわけだが、やっぱり血を分けた息子に家を継がせたいのが親の心情だ。

『我がバウマイスター家は、子供が生まれないで困ったことは一度もないらしいが……』

　規模と懐具合は微妙だが、跡取りが生まれなくて苦労したことはないらしい。

　そういえば、兄さんたちもみな、結婚してすぐに男の子が生まれている。

　父も十人の子持ちだから、どちらかというと余っている子供の行き先で悩む方が多い家なのであろう。

「ところで、父上。バウマイスター家に決められた命名基準などはあるのですか？」

『なくもないな。数代前の当主の名前とかだな。厳密に決まっているわけではないが……』

　意外というと失礼だが、バウマイスター家にもそういう伝統があったようだ。

　ああ……でも、クルトは今後命名されない可能性があるよな。

『ヴェンデリン。その命名基準が使えるのはヘルマンのところだけだぞ。パウルも初代だから、自分で決めていた。ヘルムートとエーリッヒは、婿入り先の決まりがあるからそれを尊重するだろう』

　そうか、俺は自分が初代だから自分で子供の名前を決めないといけないのか。

『パウルも悩んでいたが、そういう時には王国人名辞典が大変に役に立つ。パウルも使っていたぞ。最終手段として、こうページをパラパラと適当に捲ってだな……』

「はあ……」

　子供の名前に悩んだら、王国人名辞典に頼る。

　これはうちだけではなく、ヘルムート王国に住む多くの父親が頼る定番商品のようだ。

　どうやら、俺のヴェンデリンという名は父が適当に辞典を捲って目に留まった名前っぽいな。

　十人目だと、父親も手抜きをするようだ。

『もう少し大きくなってから孫の顔を見に行くよ』

「はい、お待ちしております」

　父との話を終えると、俺は魔導携帯通信機を切った。

「名前を考えないとな……」

　子供の名前なので、もっとこう色々と親の願いとかが籠こもったいい名前をつけるべきであろう。

　親の願いが籠った名前？

　俺は、とてつもない違和感を覚え始める。

　中身が日本人である俺からすれば、名前に漢字が使えないとイメージが湧きにくい。

　この世界、言語は日本語なのに、なぜ名前はドイツ風が多いのであろうか？

「（ドイツ風の名前の意味なんてわからないな……）」

　ドイツ語は大学で第二言語として選択したけど、もうほとんど覚えていない。

　『グーテンモルゲン』『バウムクーヘン』……子供の名前には使えないな……。

　第一、俺のヴェンデリンだってどういう意味なのかわからないのだ。

　となると、ここは方針転換をしないと駄目であろう。

「王国人名辞典は役に立つぞ」

「すべての候補が記載されているからな、見てみるか……」

　俺は、持っていたヘルムート王国人名辞典を適当に捲ってその手を止める。

　開かれたページの中で、一つの名前が俺の目に留まった。

「フリードリヒにしよう」

「早っ！」

「これ、いい名前じゃないか？」

「確かにいい名前だな」

　前世の世界史の授業でそんな名前の王様だか皇帝の名前を聞いたことがあるし、純粋に格好いい名前だと俺は思う。

　そこはかとなく、大物になってくれそうな名前なのもいい。

「決めた！　この子の名前はフリードリヒだ！」

「フリードリヒ・フォン・ベンノ・バウマイスターですか。いい名前ですね」

　エリーゼも賛成してくれたので、赤ん坊の名前はフリードリヒに決まる。

　この子が、次のバウマイスター伯爵としてこの領地をさらに発展させていくのだ。

「フリードリヒ、早く大きくなって俺を引退させてくれよ」

　この子が真面目に領主をやってくれるのなら、俺は安心して自由に冒険者稼業と隠いん棲せい生活を送れるというものだ。

「色々と台無しだよ！　跡取りが生まれた感動とかすべて！」

「ヴェルはまだ十代じゃないの。今から年寄りみたいなことを言わないでよ」

「いくらこのところ色々とあったからといって、それはないと思うな」

　なぜかエル、イーナ、ルイーゼから立て続けに批判されてしまったが、とにかく無事に産まれてよかった。

　まずはひと安心といったところであったが、それから半月もすると今度はイーナたちが立て続けに産気づいた。

　これより、バウマイスター伯爵家では出産ラッシュが続く。

「これは、想像以上に痛いわね……」

「イーナさん、治癒魔法をどうぞ」

「ありがとう、エリーゼ……痛たたたっ！」

「もう少し強くかけます」

「ありがとう、もの凄く楽になったわ」

　この世界では、日本よりも出産が楽な部分もある。

　勿もち論ろん、自前で治癒魔法使いを確保できたらという条件はあったが。

　イーナは、エリーゼの治癒魔法のおかげで無事に女の子を出産した。

　俺はフリードリヒの時と同じく、ただ待っていただけ……とはならなかった。

『お館やかた様、確実に気が紛れる方法がありますぞ』

『そんな凄いものがあるのか。それで、それはなんだ？』

『お館様、お仕事です』

『子供が産まれるのにか？』

『お館様、お産まれになったら魔導携帯通信機にてお知らせいたしますので、すぐに『瞬間移動』でお戻りください』

『ローデリヒ！　お前は鬼だ！　それもかなりの！』

『これも、生まれてくるお子たちのためです』

　こうしてイーナ以降は、俺が出産を待っていると落ち着かなくなるからと、ローデリヒによって出産ギリギリまで仕事のスケジュールを組まれてしまった。

　産まれたらすぐに戻ればいいのだけれど、やはりローデリヒは鬼である。

『生まれてくるお子たちのために、お館様は頑張りませんと。領地の発展は、お子たちの生活の安定に繋つながりますし、子は父親の背中を見て育つのです』

『産まれたばかりの赤ん坊は、俺の背中を見られないけど』

『……お仕事です』

『ローデリヒ、今、誤魔化しただろう？』

　ローデリヒの言うことは正論だが、子供が産まれる時まで仕事で主君を扱こき使う家臣というのも酷ひどいと思う。

　俺は新しい町が建設される場所で整地を行いながら、早く子供が産まれないかと待ち続けた。

　そして数時間後、ようやくイーナの子供が産まれたと通信が入る。

「髪の色はイーナ譲りか。女の子も可愛いな」

　本当は、どちらも産まれたばかりだと猿みたいだけど……。

　でも、すぐに可愛くなるさ。

「エリーゼの時と同じで、この子も眩しいわね」

「予想はしていたけど、この子もか……」

　アーネストの説明どおりに、イーナが産んだ俺の娘も眩く光った。

　続けて……。

「ボクも女の子だね。そして光るわけだ」

　バウマイスター伯爵家に出産ラッシュが続く。

　ルイーゼのあとも、数ヵ月の間にカタリーナが男の子を、テレーゼが女の子を、ヴィルマが女の子、カチヤも女の子、リサも女の子と。

　わずか数ヵ月、俺が十八歳になる頃には男の子二人、女の子六人の父親になった。

　しかし、八人か……。

　父をすぐに抜いてしまいそうだな……。

「ちょっと女の子が多いけど、フリードリヒ、カイエン。数少ない男として頑張るんだぞ」

「ヴェンデリンさん、赤ん坊がなにを頑張るというのです？」

「男というのは男同士でつるみたがるから、多くの女性にずっと囲まれていると疲れる時もあるのさ」

「そうなのですか？」

　カタリーナが意味がわからないという風な表情をしているが、男には切実な問題であった。

　子供は女の子の方が成長が早く、口も達者だ。

　フリードリヒとカイエンは、姉や妹たちに囲まれて大変かもしれない。

　日本でいうところの、『女の中に男が一人』状態というわけだ。

　二人いるから、孤立しないだけマシか。

「エルヴィンさんのところの、レオンもいるではないですか」

　出産が終わると、産まれた赤ん坊たちは専用の子供部屋に移される。

　収容人数の多さから大きな部屋が宛がわれ、まずは人数分のベビーベッドが置かれて、そこが彼らの生活の場となった。

　貴族家では子供が生まれると世話を乳母に頼むことが多いので、子供部屋にはハルカと他の家臣の奥さんたちが集まっている。

　ただ、母乳が不足しない限り、基本的に母親本人が乳をあげることになっていた。

「エリーゼは、それでいいの？」

「貴族家によって対応はバラバラですから、私は自分でお乳をあげたいですし」

　完全に授乳を乳母に任せてしまう家、足りない分だけ補う家、すべて母親がなんとかする家。

　どれを選ぶかはその家の伝統であったり、たまに自分の意見を押し通す当主や妻がいたりするそうだ。

　つまり、適当というわけだ。

　ただすべてのケースで、子供の面倒を母親と交替で見るためにベビーシッター扱いで乳母を雇うことはするらしい。

　雇うとはいっても外部の人間を入れるはずもなく、子供を産んだ時期が近い家臣の妻というケースが大半で、我が家もエルの奥さんであるハルカを乳母として雇った。

　ハルカの場合、赤ん坊たちの護衛としても期待できる。

　現状で、俺の子供たちを狙うような輩はいないと思うけど、念のためというやつであった。

　勿論、ハルカが産んだレオンも一緒に並べたベビーベッドで寝ている。

　彼は、フリードリヒたちの乳兄弟になるというわけだ。

「乳母の子供も一ヵ所に纏まとめて、子育ての効率を上げるのです」

「効率か……」

「みなさん、忙しいですから」

　家臣の妻たちも暇ではなく、一緒に纏めて育てた方が効率がいいのは確かだ。

　当主と家臣の子供を一緒に育て、連帯感を養い、忠誠心溢あふれる家臣にするという目的もある。

　うちは新興だからなおさら、当主と家臣の連携を強めないといけないのだから。

　レオンばかりでなく、年の近い家臣の子供たちも集められる予定であった。

「いい風習だと思うけど、実家ではそんなことはなかったなぁ……」

　ヴェンデリンの記憶によると、乳母や乳兄弟のような存在はいなかった。

　俺はどこまでもボッチであったらしい。

　我ながら、泣けてくるような生い立ちである。

「地方領主では、そこまで手が回らない方も……」

　それでも、家臣の妻が乳を分けたり、同世代の子供同士を幼おさな馴な染じみの関係にして忠誠心を強固なものにすることは行われているそうだ。

「ただし、跡取りの長男のみだな」

　俺と同じく、放置されていたエルは乳兄弟などいなかったと明言する。

「おおっ！　仲間だ！」

「嫌な仲間だな……。ハルカさんが跡取りのレオンを無事に産んでくれてホっとしたよ」

　アルニム家も、これで安心というわけだ。

　俺とエルが見ている傍で、ハルカは産まれた赤ん坊たちのオシメを順番に替えている。

「ハルカ、上手じゃないか」

　今回が初めての出産だったはずなのに、ハルカは随分と赤ん坊の世話に慣れていた。

　理由を聞くと、子供の頃から親戚の子供の面倒を見ていたそうだ。

「下級のサムライは貧乏ですからね」

　男女共に働かないといけないので、親族同士で子供を集めて年長の子供に面倒を見させる風習があるらしい。

　ハルカは年下の子供たちの面倒を見ながら、空いている時間に刀の稽古をして抜刀隊に選抜されたのだと話した。

「さすがは、刀術の天才だな……」

　もし俺がそんな環境だったら、間違いなく赤ん坊の世話で手いっぱいだったであろう。

「でも、経験者がいるのはありがたいな」

　他にも赤ん坊の世話をした経験がある乳母が何人かいて、自分の子供と共にフリードリヒたちの面倒を上う手まく見てくれていた。

　あの大お見合い会で婚姻した家臣たちにも次々と子供が生まれ、バウマイスター伯爵領は空前のベビーブームであった。

「それよりも、大きな問題が……エリーゼさんのフリードリヒも、私の息子のカイエンも、他の全員の子供も……」

「母親の才能を継ぐのはいいことでは？」

「それ以上の危険を感じますけど……」

　さすがのカタリーナでも、産まれた俺の子供全員が魔法使いの素養有りだと、逆に不安になってしまうようだ。

　とにかく産まれる度に光るので、ホーエンハイム枢機卿から派遣されてくる助産師と神官たちはもう慣れてしまったらしい。

　なにも言わないのは、彼女たちを派遣したホーエンハイム枢機卿から固く口止めされているからだと思う。

　ただし、教会には情報がだだ漏れで、これから向こうがどう出るかと考えると不安ではある。

「次期ヴァイゲル家当主になるカイエンが魔法使いなのは嬉うれしいのですが……」

　こうも魔法使いばかり生まれると、色々とまた大変なのではとカタリーナは心配していた。

　この場合の大変とは、俺への嫁の押しつけである。

「そこは、断固として拒否すればいいさ」

　俺は、三冠を制したサラブレッドじゃないんだ。

　種馬にされてたまるか！

「そうですわね。あの三人は仕方がないにしても」

「うっ！」

　カタリーナにアグネスたちのことを指摘され、俺は心になにかが突き刺さる。

「どちらにせよ、今は目の前に差し迫った問題がありますぞ」

「差し迫った問題？」

「はい、貴族の家で子供が生まれると、色々と大変なのです」

　自分の子供も預けているので様子を見に来たローデリヒに、実はこれからが大変なのだと脅されてしまう。

「お祝いを貰ってお礼状を送るくらいだろう？」

「まあ、基本はそうなのですが……」

　とりあえず、八人で一区切りとなった出産ラッシュが終わったが、それから暫しばらく、バウマイスター伯爵家は様々な騒動に巻き込まれることとなるのであった。





第二話　ヴェンデリン、挫折する







「フリードリヒも、アンナも、エルザも、カイエンも、フローラも、イレーネも、ヒルデも、ラウラもよく寝ているな。うんうん」




　壮観な光景であった。

　バウマイスター伯爵家の屋敷の一室に二十以上のベビーベッドが置かれ、そこで寝ている赤ん坊を、エリーゼたちやハルカ、乳母として雇われた家臣の妻たちが世話をしているからだ。

　まるで乳児園のようになってしまったが、このあとも保育園から小学校へとジョブチェンジしていく予定だ。

　この世界には小学校などないから、初等教育という位置づけだな。

　家臣の子供たちに共に生活を送らせて、バウマイスター伯爵家に忠実な家臣にする。

　過去の地球でも普通に行われていたことであり、なるほど、いきなり新参者が仕官できないわけだ。

　能力はあるかもしれないが素性の知れない余よ所そ者よりも、子供の頃から一緒に育っている幼おさな馴な染じみで、教育を受けているのでよほど駄目な奴以外は普通に仕事をこなせるとなれば、気心の知れた知己を家臣にするのは当然であった。

　一斉に泣き始めた赤ん坊にエリーゼたちが母乳を与え、お腹がいっぱいになった彼らはそのままスヤスヤと寝てしまう。

　俺は、その寝顔を見て心が安らぐ気分だ。

「赤ん坊はいいね。心洗われるようだ」

「お館やかた様、残念ながら大人の時間にございます」

「わかっているよ……」

　貴族に子供が生まれると、縁のある貴族は出産祝いを贈る。

　祝いを貰もらえば当然お礼状を送り、のちにお祝いを貰った貴族に子供が生まれたらお返しをしないといけない。

　というわけで、誰からなにを貰ったのかを把握し、その内容に沿ったお礼状も書かないといけないわけだ。

　これには決められた文体があるらしく、他にも冒頭の季節の挨拶とか色々とルールがあって、俺の頭の中はパンク寸前である。

　実は、会社員時代に年とし嵩かさの上司に命令されてビジネス文章検定を取ったけど、あまり役には立たないな。

　一級じゃなくて二級だから……ただ忘れただけか……。

　奥さんたちは子育てに忙しいので、俺はこの仕事を、土木工事をこなしながら行わないといけないのだ。

「しかし、どうしてこんなにあるのかね？」

「それは、バウマイスター伯爵家との繋つながりを周囲にアピールするためと、これから繋がりを強化したいからではないでしょうか」

　ローデリヒが、『わかりきったことです』といった表情で答える。

「それしかないよなぁ……」

　赤ん坊がいる隣の部屋には、大量のお祝いの品が山積みとなっていた。

　あまりに量が多いので、今にも崩れてきそうである。

「すげえな。こんなに貰えてよかったじゃないか」

「お礼状を大量に書き、贈ってきた貴族に子供が生まれたらお返しをしないといけないんだが……」

　エルが思うほどいい話ばかりでもなく、貴族は収入も多いが出ていくお金も多い。

　その出費の中でも、交際費の多さは上位にランクインするはずだ。

　前世でも、祝儀や香典を貰うとお返ししないといけないから結局同じなんて話があったけど、貴族は贈り物の金額が違うからなぁ……。

　相手の贈り物の金額を正確に把握し、同じ金額の物を贈らないと失礼になってしまうから、これもまた調べるのが面倒だったりする。

『ちょっと量が多いですな。お任せを』

　贈られた品の値段を調べる仕事は、先ほどお祝いを持ってきたアルテリオさんに任せてしまった。

　アルテリオさん曰いわく、こういうのも御用商人の仕事なのだそうだ。

『思いきって、お互いにお祝いをなしにするという決まりにできないですかね』

『それは無理だな。生活できない奴が出てくるから』

　続けてアルテリオさん曰く、これを廃止すると贈り物を作ったり販売している人たちの生活が成り立たなくなる。だから、お祝いや贈り物の習慣をなくすわけにはいかないのだと、俺に説明した。

「聞いたことがない貴族家からも来ているなぁ……ローデリヒ、知っているか？」

「名前くらいは知っている貴族家に、名前すら初耳の貴族家もありますね。紋章官に確認を取らせます」

　それをしないと、お礼状も書けないのだから困ってしまう。

「ブライヒレーダー辺境伯とか、ホーエンハイム枢機卿とか、ルックナー財務卿とか、その辺はいいんだ」

　知っている相手なので、お礼状もそう苦労なく書けるはず。

「そんなわけないけど……」

　手紙は色々と細かい決まりがあり、しかも全部手書きなのでとにかく面倒なのだ。

「泣ける……俺の筆跡で文章を勝手に書いてくれるペンとかないかな？　あれば、一億セントでも出すんだけど……」

　それで、手紙を書くわずらわしさから解放されるのであればお安いものだ。

「そんなものはありません。その手の作法や決まりに詳しい家臣も新規に雇いましたので、文面は作成させています。お館様は、それを写していただければ」

「それだけでも面倒臭いなぁ……その家臣に俺の筆跡で代筆させるのは駄目か？」

「駄目です。もしバレると、自分は軽く扱われたと怒りを買いますので」

　貴族の手紙は、他人に代筆を頼んではいけないようだ。

　結局、午前はお礼状の作成、午後は土木工事というローテーションで一週間ほど過ごすことになった。




「貴族の仕事で一番面倒なのは、手紙を書くことじゃからの。妾わらわも昔は難儀したわ」

「テレーゼ、俺の筆跡を真似して書くとか、そういう特技はない？」

「残念じゃの。妾はフローラの世話で忙しいのじゃ。文面は考えてあげられるが、それは担当の家臣がいるのであろう？」

　非公式の愛人のような立場になったテレーゼであったが、別に誰に憚はばかることなくエリーゼたちと一緒に赤ん坊の世話をしている。

「魔法でなんとかならぬのか？　リサ、そういう魔法はないのかえ？」

「まったく同じ筆跡、文面なら、『摸写』の魔法がありますけど……」

　ペンを魔法で動かして、同じ筆跡と文面を複製する魔法を使った魔法使いの記録があるらしい。

　俺は初耳であったが、さすがはベテラン魔法使いのリサ、その手の知識には詳しかった。

「ですが、まったく同じ筆跡と文体なのでお礼状には使えません」

　面倒なことに、貴族にお礼状を送る時にはその貴族に合わせて微妙に文面を変える必要がある。

　大貴族などは文面を考えるのが面倒なので、それを担当する家臣が存在するほどだ。

　普段は領内の統治などで使う書類の作成に関わるのだが、これも各貴族家ごとに決められた文体があったりする。

　王国に報告書や書類を出す時にも、王国政府で使われる文体や形式、決まりなどがあって、これも把握して書ける専門家というわけだ。

　違う文体で送ると王国政府に相手にしてもらえないので、彼らは高度なテクノクラートと言えた。

　当然給金は高く、貧乏な貴族は自分で勉強してなんとかする羽目になる。

「そうよな。まったく同じ文面で、宛名だけ変えて出したのがバレたら大恥じゃからの。その辺は帝国も同じじゃ」

「なんてこったい！」

「あたいの実家では考えられないことだな。まあ、うちの親父や兄貴が他の貴族に手紙なんて出したことないけど。旦那、お祝いで実家からマロイモが来ているから蒸ふかして食べようぜ」

「甘い物はいいなぁ」

「だろう？　今から蒸かすからさ」

　なんとかお礼状は書き終わったが、結局数多あまたあるお祝いの中で一番評判がよかったのは、カチヤの実家から贈られたマロイモと、ミズホ公爵から贈られた『旬の素材詰め合わせセット』であった。




「うむ、壮観じゃの。一度に八人か」

　お祝い攻勢が終わると、今度は赤ん坊の顔が見たいと言ってくる人たちがいた。

「陛下、なにも自ら玉体を運ばなくても……」

　なにより困ったのは、陛下が王太子殿下と導師、ルックナー財務卿、エドガー軍務卿、ブライヒレーダー辺境伯を連れてバウルブルクを訪れたことだ。

　今から行くからと、突然魔導携帯通信機に連絡が入り、エドガー軍務卿が準備した『瞬間移動』持ちの魔法使いが連れてきた。

　お偉いさんばかりがゾロゾロと赤ん坊のいる部屋へと入り、俺の赤ん坊を見て安あん堵どの笑みを浮かべている。

　だが、俺にはわかる。

　この大人たちは、なにか碌ろくでもないことを企たくらんでいると。

　どんな大物貴族でも、自分の跡取りを陛下に披露する際には自ら王宮を訪ねるのが常識だからだ。

「エリーゼ、元気そうな跡取り息子でよかったの」

「はい」

「バウマイスター伯爵に似ているではないか」

　陛下は、まずはエリーゼに労ねぎらいの言葉をかけた。

「陛下、このあとの予定が詰まっておりますれば……」

「おお、そうであったの。実は、バウマイスター伯爵に頼みがあっての」

「それは、どのような？」

「実はの……」

　俺は、陛下からの願いに絶句することとなる。




「まあ、予想はできたのですが……」

　お願いを断れる立場にない俺は、この世の理不尽を嘆いた。

　忙しい陛下はお願いを言うと、魔法使いの『瞬間移動』で他の閣僚たちと一緒に王城に戻り、唯一残ったブライヒレーダー辺境伯が俺を慰める。

「産まれたばかりの赤ん坊に、なぜもう婚約者が？」

「早い気もしますが、なくもないですよ。貴族や王族の婚姻ですから、勝手に当主が決めますし」

「ブライヒレーダー辺境伯も、そうは言いつつ俺の娘を……」

「それはお互い様でしょう？　私の可愛かわいいフィリーネが成人したら、バウマイスター伯爵の元に嫁ぐのですし」

「ううっ！　言い返せない！」

「バウマイスター伯爵は特殊ですからね。子供や子孫が魔法使いになるとわかれば、婚姻関係を結びたくなるのは当然です」

　まず、エリーゼが産んだ長男フリードリヒの正妻は、王族から迎えることになった。

　王太子殿下に、生まれたばかりの娘がいるのだそうだ。

　普通は王太子殿下に子供が生まれたのだから騒ぎになるはずなのに、なぜか噂うわさすら流れてこなかったけど、娘だからかな？

　フリードリヒは、金の草鞋わらじを履いて探すこともなく姉あねさん女房をゲットした。

　０歳児と一歳児だから、そこまでの年齢差でもないけど。

「フリードリヒの奥さんは王族のお姫様か……どうなんだろう？」

「あの陛下だからちゃんと教育するでしょう。結婚後、夫に嫌われて子供ができないと悲劇ですし……」

　貴族や王族の普通の結婚なら、家の繋がりに役に立ちさえすればそれでいい。

　ところが、フリードリヒの場合は子供を作らないと魔法使いが生まれないので、夫に嫌われる娘など寄越さないと、ブライヒレーダー辺境伯は言うのだ。

「イーナ、可哀かわい想そうなくらい動揺していたな……」

「まあ、母親の身分から考えると、普通はあり得ませんからね……」

　イーナが産んだ長女アンナは、王太子の長男、つまり次の次の王様の正妻に決まった。

　相手はまだ三歳だそうだが、いきなりそんなことになったイーナはどうしようという表情を浮かべていたのだ。

「王太子殿下に跡取り息子っていたんだな」

「お館様、なぜか大半の貴族がそう言いますが、いらっしゃるのです」

　職務上、ローデリヒは王太子殿下の跡取りの存在を知っていた。

　これで王国は安泰というわけだが、親子して目立たないのってどうなんだろう？

「母親の身分から考えてあり得ないけど」

「父親がバウマイスター伯爵だと、なくはない話なんですよ……」

　正妻が産んだ娘がいないので、愛人や側室が産んだ娘を代わりに政略結婚の駒にするというわけだ。

　その前に、形式だけは正妻の養子にするらしいけど。

「母親が平民の子供が将来の王の正妻は異常です。ですが……」

　王族に魔法使いが生まれるメリットを考えると、そのくらいは無視しても構わないということであろうか？

「うちも、そうですしね」

　ルイーゼが産んだ次女エルザも、ブライヒレーダー辺境伯の跡取り息子の正妻に決まったからだ。

　他に婚約者がいたらしいが、それはなかったことにするらしい。

　よくあることらしいが、俺たちが婚約を破棄された貴族から恨まれそうで嫌である。

「ちょっと年齢差がありますけど、大切にするので安心してくださいね」

　ブライヒレーダー辺境伯は悪い人ではないし、俺の娘が産む子供が魔法使いというメリットを考えると、嫁いびりはないと信じたい。

「というか、競り市やオークション会場じゃないんですから……」

　カタリーナが産んだ次男カイエンは次期ヴァイゲル準男爵なので、ルックナー財務卿の一族から正妻を迎え入れる。

　ヴィルマが産んだ四女イレーネはエドガー軍務卿の嫡孫の正妻に、カチヤが産んだ五女ヒルデはアームストロング伯爵家の嫡孫の正妻に。

　そして、リサが産んだ六女ラウラは導師の嫡孫の正妻に決まった。

　ここに俺が介在する余地はなく、陛下たちが勝手に話し合って決めてしまったのだ。

　かかった時間も十分ほど、憐あわれ俺の子供たちは、サラブレッドの子馬を競るように嫁ぎ先が決まってしまった。

「ごめんよ、俺の娘たち。嫁ぎ先が嫌なら、いつでも戻ってきていいんだよ」

　俺は、涙目でベビーベッドに寝ている娘たちに話しかける。

「あなた、まだこの子たちにはわかりませんよ。今はそんなことは考えず、すこやかに育てばいいのです」

　そんな俺にエリーゼが慰めるように声をかけてきたが、その優しさが今の俺にはありがたい。

「ううっ……カタリーナ、リサ。子供たちにはなるべく早く魔法の鍛錬を始めさせよう。嫌な旦那なら、魔法で吹き飛ばせるように」

　俺は優秀な魔法使い二人に、子供たちの鍛錬を早めようと言った。

　娘たちが嫁ぎ先で苛いじめられたら、魔法で吹き飛ばせばいいのだ。

「ヴェンデリンさん、それは貴族としてどうなのでしょうか？」

「お気持ちはわかるのですが……」

　カタリーナとリサは、俺を呆あきれた表情で見つめた。

「やっぱりそういうことになったの……妾も同じようなものじゃ」

　俺の非公式な愛人なのに、他の奥さんたちと普通に生活しているテレーゼ。

　さすがに彼女の娘と婚姻を結ぼうとする王国貴族はいなかったが、彼女は大量の手紙を抱えている。

　差し出し人は、すべて帝国貴族からであった。

「テレーゼがフローラを産んだ情報なんてよくわかったな」

「両国は、講和後に交易規模を拡大したからの。間違いなく商人経由であろうて」

「おいおい、アルフォンス……」

　フィリップ公爵家を先頭に、ミズホ公爵家、バーデン公爵家の他にも、多くの貴族家がテレーゼが産んだ三女フローラを嫁に欲しいと手紙を送ってきていた。

　その数に、俺は眩暈めまいを感じてしまう。

「テレーゼの娘って、帝国の政治状況的にまずくないか？」

「妾本人なら問題かもしれぬが、フローラは娘じゃからの」

「フローラが魔法使いなのが漏れているのか？」

「いや、単純に王国貴族と縁を結ぶためであろう。ヴェンデリンは内乱で勇名を挙げたが、領地は遠く南方にある。過度な干渉もないであろうから、縁を結ぶのには適当な相手とも言えるの。交易でも利が大きい」

　魔法使いの素質が遺伝する件は、帝国側には漏れていないはずだとテレーゼは予想する。

「なにか変だとは思っているかもしれぬが……」

「なんですと！」

「一生隠し切れるものでもあるまいて。生まれた子供が全員魔法使いなのがわかればの。バレるのが嫌なら、これからずっと禁欲生活を送るしかないのだから」

「それは嫌です」

　俺は出家した修行僧ではないので、人並みに性欲は存在しているからだ。

「正直なのは素晴らしいぞ。ヴェンデリンよ」

「あと、陛下にも念を押されましたよね」

「ですね……」

　ブライヒレーダー辺境伯も聞いていたのだが、『みんな、二人とか三人と言わずに五人でも十人でもバウマイスター伯爵の子を産むがいい』と言い残して去ったのだ。

　出生率の低下に悩む現代日本では考えられないレベルの子沢山要求であった。

「ですが、これも陛下の温情ですよ。もし他の人が王なら、とんでもないことになります」

　王族で適齢期の女性は、すべて俺の元に送り込まれるかもとブライヒレーダー辺境伯は言う。

「継承で揉もめるので籍には入れず、手習い扱いでも、召使い扱いでも構わない、子供を産ませろとか言って押しつけますよ」

「それは酷ひどい……」

「王家というのはそういうところです。娘との婚姻くらいなら温情というレベルでしょうね」

　ヘルムート王国の安定が民衆の平和をもたらしている以上は、そのために俺を種馬にするくらいは平気で行うというわけだ。

「わかりました。でも、俺の娘たちが……」

　まだ生まれて間もないのに、もう嫁ぎ先がほぼ全員決まっているなんて……。

「私にもフィリーネがいるからわかりますけど、どうせ娘が好きな男性と結婚したいと言っても腹が立ちますよ」

「それはあるかも……」

　お父さん、私この人と結婚したいの。

　うん、確実にぶん殴りたいな。

　ブライヒレーダー辺境伯も、複雑な心境でフィリーネを数年後に嫁に出すというわけだ。

「うちの叔母みたいになられると、これはこれで困りますし……」

「ああ、あの方ですね……」

「最近景気がよくなってきたから、あれが欲しいこれが欲しいと子供みたいにうるさいんですよ。自分で稼ぎもしないくせに……」

「そうなのですか」

「あの人を引き取って……すぐに返品されるとまた面倒ですね……」

　なぜか後半からは、ブライヒレーダー辺境伯の愚痴になってしまった。

　生まれた子供たちの婚約者がすぐに決まってしまったがために、逆に平穏な日々が訪れたのは皮肉という他はない。

　陛下や大貴族たちが他の貴族たちに漏らすはずがないし、もし漏れてもバウマイスター伯爵家への接近を阻止しようとするため、俺たちの平穏は彼らによって保たれるわけだ。

　正直、複雑な心境であった。





　　　　＊＊＊






　決まってしまったことで、いつまでも悩んでいても仕方がない。

「気持ちを切り替えて、俺は父親として頑張るぞ！」

　俺は、領地開発、アグネスたちへの個人指導、バウマイスター伯爵家当主としての仕事をこなしていき、エリーゼたちは赤ん坊の世話と、冒険者として現役復帰を目指し鍛錬をしていた。

　もっとも、またすぐに妊娠してしまうかもしれないので、あくまでも復帰できたらということになっている。

　そして俺は今、赤ん坊の世話に積極的に参加しようとしている。前世でいうところの『イクメン』というやつである。

　俺も忙しいから、あくまでも参加できる範囲内でだ。

「フリードリヒはいい子だな」

　俺は、バウルブルクの町でこの世界にはなかった抱っこ紐ひもを注文した。これは昔からある背負うタイプではなく、前で赤ん坊を抱っこするタイプである。

　職人に説明するとすぐに作ってくれたので、それを使ってフリードリヒを抱っこし、同じく職人に作ってもらったでんでん太鼓を鳴らしながらあやしていく。

「ご機嫌だな、フリードリヒ」

「うわう──」

　屋敷の庭で、俺は首が座ってきたフリードリヒを抱っこしながらあやした。

「ヴェル、なにをしているんだ？」

「見てわからないか？　フリードリヒをあやしているんだ」

「男なのにか？」

　この世界では、赤ん坊の世話は女性の仕事だという考えが強かった。

　田舎では特に顕著であり、エルは、フリードリヒをあやす俺を不思議な生き物でも見つけたかのように凝視している。

「エルよ。俺は新しい貴族なのだ」

「新興だからな」
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「新しい貴族である俺は、男でも赤ん坊の面倒を見てもいいじゃないかという、新しい常識を世間に示すのだ」

　どこの世界でも世間の常識とは、誰かが始めたものをみんなが長期間真似したから常識になったにすぎない。

　つまり、俺が赤ん坊の面倒を見て、それを他の貴族が真似したらミッションコンプリートである。

「そういう考え方もあるのか」

「エルも、レオンの面倒を見るとハルカに見直されるかもよ」

　女性は、家事や育児を手伝う男性が好きだからな。

「じゃあ、俺も……」

　エルがレオンの面倒を見ようと育児室へ向かおうとすると、それを止める者がいた。

「お館様……」

　誰あろう、それはローデリヒであった。

「おおっ、ローデリヒか。俺は新しい貴族を目指すぞ」

「いえ、目指さなくて結構です。いいですか、お館様は世間に注目されている存在なのです。そのお館様がいくら自分のお子とはいえ、赤ん坊の面倒などを……」

　それから暫しばらく、俺はローデリヒから説教されてしまった。

　貴族家の当主が、赤ん坊の面倒を見るとは何事かという内容だ。

「深刻な問題だな……新しい時代の流れが、古い慣習によって防がれてしまうとは」

「どうとでも仰おっしゃってください。お館様が、赤ん坊の世話をするなどあってはならないのです」

　貴族には、それに相応ふさわしい振る舞いがあるのだそうだ。

「ローデリヒは、俺と大して年が違わないのに考えが古いぞ。よし、ここは」

　きっと、エリーゼたちならばわかってくれるはずという期待を胸に、俺は育児室に戻った。

　ところが、いきなりエリーゼに怒られてしまった。

「あなた、フリードリヒの面倒は私たちで見ますから」

　せっかく抱っこしていたフリードリヒを、エリーゼに取り上げられてしまう。

「赤ん坊の面倒を見るバウマイスター伯爵という新しいイメージでいこうと思うんだけど……」

「それは、よくないと思います」

　いきなり、エリーゼから全否定されてしまった。

　この世界には、男が育児を手伝ってくれるとありがたいという女性はいないのか？

「駄目なのか？」

「はい、育児は女性の仕事です」

　おかしい……男性も育児に参加すべきという意見はないのか？

「イーナ」

「駄目よ。育児は私たちの仕事だから」

　別にみんなの仕事を奪うつもりはなくて、少しだけ手伝えたらとかそんな話なんだけど……。

「ヴェル、もう少し大きくなったらどこかに一緒に出かけようよ」

「ルイーゼの言うとおり。ヴェル様には世間の目があるから」

　ルイーゼとヴィルマにも否定されてしまった。

「ヴェンデリンさん、真の貴族とは赤ん坊の面倒など見ませんわよ」

「旦那、こういうのは昔から分担が決まっているからさ」

　貴族に拘こだわるカタリーナは勿もち論ろん、カチヤにまで否定されてしまう。

「帝国の貴族でも、赤ん坊の面倒を見る者などおらぬぞ」

「女性の魔法使いは、余裕があるのでベビーシッターを雇いますね。魔導ギルドが使用人ギルドを紹介してくれますから」

　テレーゼも、リサも、俺の育児参加に反対のようだ。

「そういうわけだから、ヴェル君は大人しく見ていてね」

「はい……」

　最後に、アマーリエ義ね姉えさんから子供のように諭されてしまった。

　まさか女性側からの反対が根強いとは……世界が変われば常識は変わるのだと、俺は改めて思い知らされるのであった。




「お館様、この抱っこ紐は優れておりますな。すぐに量産を指示しましょう」

　ただ、俺がオーダーメイドした抱っこ紐はローデリヒに気に入られ、王国中に普及していくこととなる。





第三話　ヴェンデリン、浮かれる？







「だぁ───」

「そうだな。みんな、まだ生まれたばかりなのにもう婚約者がいて大変だよな。お父さんは、できる限り頑張ってお前たちを守るからな」

「あう───」

「うんうん。お父さんに任せておいてくれ」

「おい、ヴェル。お前はまだ喋しゃべれない赤ん坊と、なにを勝手に会話した気になっているんだ？」




　朝、土木工事に出かける前に子供たちと話をしていると、なぜかエルが邪魔をしてきた。

　自分も父親になったくせに、無粋なことを聞いてくる奴である。

「エルよ。一見、『だぁ───』とか、『あう───』とかしか言っていないようだけど、実はその中には多くの意味が詰まっているんだよ。この子たちの父親である俺にはわかる」

「それは、ヴェルの勝手な思い込みじゃないか……」

「失礼な」

「いやさ、赤ん坊なんだからもう少し待てよ。そのうちにちゃんと喋れるようになるから……」

　エルの奴、父親になったらえらく常識的なことを言うようになったな。

　なるほど、子供が生まれると親も成長するらしい。

「それよりも、そろそろ時間だぞ」

「名残惜しいが、お父さんは頑張るからな」

　子供たちだけでなく、エリーゼたちにも挨拶をしてから、早速エルを護衛に工事現場に『瞬間移動』で飛ぼうとすると、なにやら屋敷の入り口が騒がしくなってくる。

「エル、何事だ？」

「さあ？　様子を見に行くか？」

「ああ」

　小さな城じょう塞さいのような造りになっているバウマイスター伯爵邸の正門に向かうと、そこでは衛兵たちと貴族らしい青年とが小競り合いをしていた。

　以前にこんな光景を見たような……こういうのをデジャブっていうんだよな。

「事前のお約束なしでは通せません！」

「そこをなんとかしたまえ！　僕はベネケン男爵家の嫡男フロート様なのだから！」

「自分で自分を『様』付けするか？」

　エルが、自称ベネケン男爵の嫡男フロートという青年の発言を聞いて失笑した。

　俺も、自分で様とか言ってしまう貴族の御曹司は初めてだ。

「いかなる身分の方でも、いきなりの面会は無理です！　まずはアポイントメントを！」

　フロートと名乗る貴族の青年が強引に屋敷に入ろうとし、入れまいと衛兵たちが阻止する。

　ローデリヒから面会の予定は聞いていないので、この男が勝手に押し入ろうとしているのであろう。

　いわゆる、アポなしでの面会希望者だ。

　テレビ番組の企画でもあるまいし、基本的には迷惑な奴でしかない。

「高貴な生まれである僕を止めることなどできないよ。どきたまえ」

「若様！　お助けします！」

「押し込め！」

　フロートが、三名の従者に助けられ無理やり屋敷の中に入ろうとする。

　衛兵たちはそれを阻止しようと、笛を吹いて応援を呼び、彼らを押し返した。

　暫しばらくそんな状態が続いたので、俺は乗りかかった船だとフロートに姿を見せる。

「バウマイスター伯爵だが、なにか用事か？」

「おおっ！　バウマイスター伯爵殿ではないですか。私の名は、フロート・ロゲール・フォン・ベネケン。ベネケン男爵の嫡男です」

　フロートは俺に対し礼儀に則のっとった挨拶をしてきた。そのくらいの常識はあるようだ。

「それで、アポイントメントも取らずにどんな用事で？」

　思わず口調が厳しくなる。

　俺に会いたいという貴族、商人、平民などは多い。ローデリヒが厳選して会う人物を選定している状態なので、このような横紙破りを許すと、余計にそういう手合いが増えてしまう可能性があった。

「なら、前に出たのは失敗だな」

「エル、そこで正論を言うなよ……これは例外中の例外です。さあ、ご用件は？」

「これは光栄の極み。では、率直に！　あなたのお嬢さんを私の妻に下さい！」

「へっ？」

　俺は最初、この男がなにを言っているのか理解できなかった。

「娘？」

「この前、生まれたではありませんか。当然、成人するまで待ちますよ、お義と父うさん」

「はあ？」

　あきらかに俺よりも年上の男が、俺をお義父さんと呼ぶ。

　最初の衝撃が消えて次第にその意味がわかってくると、俺は湧き上ってくる怒りで頭が沸騰しそうになってしまう。

「お義父さん、安心して私に娘さんを」

「死にさらせ！　このロリコン！」

　真顔で生まれたばかりの娘を嫁に寄越せというフロートに、俺はついにキレて爆発した。

　非殺傷ながら威力のある爆発魔法で、その従者ごと門の外に吹き飛ばす。

「お館やかた様」

「暫く牢ろう屋やにでも入れておけ」

「かしこまりました」

　彼らは、父親であるベネケン男爵が迎えに来るまで、石造りの別荘生活を楽しんだ。

　フロートを迎えにきたベネケン男爵の顔は真っ青だった。後にフロートは廃嫡されたそうだが、その件に関しても俺はまったく関与していない。

　どうやらフロートは、王国でもかなり偉い方々を敵に回してしまったようだ。

　俺には、よく事情がわからなかったけど。




「まったく、どいつもこいつも……」

　朝から嫌な奴に会ってしまったが、俺は気分を取り直して土木工事を始める。

　最近は次々と入植者が増えているので、宅地に農地に道路にと、基礎工事で忙しい状態なのだ。

「あのバカ貴族、なにを狙っていたんだ？」

「真相は漏れていないはずだよな？」

　娘たちは王家や大物貴族家に取られてしまったが、婚約した情報は秘密になっていた。

　俺の子供が魔法使いになる情報は、彼らが完全にシャットアウトしている。

　それが漏れれば競争相手が増えてしまうからで、そう考えると彼らは信頼できるというわけだ。

「単純に、財力があるバウマイスター伯爵家と縁戚になって援助をたかろうという寸法か」

「だろうな」

　でなければ、いくらこの世界でも、二十過ぎの青年が赤ん坊に求婚とかまずあり得ない。




　出産後、エリーゼたちは冒険者復帰を目指して訓練しているのだが、周りからはすぐに子供を産めと言われているに等しいので、またすぐに産休になってしまう可能性が高かった。

　この世界には、『女性は子供を産む機械ではないのですよ！』と抗議する政治家はいないからだ。

「これは、暫くは冒険者パーティは組めないか？」

「だよなぁ……」

「たまに、導師、ブランタークさん、俺、エル、でいくか？」

「男だけのパーティか、いいな」

　エルがもの凄すごく嬉うれしそうだ。

　奥さんのいない場所で、思いっきりハメを外せると思っているのかもしれない。

「先生、私が助っ人に入りますから」

「私も頑張ります」

「私も」

　今日も、魔法の修練をかねてアグネスたちが土木工事を手伝っていた。

　俺たちの話を聞いて、自分たちがパーティに加わると言う。

「ありがとう。でもシンディとベッティは、成人してからな」

「すぐに産休に入って、またメンバーが足りなくなりそう……」

「ふんっ！」

「痛っ！」

　俺の可愛かわいい弟子たちを邪よこしまな目で見やがって、と俺はエルに肘打ちを食らわせた。

　俺は、三人をそういう目で見ていないというのに……。

「先生、エルヴィンさんがなにか？」

「なんでもない。ちょっといつものおバカ発言が出ただけ」

「そうなんですか」

　俺がエルに肘打ちした理由をアグネスが聞いてくるが、適当に誤魔化した。

　その日も無事に予定の工事が終了し、さて帰ろうかと準備をしているとシンディが俺にお願いをしてくる。

「先生、赤ちゃんを見に行ってもいいですか？」

「いいよ」

「私も行きたいです」

「私も」

　アグネスとベッティもついてくることになったが、それを聞いたエルがまた余計なことを言う。

「自分で出産する時に備えて勉強か……」

「ふんっ！」

「痛っ！」

　俺は、再びエルに肘打ちを加えるのであった。




「「「奥様方、お久しぶりです」」」

「お弟子さんたちですか？　あの時以来ですね」

　アグネスたちが赤ん坊を見たいというので屋敷に連れていくと、エリーゼたちが満面の笑みで三人を出迎えた。

「エリーゼ様、赤ちゃんを見に来ました」

「エリーゼ様、赤ちゃんを産んだのに、もう元どおりで羨うらやましいです」

「私なんて、ちょっと甘いものを食べすぎるとあとで大変なのに……」

「ありがとうございます。ですが、そう簡単に元どおりとはいきませんよ」

　アグネスたちに褒められて、エリーゼも悪い気はしないようだ。

　確かに、出産して大して日にちが経たっていないというのに体形がほぼ元どおりなのだ。

　それは妊娠前とまったく同じというわけではないだろうけど、現代日本の妊婦さんがエリーゼを見たら羨ましいと思うはず。

「久しぶり、若人たちよ」

「なにが若人だ。そんなに年も変わらないし、むしろルイーゼの方が幼く見える……ウゲッ！」

　出産したことで大人の女性っぽくアグネスたちに接しようとしたルイーゼにエルがツッコミを入れたが、すぐに俺よりも強力な肘打ちでお返しされていた。

「私たちもこういう時期があったわよね」

「だから、どうしてそんな急に人生の先輩ぶって……ウゲッ！」

　続けてイーナの発言にもツッコミを入れるエルであったが、やはり強烈な肘打ちでお返しをされてしまった。

　余計なことを言わなければいいのに、そこを学習しないエルが一番変わっていないと思う。

「はははっ、将来に備えるのはいいことだよ」

　顔見知りだったこともあり、俺の奥さんたちは快くアグネスたちを受け入れてくれた。

「そういえばさ、男の弟子っていないんだね」

「確かに、見事に女の子ばかりね」

「そんなことはないぞ」

　念のため、ルイーゼとイーナに釘くぎを刺しておく。

　俺が面倒を見た魔法使いクラスの生徒たちは男女を問わず俺の教え子であり、アグネスたちほどではないが、たまに魔法のことを教わりに来ている。

　ただその時、イーナやルイーゼがいないだけ……アグネスたちを特別扱いしていることは否定しないけど、なにしろこの魔力量だからな。

　大半の生徒たちが普段、魔の森に常駐して活動しているので、俺から土木魔法を教わっているアグネスたちだけが目立つというのもあると思うけど……。

「優秀な弟子は伸ばすものだ」

「確かに、私やヴィルマの魔力量ではこの三人に勝てないわね」

　すでに上級も見えつつあるアグネスたちの魔力を改めて確認し、イーナは納得をしたようだ。

「そういえば、君たちっていくつだっけ？」

「私が十五歳で、シンディが十三歳、ベッティが十四歳です」

「年下なのに、子供を産んだボクよりも胸があっていいね……」

　ルイーゼは、自分とアグネスたちの胸を見比べてため息をついた。

　そういえば、赤ん坊を産んだ割にルイーゼの胸は……これ以上は危険だ！

「気にするところはそこなのか？」

「ヴェル、ボクが他のなにを悩むと言うのさ。アマーリエさんが子供を産むと胸が大きくなるって言うんだけど、あまり実感がないんだよね……」

　実際、ルイーゼの胸はあまり大きくなっていないから、これはもう遺伝子のせいだとしか言いようがないな。

「人生、色々あるさ」

「ヴェル、もっと気の利いた慰め方はないの？」

「魔法でなんとかなるのなら、なんとでもするけどね……」

　俺は可愛いと思うのだが、本人の希望もある。

　魔法で胸を大きくできるのなら、すぐにでもやってあげたいところなのだが。

　この世界の魔法は、魔法使いの才能次第で万能になる可能性を秘めているけど、それでもできないことは多い。

「魔法で盛った胸ってのもどうかと思うから、やっぱりいいや」

　基本的に深く悩まないルイーゼは、すぐに自分の胸がないことが気にならなくなったようだ。

「噂うわさには聞いていたのですが、先生の奥さんは全員魔法使い……」

「アグネス、先生の赤ちゃんたちもだよね？」

「全員、魔力を持っている……」

　魔法使いは、魔法使いを知る。

　アグネスたちは、ベビーベッドに寝ている赤ん坊たちを見て、全員に魔力があることに絶句した。

「えっ？　えっ？　どうしてですか？」

「全員はさすがに……」

「これはもしかして……」

　三人の中でベッティが最初に感づき、あきらかに動揺した表情になる。

「ベッティ、しぃ───」

「えっ？　しぃ───ですか？」

「世の中、知らないフリをしていた方が幸せなことがある」

　普段は寡黙だが、たまに喋るとインパクトがあるヴィルマがベッティに忠告を始めた。

「『今日は魔法の先生の子供を見に来て、和やかな時間を過ごして帰っただけ』か、『少し秘密に入り込む』か、どちらがいい？　ただし、後者には条件がある」

「秘密……」

「後者を選択した場合、魔法使いとして大成することが可能かもしれないが、やってはいけないことがある。それを破ると、あとの人生が色々と大変」

「先生の奥さん怖い……」

　ヴィルマからの問いに、アグネスたちは神妙な表情で考え込んでしまった。

　あきらかな脅しも含まれているが、入り込んでしまえば魔法使いとして大成可能かもしれない。

　その誘惑に迷っているようだ。

「ヴィルマ、さすがにその言い方は……」

「ヴェル様、これは脅しじゃない。あくまでも取引」

　アグネスたちが赤ん坊を見たいというから連れてきたのに、なぜかとても物騒な話になっている。

　困惑する俺に、ヴィルマがこれは脅迫ではないと述べた。

「ヴェンデリンさんは、まだどこか甘い部分がありますわね。陛下や大貴族の方々が封じている機密に触れるのですから、気軽にフリードリヒたちを見せてあげるなんて言わない方がいいですわ」

「いやね、俺はただ、可愛い弟子たちの願いを聞き入れようかと思ってさ……」

　カタリーナは俺の甘さに呆あきれているようだが、前世なら親戚や友人に子供が産まれたら見に行くくらい普通にやっている。

　俺だって、何回かお祝いを持って見に行ったことがあるのだから。

「今朝の、貴族のバカ息子の件でも、秘密が漏れたのかとヒヤッとしたじゃないか。旦那にしては迂う闊かつだぜ」

「そう言われると……カチヤでも気がつくレベルの話を俺は……」

「うわっ！　旦那、酷ひどい！」

　確かに、俺の子供たちは全員が魔法使いの素質を持っているので、成人するまで慎重に育てないといけない。

　いくら可愛い弟子とはいえ、アグネスたちに見せたのは迂闊だったかもしれない。

「旦那、出会った頃のあたいはおかしな行動で迷惑をかけたけど、それはないじゃないか」

「すまんすまん、カチヤ」

　俺は過去の話を蒸し返してしまった件でカチヤに謝った。

「せっかく来たのですから、赤ん坊を抱いてみますか？」

「「「はいっ！」」」

　とここで、弟子であったカチヤをフォローするかのように、リサがアグネスたちに赤ん坊を抱いてみるかと提案してきた。

　さすがは大人の女性というか、最初に出会った頃の派手なメイクと言動を考えると、同じ人であることが信じられない。

「「「ありがとうございます」」」

　リサにお礼を言いつつも、どこか神妙な態度を崩さないアグネスたちの様子を見るに、リサの派手なメイク時代の知名度と、そのエキセントリックな言動は有名だったようだ。

　その手の情報に詳しいアグネスもいるので、事前に他の二人に注意したのかもしれない。

「こうやって抱くのよ」

「うわぁ、赤ちゃんって温かいですね」

「可愛いなぁ。私も欲しくなっちゃう」

「もし私なら、男の子と女の子どっちがいいかな？」

　アマーリエ義ね姉えさんに赤ん坊の抱き方を教えられ、アグネスはフリードリヒを、シンディはアンナを、ベッティはエルザを笑顔で抱いていた。

「どうせ、すぐに母親になるだろうしな……ふげっ！」

　またエルが余計なことを言ったので、俺は肘打ちをしておいた。

「先生。この子たち、ちょっと赤ん坊にしては……」

　フリードリヒを抱いているアグネスが、ちょっと言いにくそうに言った。

　確かに俺の子供たちは、これまでのどんな有名な魔法使いの赤ん坊時代よりも魔力が多い。

　ブランタークさんも、この前フリードリヒたちを見に来た時に同じことを言っていたな。

　だが、いくら魔力が多いとはいえ、大人の魔法使いの基準でいえば初級でしかない。

　そこまで気にする必要はないはずだ……と思ったら……。

「あぅ───」

「どうしたの？　フリードリヒちゃん？　えっ！」

　フリードリヒが少しグズったのでアグネスが懸命にあやしていたのだが、次の瞬間、フリードリヒの指先から小さな『火の玉』が発射された。

　幸い『火の玉』が発射された先にはなにもなかったが、壁に当たって小さな焦げを作ってしまう。

「赤ん坊なのに魔法を放った！　いやあ、さすがは俺の息子だ！」

　まだ生まれたばかりなのに、これは将来が楽しみだな。

「親バカもいい加減にしろ！　これはちょっとまずいぞ！」

「そうか？　大した威力でもないだろう」

　エルは大げさだな。

　やはり赤ん坊なので、『火の玉』の威力はとても小さい。

　初級レベルなので、杖つえを使わない限り威力が大幅に低下してしまうというのもある。

　赤ん坊は寝るのが仕事だというから、大した問題じゃないだろう。

「お前なぁ……世話する人が危ないだろうが。赤ん坊が放った魔法にコントロールを期待するなよ」

「それもそうか……いや、さすがに俺もそこまで考えなしじゃないぞ」

　現時点で魔法を放つのはフリードリヒだけだ。

　世話をする人員を魔法使いに限定すれば問題ないし、赤ん坊とは一日中寝ているものだ。
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「俺も面倒を見ればいいんだ！」

　俺なら、魔力の動きで簡単にフリードリヒが魔法を放つタイミングを察知できる。

　今回は予想外の事態だったのと、フリードリヒを抱いていたアグネスが、まだ魔法使いとして未熟というのもあったのだから。

「ドサクサに紛れて、強引に育児に参加しようとするな！」

「俺は、新しい貴族の常識を作る貴族なんだ」

　これを機に、イクメン貴族が生まれてもいいと思うんだけどなぁ……。

「いいえ、そうはいきません」

　すぐに、古きよき伝統を守ろうとするエリーゼに笑顔で否定されてしまった。

「旦那様、なにか対策が必要だと思いますよ」

「魔法を防ぐ装備で世話をさせるとか？」

　魔法のベテランであるリサの提案に対し、俺はまず思いついた案を出した。

　今のフリードリヒの魔法くらいなら、装備でなんとかできるからだ。

「いえ、それだと間に合わなくなるかもしれません」

「間に合わない？」

　俺は最初、リサの言わんとしていることが理解できなかった。

「フリードリヒはある程度の年齢に達するまで、こんな状態だと思います。これから起きている時間も増えてきますし、無意識でも毎日魔法を放ち続ければ、魔力も増え、魔法の威力も上がってくるはずです。小手先の対策では……」

　フリードリヒたちが成長するにつれ魔法の頻度と威力が上がるはずなので、根本的な対策が必要だと。

「もう一つあるの」

「もう一つ？　テレーゼ、それは？」

「今はフリードリヒのみじゃが、妾わらわのフローラも含めて他の子たちも、フリードリヒと魔力量にそう違いはない。つまり、今後次々と無意識に魔法をぶっ放す赤ん坊が増殖する可能性があるの」

「なるほど！　さすがは俺の子供たちだ！」

「感心している場合か!?」

　テレーゼがそれを口にしてしまったからであろうか？

　突然俺は、魔法が放たれるであろう魔力の動きを探知してしまった。

　しかもそれは、シンディが抱くアンナ、ベッティが抱くエルザ他、俺の子供たちからであった。

「兄妹の仲がよくて、お父さんは安心した」

　兄妹で一人だけ魔法が使えないと、その子が仲間外れみたいで可哀かわい想そうだからな。

「ヴェルのアホ！　そんなのん気なことを言っている場合か！　退避！」

　エルはベビーベッドから自分の息子レオンを、ハルカや他の侍女たちは一緒に預かっている赤ん坊を抱いて部屋の外に逃げ出してしまった。

　そしてその直後、すでに魔法を放って寝ているフリードリヒ以外の俺の子供たちが一斉に魔法を放った。

「『水弾』、『カマイタチ』、『念力』でベビーベッドを浮かせたか。『火柱』、『氷弾』、『竜巻』もある。でも、威力はまだまだだな」

「先生、それどころではないと思いますけど……」

「被害はそれほどでもないですけど、毎日続くと辛つらいですよ」

「対策が必要ですね」

　俺の子供たちはみんな魔法の才能があって嬉しい限りだが、人様に迷惑をかけないよう対策しなければいけないようだ。

　ちょっとだけ荒れた育児室の中で、俺はそう決断するに至ったのであった。
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「リサ様、それで魔導ギルドなのですか？」

「幼少の頃、魔力が多すぎてコントロールできない魔法使いというのは、極少数ですが存在すると聞きました。それに対応できる魔道具というのがあるのです」

「初めて知りました」

「将来、私たちの子供にも必要かもしれませんね、リサ様」

「その可能性は高いですね」




　まだ赤ん坊であるフリードリヒたちだが、魔力が多すぎてそれをコントロールできない問題が発生してしまった。

　今のところは一日に一度が限度だが、無意識に放ってしまうので、このままでは世話をするのも難しい。

　そこで、それを解決する魔道具を手に入れるため、急きゅう遽きょ『瞬間移動』で王都にある魔導ギルドへと向かっていた。

　同行者はアグネスたち三人とリサ、テレーゼで、リサは後輩たちに、将来俺の子供を産んだ時、同じことが起こるから知っておいた方がいい、といったニュアンスの会話をしていた。

「すでに既定路線なのか」

「なにを今さら。行くぞ、ヴェンデリン」

　テレーゼが、アグネスたちが俺の嫁になるなんて、もう今さら確認するまでもないと言い放つ。

　そんな無駄な確認作業をする時間が惜しいとばかりに、俺を強引に魔導ギルドの方に引っ張っていった。

「バウマイスター伯爵か。最初の嫁たちに飽きて、もう新しいのと切り替えたのか？」

「「「「「ふんっ！」」」」」

「あべし！」

　魔導ギルドには、相変わらず空気が読めないベッケンバウアー氏がいて、また余計なことを言ってアグネスたちに張り倒されていた。

　実はこの人、女性に殴られるのが好きなのかもしれない。

「して、どんな用件かな？」

「子供用の『魔力吸着装置』の件です」

　俺の代わりに、リサがベッケンバウアー氏に用件を伝えてくれた。

「ああっ、あれね。技術的には枯れている陳腐な魔道具で、使用頻度も低いので店舗には売っておらず、ここで貸し出しているのみだからな。在庫は沢山あるよ」

「魔力吸着装置ですか？」

「そうなのだよ、バウマイスター伯爵の新しい愛人その１君」

「ふんっ！」

「ふべし！」

「誰が愛人ですか！」

　アグネスの質問の返答にまたも余計な一言を加え、ベッケンバウアー氏は再びアグネスに強烈なビンタを食らっていた。

　なぜそうなるとわかっていて言う……そういう性癖なのか？

「『魔力吸着装置』とは、その名のとおり、装着した魔法使いから魔力を吸い取る装置だ」

　その装置に空の魔晶石を装着すると、そこに魔法い使いから吸収した魔力が溜たまり、魔道具用のエネルギーとして再利用できるそうだ。

「でも、それって危なくないか？」

　毎日、常に魔力を吸い上げてしまうと、フリードリヒたちの成長に影響が出そうだよな。

「話に聞く限り、赤ん坊の魔力暴走のようだな。子供なのに魔力が多すぎて、無意識に魔法を放ってしまう、というケースは稀まれにだがある。そういう子供の魔力を一気に奪うと、成長に影響が出てしまうのでは？という懸念は昔から言われていてな。なにしろ、そういう子供は将来確実に優れた魔法使いになれるのだから、下手なことをして失うわけにはいかない。そこで、今の『魔力吸着装置』はちゃんと改良されておるよ」

　少しずつ魔力を吸い上げるので、子供が魔力が満タンになった際に不快感を覚えなくなり、自然と魔法を放たなくなるのだと、ベッケンバウアー氏は説明した。

「子供……特に赤ん坊は、魔力が満タンだと思うように眠れず、不快感を覚えてしまうのだ」

　成長のために寝る時間が多い赤ん坊や三歳くらいまでの子供は、魔力が満タンだと睡眠を妨害してしまう。

　そしてそれを解消するため、無意識に魔法を放って睡眠を確保しようとするのだそうだ。

　だからフリードリヒたちは、魔法を放ったらすぐに寝てしまったのか。

「必要な分を持っていけばいい。当然賃料はかかるけどな」

「それはありがたいが、『魔力吸着装置』とは赤ん坊に着けて大丈夫なものなのか？」

「心配するでない。バウマイスター伯爵の愛人その２よ！」

　おっさん、そのうち本当に失言で職を失うぞ。

「あれ？　テレーゼが怒らない」

「このくらいのこと、少し口が悪い程度であろう？　それよりも、『魔力吸着装置』じゃ」

　さすがはテレーゼ、年の功か？

　ベッケンバウアー氏の発言をまったく気にしていなかった。

「誰が年の功じゃ！　ヴェンデリンの方が酷いではないか！」

　テレーゼ、どうして俺の心の声が理解できたんだ？

「これだな」

　ベッケンバウアー氏に見せてもらった『魔力吸着装置』だが、思ったよりも小さかった。

　真ん中の穴は、空の魔晶石をはめ込む部分だと思われる。

「装置自体はこのようにとても小さいので、ベビー服にも着けられる。魔晶石の魔力が満タンになったらこの部分が光るから、そうしたら新しい空の魔晶石をセットするのを忘れないようにな」

　なんかまるで、バッテリーや充電用電池を充電する機械みたいだな。

「溜めた魔力は魔道具に使えるので、賃料を払ってもオツリがくるはずだ」

　『魔力吸着装置』の賃料はかなり高額だったが、吸収した魔力を利用できるのはいいな。

　バウマイスター伯爵領にも魔道具は沢山あり、溜めた魔力の使用目的には困らないはずだ。

「それにしても、随分と沢山借りるのだな。まあ、足りないわけでもないので構わないが……」

　俺の子供が全員、魔力持ちなのに気がつくも、いつものような空気を読まない発言をしないベッケンバウアー氏。

　最後のところでは誤らないから、今の職をまっとうできているのか。

「最近では、この装置を借りる者も少なくてな。暫く借りっ放しでも大丈夫だぞ」

「そうなんですか」

　そういえば、このところ徐々に魔力が多い魔法使いが生まれてくる率が下がっているとか。

　魔導ギルドも、俺の子たちに期待しているわけか。

「元々そんなに沢山借りられるものでもないというのもある。今いる愛人その１からその５も含めてこれから沢山産むんだろうから、いちいち貸し出すのは面倒だ。今この場にいない愛人その６以降も頑張ってくれよ」

「「「「「だから！　誰が愛人よ（じゃ）！」」」」」

　しかしながら、やっぱり最後で余計なことを言ってしまい、アグネスたちによるビンタの嵐に巻き込まれるベッケンバウアー氏。

　とはいえ完全に彼の自業自得なので、俺は彼を助けようとは微み塵じんも思わなかった。
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「先生、みんな魔力が落ち着いていますね」

「こんな装置あったんだ」

「気持ちよさそうに寝ていますね」




　魔導ギルドから借りてきた『魔力吸着装置』をフリードリヒたちのベビー服に取り付けると、みんな安心したかのようにスヤスヤと眠り始めた。

　魔力が満タンなのに使われないから眠れなくなり、それが赤ん坊のストレスとなってしまうとは知らなかった。

　魔力量が少なければそんな問題は起こらないそうなので、これも俺の子供として生まれてきてしまった宿命かもしれないな。

「お館様、よろしゅうございましたな」

「ローデリヒは、妙に嬉しそうだな……」

　フリードリヒたちが無意識に魔力を放たなくなった件以外にも、嬉しくなる理由があるように思えた。

「お館様はお忘れですか？　バウルブルクの町の主要な部分に街灯を導入したではありませんか」

「そうだったな」

　バウルブルクの町が夜も賑わうようになったので、魔力で光る街灯を導入したのだった。

　街灯の主なエネルギー源は、俺たちが冒険者デビューした時、地下遺跡に仕掛けてあったドラゴンゴーレムについていた、空気中の魔力を吸収するパネルであった。

　なんでも魔道具ギルドで製造できるようになったとかで、バウマイスター伯爵領でも一部導入が始まったそうだ。

「もしかして、フリードリヒたちの魔力に期待しているのか？　だが、あのパネルがあれば街灯に魔力を補充する必要がないじゃないか」

「それが、そのパネル、どうもオリジナルに比べ性能が劣るようでして……」

　魔道具ギルド側もそれを理解していたのか、魔晶石で魔力を補充できる仕組みも残してあったそうだ。

「せっかく夜も賑わってきたバウルブルクですので、街灯が確実に稼働した方が好ましいのです。ゆえに、まだ赤子の頃から魔力を供給していただけるとは、さすがは、お館様のお子様たち」

「おい」

　ローデヒリ、お前……俺の子供たちまで領地発展のため使い倒すつもりか？

「いやあ、さすがはお館様。もっと多くのお子をお願いいたします」

　ローデリヒ、俺の子たちは魔力の供給源ではないのだが……。

「アグネス様、シンディ様、ベッティ様。これからも、バウマイスター伯爵領でのご活躍に期待いたしますぞ」

「ローデリヒ様、任せてください」

「私たちは先生の弟子ですから」

「そうですよね。もっと先生のために頑張らないとですね」

「……」

　ローデリヒとアグネスたちは、なにか言葉に出さずとも、合意に至ったことがあるらしい。

　ローデリヒが、急にアグネスたちを『様』付けで呼び始めたりとかおかしな点が……って、それよりも、俺の子供たちは発電所じゃないんだぞ！

「生まれた瞬間から、高貴なる者の義務を果たさんとする。お館様のお子様たちは、真の貴族でいらっしゃいますとも。そういう方が増えるといいですな」

「……」

　要するに、もっと子供を作れということか……。

　領地の発展のため、領主の子供たちまで有効に活用する。

　ローデリヒは、俺よりもよほど貴族に向いていると思ってしまうのであった。





第四話　葬儀と総司教選挙







「元気そうな男の子でよかった。長生きはするものじゃな」




　生まれた子供たちの首が据わってくると、一目見ようと来客が増える。

　今日はホーエンハイム枢機卿が姿を見せ、フリードリヒを抱きながら笑みを浮かべている。

　その笑顔を見ると、陛下からも妖怪扱いされているような人物にはまったく思えない。

「エリーゼ、体調は大丈夫か？」

「はい、お爺じい様」

「それはよかった」

　この世界には産婦人科がないから、産後に体調を崩す人が多い。

　エリーゼの場合、ホーエンハイム枢機卿が治癒魔法を使える神官を派遣しており、エリーゼ自身も優れた治癒魔法の使い手なので心配ないはず。

　それでも、ホーエンハイム枢機卿は自分の孫娘が心配だったようだ。

「元気そうな跡取りでよかった。フリードリヒは、次代のいいバウマイスター伯爵になってくれそうだな」

　もし生まれたのが女の子だったら、エリーゼに対し『次の子を早く！』という圧力が凄すごかったはず。

　ホーエンハイム枢機卿も、可愛かわいい孫娘へのそういう圧力の必要がなくなってほっとしているようだ。

「他の子たちも元気そうでよかった。みんな首が据わってきたようだし、そろそろ本洗礼でもするかの」

　この大陸では子供が生まれると、親が必ず赤ん坊を教会に連れていって洗礼を受けさせるのだ。

　うちの実家でも、マイスター殿が洗礼の儀式を担当している。

　いきなりランクの高い本洗礼なのは、俺がバウマイスター伯爵だからであろう。

「本洗礼の担当司祭はフリッツに、その補佐は、ザームエルに任せる予定だ」

　フリッツとはエリーゼのお父さんの名で、まだ枢機卿には任命されていないが、教会でもかなり偉い方の人である。

　枢機卿は五十歳を越えないとまず任命されないので、エリーゼのお父さんの出世が遅れているわけではない。

　教会とは年寄りが多く、常に上が詰まっている組織なのだ。

　軍人とは違って説教ができれば通用する職業なので、引退する年齢がどうしても遅くなってしまう。

　そして、ザームエルとはエリーゼのお兄さんの名であった。

　次の次のホーエンハイム子爵家当主であり、教会の若手では偉い方の人である。

「お父様とお兄様がですか？」

「まあ、しょうがあるまいて」

　下手な者に任せると、子供たちの魔力のことが漏れる危険がある。

　ホーエンハイム枢機卿の関係者で囲んでしまえば、その心配は無用というわけだな。

「ですがお爺様。そのようなことをすると、批判も多いのでは？」

　ホーエンハイム枢機卿は、次の総司教を狙っている身だ。

　ここで露骨な身内贔びい屓きをすると、ライバルから非難されるのではないかとエリーゼが心配したようだ。

「別に構わぬよ。ひ孫たちの安全には代えられぬ。それに、もうワシは総司教を目指さないことにした」

「お爺様、よろしいのですか？」

　ホーエンハイム枢機卿の総司教就任は、ホーエンハイム子爵家の悲願だったはず。

　それを彼自身が目指さないと宣言したので、エリーゼは驚きを隠せなかったようだ。

「ワシも年だからな。それに現実的な問題として、ワシが総司教になると問題がある。婿殿の義祖父だからな」

　俺の跡取り息子フリードリヒは王家から嫁を迎え、娘のアンナも次の次の国王陛下の妻に決まった。

　これで、ホーエンハイム枢機卿が総司教になれば……警戒されるというわけか……。

「我々のために申し訳ないです」

「気にするな。教会に入ると、みなが総司教の座を目指すのは当然。だが、実際に総司教を傍そばで見ておると、あまりなりたいとは思わないぞ」

　まあ、確かに大変そうではあるよな。

　常に人に見られているから、嫌なことがあっても、バカ騒ぎをしたり酒を飲んでクダを巻いたりするわけにいかないのだから。

「それに婿殿、上に上がれば上がるほど理解するのだ。あそこに真の信仰などないとな」

　それでも、人々に宗教は必要だから教会をなくすわけにもいかないのか。

　色々と悟っているホーエンハイム枢機卿は、真の意味で宗教家かもしれないな。

「本洗礼の日時はあとで伝えよう。本洗礼は本部で行わないといけないからな」

　ホーエンハイム枢機卿は、出産祝いを置いてその日は王都に戻った。

　一週間ほどで本洗礼の日時が決まり、俺は奥さんと子供たちを連れて『瞬間移動』で王都へと向かう。

　赤ん坊たちはもう首が据わっているから、それぞれ母親が抱いていれば問題なかった。

「バウマイスター伯爵様、エリーゼ様。お世継ぎ誕生、おめでとうございます」

　ホーエンハイム子爵邸に『瞬間移動』で飛ぶと、すぐにセバスチャンが姿を見せる。

　彼は、俺とエリーゼに子供が生まれたことへのお祝いを述べた。

「バウマイスター伯爵様とエリーゼ様が親となる。私も年を取るわけです」

「セバスチャンは、変わっていないように見えるけどな」

「それが、寄る年波には勝てないようでして……思うところがいくつか」

　それでもセバスチャンは、相変わらず執事の鑑かがみのように見える。

「ささ、そっと教会に参りましょうか」

　本洗礼は、なるべく他の教会関係者に知られないように行う予定だ。

　ホーエンハイム子爵邸から、セバスチャンが裏道などを使って案内してくれた。

「本洗礼なのに、関係者以外完全にシャットアウトなのか」

「色々と面倒がありますので」

　他の教会関係者たちに知られると、うちと縁を結ぼうとしつこく迫ってくる可能性がある。

　もし連中が優れた魔法使いを連れていると、子供たちが全員魔力持ちであることもバレてしまう。

　本洗礼の見届け人は教会の有力者であるホーエンハイム枢機卿なので、非公開でもそれにケチをつける者はいない。

　以上の理由で、本洗礼は完全非公開で行うこととなった。

「総司教から苦情はこないのかな？」

「それが、総司教様は今健康が優れないとか……」

「お年ですからね」

「就任した時から爺さんだものな」

　エリーゼは高齢である総司教の健康を心配し、エルは年寄りだからいつ健康を害してもおかしくないという認識だ。

「……あれ？　実は結構不穏な状態？」

「バウマイスター伯爵様、ご安心を。総司教様は、王都郊外の施薬院にてご静養中です。それに釣られて、多くの教会幹部の方々も郊外に集まっております」

　セバスチャン、安心って……次期総司教を決めなければいけない可能性がある状態だから、安心とはほど遠いような……。

「お館やかた様は次期総司教になられるつもりはないので、芽が出てきた方々が施薬院において大層嬉うれしそうに動き回っております。本洗礼を邪魔されないので好都合だと、お館様は仰おっしゃっておりました」

　『次期総司教には自分をよろしく』と、集まっている教会幹部たちや投票権を持つ神官たちに対し、運動して回っているんだろうなとは予想できる。

　その隙すきに、フリードリヒたちの本洗礼を済ませてしまおうという腹か。

　セバスチャンの案内で裏口から本部に入るが、本当に皆、静養中の総司教の元に集まっているようで、誰とも顔を合わせなかった。

「婿殿、こちらだ」

　ホーエンハイム枢機卿に先導され聖堂に入るが、そこにもエリーゼのお父さんとお兄さんしかいなかった。

「ワシが見届け人で、セバスチャンが手伝いをすればいい」

　本洗礼を行う時には、若い見習い司祭を儀式の補佐役として使うことが多いが、今日はその仕事をセバスチャンが行うようだ。

　それにしても、さすがはセバスチャン。

　儀式の補佐役まで行えるとは、できる執事はひと味違う。

「やはり孫は可愛いな」

「エリーゼ、可愛い甥おいじゃないか」

「フリッツ、ザームエル、急げよ」

「わかっていますとも、お爺じい様」

　エリーゼのお父さんとお兄さんがフリードリヒを見ていると、ホーエンハイム枢機卿から急ぐようにと釘くぎを刺されてしまった。

「では……」

　本洗礼の儀式自体はそこまで時間がかかるものでもなく、三十分とかからなかった。

　儀式が終われば、そのままホーエンハイム子爵邸に引き上げるだけだ。

「婿殿、少しつき合ってくれ」

　エリーゼたちを見送ってから、俺はホーエンハイム枢機卿に誘われ今まで入ったことがない本部内の建物に向かう。

　中に入ると、そこには神官服を着た一人の老婦人がいた。

「今日は済まなかったな、エミリー」

「まさか、あなたが私に頼み事をするとはね」

「ひ孫たちの本洗礼を成功させるためだ」

「密ひそかに本洗礼を行うためでしょう？」

「婿殿、世間ではワシを妖怪だと言う輩やからが多いが、ワシの目の前にいる者の方が本物の妖怪だからな」

「あなたは、相変わらず女性に対してデリカシーの欠片かけらもないのね」

　姿格好からして、この老婦人は教会幹部だと思う。

　ホーエンハイム枢機卿に対する彼女の接し方からしても、相当偉い人のはずだ。

「婿殿は、このようにとんと教会には疎くてな。協力はしてくれるのだが、信心は皆無なのじゃ」

「いいじゃない。バウマイスター伯爵殿の篤志によって、実際に多くの人が救われているのだから。口では立派なことを言っても、浄財をケチる貴族なんて珍しくないわよ」

　う───ん、この腹の探り合いのような会話。

　俺は、とんでもない場所に案内されてしまったようだ。

「紹介が遅れてしまったが、この女性はエミリー・ケンプフェルト。ワシと同じく枢機卿をしておる」

「バウマイスター伯爵殿の噂うわさはよく聞いておりますよ」

　エミリーという女性は、ホーエンハイム枢機卿と同年代のように見える。

　それにしても、女性で枢機卿ってのは凄いな。

　教会は女性神官も多いけど、幹部は男性ばかりだからな。

「女性の枢機卿は、たまに出るがそう数は多くない。実力と運がなければなれないからな。エミリーは両方を兼ね備えておる」

　そんな人に、本洗礼で借りを作って大丈夫なのかな？

「それでだ。なぜ婿殿をここに連れてきたのかというと、フリードリヒたちの安全のためじゃ。協力してくれよ」

　どうして彼女との面会と、フリードリヒたちの安全とが関係あるんだ？

「簡単に事情を説明するとだな……」

　ホーエンハイム枢機卿が総司教になると周囲から力を持ちすぎだと思われ、最悪排斥される可能性がある。それゆえ総司教になる道を諦めた。

　ところがそれを発表した途端、総司教自身が体調を崩してしまった。

　すぐにも次の総司教を決める投票が行われる運びとなったが、最有力候補だったホーエンハイム枢機卿は、すでに立候補しないと宣言している。

　そこで出来レースだと諦めていたような連中がこぞって立候補を表明し、総司教が静養している施薬院に集まって、お見舞いに来た神官たちに投票を依頼して大騒ぎになっているそうだ。

「まだ亡くなっていないのに……」

　もし回復したら、選挙活動をしていた連中の立場が悪くなるような気がするんだけど……。

「それが婿殿、総司教殿はもう意識もないらしい。いつ心臓を止めるのかという病状なのだ」

「その情報なら私も掴つかんでいるわ。高価な魔法薬で無理やり心臓を動かしているけど、いつ薬の投与を止めるのか、という状態のようね」

　この二人、共に妖怪だなと俺は思ってしまった。

　施薬院になんていなくても、最新の情報を入手しているのだから。

「それと、フリードリヒたちの安全となんの関係があるのでしょうか？」

「彼らは、みんな泡ほう沫まつ候補なのよ。投票で誰かに決めても、総司教としての力には欠けるの。だから、その力を得ようとしてあなたの取り込みを図るでしょうね」

「俺は神官じゃないですけど……」

　神官の手助けをしている暇はないけどな。

「あなた自身はね。その義祖父は総司教に一番近かった男で、妻は聖女と呼ばれる治癒魔法の使い手。エリーゼさんの地位は司祭でしかないけど、その名声はなかなかのものね」

　ケンプフェルト枢機卿の説明で段々とわかってきた。

　力のない総司教は、それを強めようと俺、エリーゼ、ホーエンハイム枢機卿に接近してくるはず。

　その行為自体は、王家と大物貴族たちによる囲い込みで難しいのだけど、色々と探られてフリードリヒたちの秘密が漏れると、混乱が大きくなってしまうわけか。

「エクムント、あなたが立候補すればいいのよ」

　ホーエンハイム枢機卿の名前って、エクムントだったのか。

　今まで、お爺様、ホーエンハイム枢機卿としか呼ばれないから知らなかった。

　それにしてもこの二人、お互いに名前で呼び合って、実は昔恋人同士だったとか？

「無茶を言うな、エミリー」

「これ以上は身の破滅か……仕方がないわね。それで、どうするの？　ポーツァルに支持を集めるのかしら？」

「いや、エミリーが立候補してくれ」

「私？　私は無理よ」

　ホーエンハイム枢機卿は、ケンプフェルト枢機卿に総司教選挙に出るようにと要請を行った。

　彼女は無理だと断ってしまったけど。

「女性だと、総司教就任は難しいのですか？」

「そうね、枢機卿になるのも大変なのだから」

　ケンプフェルト枢機卿によると、今までに女性で総司教になった人はいないようだ。

　選挙に立候補する人は一定数いるらしいが、最有力候補になったことすら一度もない。

　ちなみにポーツァルという人のことだが、ホーエンハイム枢機卿の派閥でナンバー２の地位にある人物だそうだ。

「ポーツァルはまだ五十二歳で、枢機卿に任じられたばかりだ。それに、あいつは調整型の人間で、こういう状況だと力を発揮できないからな」

「私も同じようなタイプなのに」

「嘘うそをつくな、エミリー。お前は、歴代の女性枢機卿の中で一番力があるだろうが。ケンプフェルト商会の一族なのだから」

「ケンプフェルト……ああ、王国一の材木商の」

　ケンプフェルト枢機卿は、王国で一番規模が大きい材木商の一族であった。

　なるほど、ならば女性でも影響力は大きいか。

「回りくどい話はやめるぞ。ワシはエミリーを支持する。そして、その次の総司教をポーツァルに回せ」

「私もひ孫と遊ぶ時間が欲しいから、五年だけやってあげるわ」

「……まあよかろう」

　俺はなぜか、ホーエンハイム枢機卿とケンプフェルト枢機卿による権力談合を最初から最後まで聞かされる羽目になってしまうのであった。




「フリードリヒ、お爺ちゃんだぞぉ」

　密談が終わってからホーエンハイム子爵邸に戻ると、エリーゼのお父さんがフリードリヒを嬉しそうに抱いていた。

　やはり、孫は可愛いのであろう。

「ザームエル、エミリーが私用でこの屋敷に来るからな」

「私用って……そんなわけがないですよね？」

「なにを言うか。ワシとエミリーは、仲のいい幼おさな馴な染じみではないか。空いた時間に遊びに来るくらい普通であろうが」

　先ほど密談をして別れたばかりなのに、あの婆ばあさん、もう遊びに来るらしい。

　勿もち論ろん、遊びに来るだけのはずはなく、総司教選挙対策で生臭い話をするのが主目的だろうけど。

「ホーエンハイム枢機卿とケンプフェルト枢機卿が幼馴染？」

「はい、そうですよ。私も幼い頃にはエミリー様によく遊んでいただきましたから」

　エリーゼの説明によると、二人は同じ年の幼馴染で、子供の頃は毎日のように一緒に遊んでいた仲であった。

　子爵家の跡取りと豪商一族の娘、一時は側室ながらもケンプフェルト枢機卿がホーエンハイム枢機卿に嫁ぐという話もあったそうだ。

「エミリー様は次女でしたので、それで構わないというお話だったのですが……」

　彼女の姉が急死して急きゅう遽きょ婿を取らなければいけなくなり、結局、二人は結婚しなかった。

　ケンプフェルト家には娘しかいなかったので、あの婆さんが継ぐしかなかったというわけだ。

「育児と商会の仕事に勤いそしむ傍かたわら、エミリー様は空いている時間に教会への奉仕活動を始めました」

　最初はボランティアであったが、若くに婿入りした旦那が亡くなり、商会を継いだ息子たちが独り立ちすると、本格的に神官として活動を始めたそうだ。

「四十をすぎてから教会に入り、つい最近ようやくにしても枢機卿になった方だからな。婿殿も、彼女には要注意だ」

　ホーエンハイム枢機卿が幼馴染という時点で凄そうな気がするけど、能力がなければ他人よりも遅いスタートで枢機卿にはなれない。

　エリーゼのお父さんの言うとおり、注意するに越したことはない。

「父上とケンプフェルト枢機卿が、男女の仲だと噂する者も多いな」

　二人の気安い会話を聞いてしまうと、確かにそんな関係かもと思ってしまう。

　その真相は、当事者にしかわからないであろうが。

「ふんっ、枯れたジジイとババアの間にくだらぬ噂を立ておってからに」

「あら、老いらくの恋ってのも物語としては成立するのよ」

「そういうことを言うと、また変な噂が広がるぞ」

「言わせておけばいいじゃないの」

　そこに、セバスチャンの案内で噂のケンプフェルト枢機卿が姿を見せた。

　今の彼女の服装は、大商家の奥さんに相応ふさわしい上品ないでたちだ。

　神官服でないのは、あくまでも私的にホーエンハイム枢機卿を訪ねた形にしたいからであろう。

「エリーゼ、出産おめでとう」

「ありがとうございます、エミリー様」

「あの小さなエリーゼがお母さんとは、私も年を取ったわけね。それもそうよね、エクムントがもうひいお爺さんなんだから」

「お互い様だ。年の話はお互いに言わない方が幸せだぞ」

「それもそうね。早速、次代のバウマイスター伯爵であるフリードリヒ様を見せてもらおうかしら」

　フリードリヒが寝ている部屋にケンプフェルト枢機卿を案内すると、彼女はすぐにフリードリヒを抱くが、その様子はとても様になっている。

「自分の子供、孫、ひ孫と、抱くのに慣れているから当たり前よ」

　そういえばこの人、ちゃんと結婚して子供も産んでいるんだよな。

　どんな旦那さんだったんだろう？

　典型的なマス夫さんだったとか？

　もしかして早死にしたのって……いや、これ以上考えるのはやめよう。

「この子は、いい跡継ぎ様になれるわね」

「そうであろう」

「いいわ、協力してあげる」

　なるほど、協力には見返りが必要なのですね。

「私のひ孫で、先月生まれた娘がいるのよ。名前はシュテファーニエというのだけど」

「エミリー、わかっているとは思うが……」

「うちは商家で平民だから、その辺は弁わきまえているわよ」

「というわけだ、婿殿」

　産まれたばかりの娘が俺の妻になるわけがないから、フリードリヒの奥さんになるというわけだ。

　物心つく頃には、奥さんが何人になっているのであろうか？

「お互いに利はあるのよ。うちは材木商だから」

　バウマイスター伯爵領は未開地ばかりなので、木が沢山生えている。

　自分たちで伐きり出せばいいので、木材ってものをまったく輸入していなかった。

「領地の開発が落ち着いたら、今度は材木を他領に輸出する計画くらい、ローデリヒさんは立てていて当然よね？」

「ええまあ……そういう計画もあると聞いています」

　樹齢が長い大きな木が不足している場所もあり、そこに高く売れるというわけだ。

「そろそろ、盗伐に注意しないと駄目よ。バウマイスター伯爵領へのアクセスがよくなってきたから、利益が出やすくなっているし」

　盗伐についてはローデリヒも警戒していたが、それを防ぐノウハウがほぼ皆無なのが辛つらかった。

「その辺のノウハウも提供するわ」

　俺が無条件にフリードリヒの側室の件を受け入れるはずがないと、ケンプフェルト枢機卿ほどの人が気がつかないはずもないか。

「貴族が家のことを第一に思うように、商人も家が大事なのよ。うちが破産すると、路頭に迷う人も多いのだから」

　ケンプフェルト商会規模になると、大貴族とそう変わらない人数を雇っているだろうからな。

「贔屓目かもしれないけど、シュテファーニエは可愛くなると思うのよ。フリードリヒ様も気に入ると思うけど」

「はあ……」

　ただ、それをまだ首が据わったばかりの乳飲み子であるフリードリヒに確認する術すべがなかった。

　ちょっと席を外してローデリヒと相談したけど、彼はいい条件だから受け入れるしかないという。

　これで、フリードリヒの婚約者は二人となった。

「フリードリヒ、お前は俺以上にモテモテだな」

「あ───」

　フリードリヒが、『まあな』と言ったような感じがした。

　もしかすると、俺とは違ってモテ道を驀ばく進しんしてしまうのか？

　そんなことを考えていたら、屋敷に数名の神官が飛び込んでくる。

「ホーエンハイム枢機卿、ケンプフェルト枢機卿。総司教様が天へと旅立たれました」

「そうか」

「始まるわね」

　いよいよ、次期総司教を巡る選挙戦が始まるというわけだ。

　間違いなく俺もそれに巻き込まれるのだと思うと、とにかく早く終わってほしいと願うのみであった。





　　　　＊＊＊






「カタリーナ、総司教の葬儀に一緒に行こう」

「私、ちょっとお時間の都合が……」




　本洗礼が終わってから一週間後、亡くなった総司教の葬儀が王都で行われることとなった。

　葬儀にカタリーナも誘ったのだが、なぜか断られてしまう。

「貴族なら、ここは出ておこうよ」

「私のような零細貴族が、本部での礼拝などおこがましいですわ」

　貴族関連の行事なら喜んで出るのに、教会関連の行事だから面倒だと思ったな。

「エリーゼの他に、誰かついてくる人いないかな？」

　見事に誰も手を挙げず、あきらかに堅苦しいから行きたくないというオーラが漂っていた。

「私、身分が低いから」

「ボクも」

「エリーゼ様、フリードリヒの面倒は任せて」

　イーナ、ルイーゼ、ヴィルマは速攻で辞退し、カタリーナも同様だ。

「教会の連中が面倒なのは帝国でも同じじゃ。それとつき合わなくてもいい身分になったのに、なにを好きこのんで総司教の葬儀などという面倒なものに出ないといけないのか」

「ですよねぇ……」

　テレーゼ、俺も出たくないんだけど。

「あたいは粗相をするかもしれないから遠慮しておくよ」

「私も教会は苦手でして……」

　カチヤとリサにも断られてしまったか。

「天国へと旅立つ総司教様を見送るだけの儀式なのですが……」

　エリーゼは基本的に善人だから、純粋に亡くなった総司教に祈りを捧ささげたくて葬儀に出たいのであろう。

　俺たちの結婚式で神父役をしてくれたから、不義理はできないという理由もある。

「エリーゼ。そうは言うけど、参列者がもの凄いから気後れする人は多いのよ」

　王族も来るからなぁ……。

　俺も心情的にはそっちの人間だから、できれば参加したくない。

　まあ、途中でブライヒレーダー辺境伯を拾っていかないといけないから不可能なんだけど。

「護衛役の俺は参加せざるを得ない。緊張するなぁ……」

　愚痴ってばかりいても仕方がないので、フリードリヒの世話をイーナたちに任せ出かけることにした。

　メンバーは、俺、エル、エリーゼの三名のみ。

　途中で、ブライヒレーダー辺境伯とブランタークさんを拾っていく予定だ。

「よう、伯爵様」

　ブライヒレーダー辺境伯もブランタークさんも、今日は正式な礼服姿だ。

　魔法使いはローブ姿で葬儀に出てもいいのだが、教会の総司教ともなると話は別だ。

　俺とエルも礼服を着用しており、エリーゼも普段は着ない黒い神官服を着ていた。

　いつもと違ってシックな感じでよく似合っているが、それを口にすると不謹慎だと言われそうなのでエリーゼには言っていない。

「面倒だよな」

「ブランターク、それを本部内で言わないでくださいね」

「当然ですよ」

「私も面倒だとは思っているのですから」

　王様の葬儀なら理解できるが、総司教の葬儀はなぁ……でも、影響力を考えると無視もできないし……この辺が、大半の貴族たちの心情なのだと思う。

「バウマイスター伯爵がいて幸いでした。早めに王都に向かわないで済んで」

　魔導飛行船を使っても、移動で数日無駄にしてしまう。

　領地の統治や寄より子こたちへの対応で忙しいブライヒレーダー辺境伯からすると、無駄な時間に感じられてしまうのであろう。

「若い方が亡くなると葬儀も悲しくなりますが、総司教は……いくつでしたっけ？　ブランターク」

「確か、八十半ばくらいかと」

「最近の総司教は、本当に死ぬまで辞めませんね」

「辞められるのですか？」

「ええ、本人にその気があればですけど」

　そういえば、ケンプフェルト枢機卿が五年だけ総司教をやるって言ってたものな。

「昔は、数年で潔く辞めてしまう人が多かったそうですよ。結構大変なお仕事ですからね。年を取っても地位に汲きゅう々きゅうとする、嫌なお話です」

　その辺も、教会関係者が微妙な評価を受ける原因になっていた。

「次の総司教は……ホーエンハイム枢機卿が出馬しないと聞いたので本命はなしですね。バウマイスター伯爵はなにか聞いていますか？」

「はい」

　ホーエンハイム枢機卿が、ケンプフェルト枢機卿の支持に回る。

　この件は話してもいいと言われていたので、俺はブライヒレーダー辺境伯に事情を説明した。

「なるほど。やはりホーエンハイム枢機卿は侮りがたいですね」

「初の女性総司教誕生の生みの親ですか」

「それを話題にする方は多いでしょうけど、肝心なのはそこではないですよ」

　自分が総司教になると、力を持ちすぎだと周囲から警戒される可能性がある。

　そこで、一いっ旦たんケンプフェルト枢機卿の支持に回る。

　ケンプフェルト枢機卿はホーエンハイム枢機卿ほど支持基盤が強くないから、円滑に総司教をやりたかったらホーエンハイム枢機卿に頼らないといけない。

　本人は繋つなぎでしか引き受けないからそれに不満もなく、そして彼女の次は、まだ五十代と若い腹心のポーツァルが総司教になる。

　ホーエンハイム枢機卿自身は総司教にはならないけど、二代に渡って総司教に強い影響力を持つわけか。

　教会の裏の権力者だと、主に関係者から言われるだろうな。

「別に、それで教会が纏まとまれば私としては文句ありませんけどね。どうせ、投票権もないですし」

　名誉司祭には、総司教を決める選挙への投票権がなかった。

　これは、それを認めると教会に対して貴族と王家の影響力が強まってしまうから、という理由による。

「エリーゼさんには投票権がありますよね？」

「はい」

　エリーゼは司祭なので、総司教選挙に投票権があった。

　いつの間にか、助司祭から出世していたのだ。

「選挙の方も大変そうですね……と、そろそろ時間ですか」

　そろそろ葬儀の時間なので、俺たちは『瞬間移動』で王都へと飛んだ。

　本部前には弔問スペースがあり、そこで手伝いの神官が花や香典を受けつけている。

「（ヴェル、もの凄い大金だな）」

「（エル、しぃ───！）」

　俺は慌ててエルの口を塞ふさいだ。

「（葬儀で黒字だったりして）」

「（黒字ですよ）」

「（えっ！　本当ですか？）」

　エルは、ブライヒレーダー辺境伯から真実を聞いて驚きを隠せなかった。

「葬儀では黒字でも、亡くなられた総司教の銅像とか、説話集の作成と販売……これは無料みたいな値段なので赤字です。モニュメントの作製と設置、ステンドグラスの製造をして新しい教会に設置したりするので、まあトントンですかね」

　総司教の死は、職人や工房に仕事を回す一種の経済政策でもあるわけだ。

「バウマイスター伯爵、そろそろ中に入りましょうか？」

「そうですね」

　葬儀会場である本部聖堂内に入れる者は少なく、教会の幹部、王族とその家族、大貴族とその家族が大半であった。

　俺もその中に入っているけど、入れるからといって幸せというわけでもない。

「（香典が高い……）」

　聖堂に入れる者が出す香典の相場、伯爵で十万セントである。

　日本円にして一千万円の香典……ローデリヒが言うには、その額が相場だそうだ。

　さらにブライヒレーダー辺境伯など、二十万セントを包んでいる。

　大商人などは多めに出すのが普通で、口の悪い者は、総司教の葬儀を行うと儲もうかるから総司教を死ぬまでやらせるのだと批判する者もいた。

　時間になると葬儀が始まるが、ホーエンハイム枢機卿以下、全枢機卿が説話を始めるので非常に退屈で眠くなってくる。

　ここで寝ると大顰ひん蹙しゅくなので、寝ないようにするのが大変だ。

「……っ！」

「（エル、寝るな！）」

　早速エルが居眠りを始めたので、俺は慌てて肘打ちを入れて起こす。

「（眠い……護衛役の俺は聖堂の前まででいいじゃないか！）」

「（エルも巻き添えだ）」

「（ひでえ！）」

　長かった説話が終わると、総司教の棺ひつぎに順番に花などを入れていく。

　他にも生前に使っていた品や好きな食べ物なども入っており、日本の葬式を思い出す。

「（いい年をした爺さんの好物がクッキーって……）」

　エルはそう言うが、神官はあまり人様の前で肉を貪むさぼり食ったり酒を飲んだりできない。

　当然、棺になんて入れたら大顰蹙を買うので、遺族が無難なお菓子を入れてしまうのだ。

「（俺の棺の中には、酒だけ入れてほしいな）」

「（ブランタークさんなら、そう言うと思いましたよ……）」

「（死んでまで人の目を気にして、聖職者ってのは大変だよな）」

　葬儀が終わると棺が聖堂の外に運び出され、そのまま火葬場へと運ばれた。

　近年王都では、遺体がアンデッド化しないようにという理由で火葬が推奨されていた。

　田舎だといまだ土葬の地域も多かったが、王都とその周辺は次第に火葬が増えているそうだ。

「（総司教だから土葬かと思った）」

「（大昔に死んだ総司教の遺体がゾンビになったことがあってな。風聞が悪いから、火葬にしてしまうことになったんだよ）」

「（よくご存じですね）」

「（その総司教のゾンビを焼き払ったのは俺だから）」

　極秘の任務っぽいけど、ブランタークさんも過去に色々とやっているな。

「（焼いても、スケルトンになったりして）」

「（そうならないように、高温の魔法で焼くのさ）」

「（へえ、誰がって……導師？）」

　総司教の棺を火葬する役は、なんと、あの導師であった。

「（大丈夫ですかね？）」

　というか、総司教の葬儀なのに人選に問題があるような……。

「では！　必殺のバースト・ライジング！」

「……」

「なぜ必殺なのか？」

　別にそんな掛け声をかけなくても、普通に火葬できそうなものなのだが……。

「火力が大きすぎるような気も……」

　火葬なのだから、少しは骨を残さないといけないのに……。

　俺の心配は当たり、火葬は速やかに終了したが、焼け跡には碌ろくに骨が残っておらず、若い神官たちが、わずかに残った骨を懸命に探す事態に陥っていた。

　あんまりな結果だが参列者たちは笑うわけにもいかず、総司教の葬儀はおかしな終わり方をしてしまうのであった。
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「導師、やりすぎ」

「必殺のって、総司教はもう亡くなっていますけど」

「バウマイスター伯爵、その指摘はいかがなものかと……」




　葬儀終了後、俺たちは導師と合流して近くの喫茶店でお茶を飲んでいた。

　よく見ると、同じく葬儀に参加していた者たちもちらほらと見える。

「あんな席で、『必殺の！』と言えてしまう導師が凄いですね」

「王宮筆頭魔導師だからという理由で、某それがしを呼ぶからである！」

　あれは意趣返し……というか、よく教会に対してそんなことができるな。

「葬儀が終わったので、次の総司教を決める選挙ですね」

「選挙で選ぶのですね」

「昔は密室で決めていたらしいですけどね」

　その方法だと主に平民出身の信者たちからの不満が大きくなり、ついに選挙で選ぶようになったそうだ。

「選挙になって、ようやく貴族と平民で半々くらいの比率になったそうですよ」

　ただ、平民出身の総司教も実家が金持ちだったりとかするので、あまり実情は変わらないという意見も多いそうだが、以前よりはマシだと信徒たちからは思われているらしい。

「投票権がある司祭以上の階級にある人間の七割が平民出身者です。彼らの支持をいかに取り込むかが総司教に選ばれるポイントだそうですよ。私は投票権がないですけどね」

　大金を叩はたいて名誉司祭になっている貴族や大商人には投票権はない。

　つまり俺にもないわけだ。

「導師もないですよね？　投票権」

「いや、あるのである！　某は、王宮筆頭魔導師ゆえに」

　特別扱いってことか……。

　それにしても、こんな信仰心の欠片もない人を……せめて名誉司祭にできなかったのだろうか？

「誰に入れますか？」

「候補者がさっぱりわからないのである」

「導師、それを自慢げに言うなよ……」

　一応、王宮筆頭魔導師なんだからさと、ブランタークさんが導師に釘を刺した。

「世の中には、もっと気にしなければいけないことが沢山あるのである！　エリーゼにでも聞いて、適当に投票するのである」

　導師、さすがに適当はまずいと思いますよ。

「投票の日、エリーゼと二人だけでは寂しいのである！　バウマイスター伯爵、つき合うのである！」

「（なんでだよぉ───！）」

　断るのも勇気がいるため、俺も仕方なしに投票についていくことになるのであった。
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「今日が投票日？　それにしては準備が……」

「あなた、今日は違いますよ。立候補締め切りと、立候補したと名乗りをあげるための日です」

　総司教の葬儀から三日後、俺とエリーゼは再び教会本部に向かう。

　今日は、総司教選挙に立候補する人物が、本部中庭に眠っているとされる始祖の前で名乗りをあげるのだそうだ。

「始祖様に、自分が総司教に立候補すると宣言するのです」

「導師は来ないよなぁ……」

「はい……」

　今朝、エリーゼに候補者を聞いておいてくれと、導師から魔導携帯通信機で連絡があった。

　投票も、エリーゼがよさそうだと思う候補でいいそうだ。

　というか教会、なぜ導師に投票権なんて与えたんだ？

「実質、エリーゼが二票持っているようなものだな」

「二票でも大した影響力はありませんけど……」

　投票権がある者だけで三千名以上もいるので、確かに微々たるものか。

「ホーエンハイム枢機卿から、ケンプフェルト枢機卿が出馬するのは聞いているから、問題は他の候補者だな」

「お爺様が出馬せずにエミリー様を推薦しているので、ほぼエミリー様で決まりだと思います」

　ホーエンハイム枢機卿の派閥に属する人たちは、ほぼ全員ケンプフェルト枢機卿に投票するだろうからな。

「私もエミリー様に投票しようと思います。エミリー様は奉仕活動にとても熱心ですから」

　大商家の実質的なオーナーであるケンプフェルト枢機卿は、今の教会で一番奉仕活動に熱心な人物なのだそうだ。

　親のいない子供を教育して、自分の商会に職を用意したりもしている。

　ケンプフェルト商会の従業員には、そういう経緯で入った人も多いそうだ。

　すべて商売で儲けるためにやっているのだが、それで実際に救われている人も多いわけで、ケンプフェルト枢機卿は庶民には人気がある枢機卿であった。

　ちなみにホーエンハイム枢機卿は、陛下からも妖怪扱いされているせいであまり人気はない。

「予想よりも出馬した人が多く、お爺様は対策で大忙しのようです」

　支持基盤が薄い立候補者が複数出て得票が分散し、ホーエンハイム枢機卿とその派閥の支持するケンプフェルト枢機卿の当選を阻むというわけか。

　でもホーエンハイム枢機卿の派閥は最大派閥で、当選できないということはないような……。

「当選できなくても、立候補をする人は多いのです」

「自分の力を誇示するためか」

「はい」

　得票率二割で当選できなかったとしても、その立候補者は二割の力を持っていることになる。

　当選した新しい総司教は、自分のライバルの派閥にも一定の配慮をしなければいけないわけだ。

「新しい総司教の得票数が少ないと、指導力が弱いと見られます」

　帝国の皇帝を決める選挙と違って、そう何度も全国から投票用紙を集められない。

　過半数に達しないとやり直しというルールがなく、過去には得票率が三割くらいでも当選してしまう総司教がいたという。

　当然そういう人は力がないので、ホーエンハイム枢機卿はケンプフェルト枢機卿のために得票数を少しでも増やそうと活動しているようだ。

「候補者は四名か……」

　ケンプフェルト枢機卿は勿論、他はラングヤール枢機卿、ブュヒャー枢機卿、ゾルガー枢機卿という顔ぶれだ。

　ラングヤール枢機卿は七十五歳、傍流ながら王族の出だそうだ。

　教会建築の仕事に長年携わってきたので、教会建設を行う商会、教会内の装飾品、ステンドグラスを作る工房に顔が利く。

　日本の政治家でいうと建設族か……。




　ブュヒャー枢機卿は七十三歳、彼も貴族の出だ。

　聖書を含む書籍を印刷、販売する仕事に長年関わってきた。

　書籍の校正、印刷、製本を行う工房、書店にも顔が利くから文教族か。




　ゾルガー枢機卿は聖堂騎士団のトップなので、あまり神官には見えなかった。

　筋肉で神官服がピチピチなのだ。

　彼は平民の出で六十八歳、候補者の中で一番の若手だ。

　六十八を若手と呼べてしまうのが、教会という場所であった。

　彼は聖堂騎士団に装備を卸す工房に顔が利く、防衛族というわけだ。

「（なんか、どっかの政党の総裁選みたい……）」

　選挙という民主的な手段で総司教を決めるはずなのに、どこか生臭いんだよなぁ……。

　立候補宣言を聞いた足で、俺とエリーゼはホーエンハイム子爵邸へと向かった。

　今日は、ありがたいことにパーティーに招待してくれるそうだ。

　ご馳ち走そうがいっぱい食べられて嬉しいなぁ……って、そんなわけあるか！

　主催はケンプフェルト枢機卿で、ホーエンハイム枢機卿が共催という、とにかく怪しさ満点のパーティーだ。

　一応会費制らしいが、その金額はわずか十セント。

　集めた会費は、養護院の建設費用として全額寄付される予定になっているそうだ。

　……政治家のパーティーみたいだな。

「すまないが、この席だけは顔を貸してくれ」

「はあ……」

　俺に投票権はないが、ホーエンハイム枢機卿の義孫だからパーティーに顔を出すことに意義があるのであろう。

「初めまして、バウマイスター伯爵です」

「妻のエリーゼです」

　俺とエリーゼは、ホーエンハイム枢機卿についてパーティー参加者たちに挨拶をしていく。

　とてつもなく面倒だが、これもフリードリヒたちの未来のため。

　子供たちよ、お父さんはお母さんと共に頑張っているぞ。

「ホーエンハイム枢機卿、バウマイスター伯爵、聖女様の支持か……ケンプフェルト枢機卿の勝ちは固いかな？」

「あとは、残り三名の立候補者がどのくらい票を取れるかですな」

　パーティーの参加者たちは、ちょくちょく出入りを繰り返している。

　実は、他の候補者たちも似たようなパーティーを主催しており、掛け持ちをしている者も多いそうだ。

「盛況だな、エミリー」

「支援者が素晴らしいからよ」

　ホーエンハイム枢機卿と共にケンプフェルト枢機卿に挨拶に行くと、彼女の周囲には多くの女性神官たちがいた。

　投票権を持つ年とし嵩かさの司祭以上だけ……かと思ったら、俺たちとさほど年齢が違わない少女たちも沢山いる。

「可愛い娘たちばかりでしょう？　バウマイスター伯爵」

「おい、エミリー」

　即座にホーエンハイム枢機卿が、ケンプフェルト枢機卿に釘を刺した。

　俺に若い女性を押しつけようとしている風に見えるからだ。

「そんなつもりはないわよ。あなたがバウマイスター伯爵に対するガードを固くしちゃうから、顔を見たいって娘が多いのよ。この娘たちの親御さんも支持者だから」

「お前なぁ……」

　そう言われてしまうと、ホーエンハイム枢機卿も反論できず……ケンプフェルト枢機卿……相当に食えない婆さんだな。

「初めまして、リーファ・ケンプフェルトです」

　しかも、何気にケンプフェルト枢機卿の孫娘が数名交じっていたりする。

　ケンプフェルト商会ほどの大規模な商会になると、子弟を教会で手伝わせるのが普通なので、これも別にへんなことではない。

「デムミン通りに、新しいお菓子のお店ができたんですよ」

「へえ、どのようなお菓子なのでしょうか？」

「シュトロイゼルクーヘンの専門店なのですが、中に入っているフルーツがバウマイスター伯爵領産のフルーツなんです。他のシュトロイゼルクーヘンとは違う美お味いしさだって評判ですよ」

「それは知りませんでした」

　同年代の女の子たちと円滑に話すというスキルの経験値が溜たまっていない俺であったが、話題が王都に新しくできた菓子店やレストランのお話なので助かった。

　女性は食べ歩きなどが好きで、教会に手伝いに行っている時以外は普通の女の子ということもあり、この手の話題が豊富であった。

　まあ、俺の好みがよく研究されているわけでもあるが……。

「今度、一緒にいかがですか？」

「最近は忙しいのですが、機会がありましたら」

　あくまでも社交辞令の範囲でのみ、了承の返事を出しておく。

　まあどうせ、俺のスケジュールを管理するローデリヒが弾はじいて終わりだ。

「ご苦労じゃったな、婿殿。おかげで、ケンプフェルト枢機卿の大勝利は確定した。まあ、相変わらずの食えない幼馴染じゃが……」

　個人的には仲のいい幼馴染だが、教会内ではライバルでもあるというわけか。

　隙あらば俺の傍に女性を送り込もうとするあたりは、案外この二人、夫婦になったらお似合いだったかも。

「あなた、そろそろ戻りましょうか？」

「そうだな」

　エリーゼはパーティー中は、俺の正妻として上う手まく振る舞っていた。

　ケンプフェルト枢機卿が多くの女性たちを連れてきた時も、表面上は無難に対応している。

　でも、さすがにいい気分がしないのは確かで、そのくらいは女性に疎い俺でもわかる。

　そこで、屋敷に戻る前に王都でデートをしていくことにするのであった。





第五話　キャンディーさん、マジキャンディーさん！







　エリーゼも出産や子育てで大変なので、一緒に買い物デートをすることにした。

　彼女は真面目なので、上う手まく息抜きをさせないと。

「このお店、ブランタークさんの知り合いが開店させたんだってさ」

「ブランタークさんのお知り合いといいますと、冒険者の方ですか？」

「みたいなんだよ。元冒険者なんだろうけど」

　女性を連れての買い物なので、向かったのは女性向けの洋品店であった。

　最近オープンしたばかりだが、なかなかに好評だというブランタークさんからの話だ。

　洋品店のオーナーだというから女性かと思ったら、男性らしい。

　男性冒険者で、洋服に興味があるというのも妙であったが、店内に入ってオーナーと顔を合わせたら納得できた。

「あら、いらっしゃい。ブランタークちゃんのお弟子さんで、竜殺しの英雄バウマイスター伯爵様ね。う───ん、若くていい男」

「どうも……」

「……」

　彼は、いわゆる自分が女性だと思っている男性であった。

　見た感じ、ブランタークさんとそう年齢も違わないはずだ。

　男性なのに、化粧をしてスカートとフリルのついたシルクのＹシャツを着ているが、長身で筋肉質なのでまったく女性に見えない。

「バウマイスター伯爵様、私のことはキャンディーって呼んでね」

「はい……キャンディーさん……」

「……」

　なんとか気力を振り絞ってそう呼んでみたが、推定年齢五十越えでマッチョな女装キャラの迫力に俺は圧倒された。

　前世で多少免疫のある俺はまだしも、お嬢様育ちであるエリーゼは見慣れない女装男子に衝撃を受けたようで、言葉を発することができないようだ。

「私、こんな形なりだけど、中身は乙女ちゃんなの」

　乙女ちゃんて……久々に、導師に匹敵するインパクトを持つ人物が出現したようだ。

　『お前が、乙女なわけあるか！』とかツッコミを入れたら、すぐさま殴り殺されそうなイメージしか浮かばない。

「ブランタークさんとは、古い知り合いなのですか？」

「そうなの。ブランタークちゃんて、若い頃は格好良かったのよ。私も狙っていたんだけど、彼は他の女の子たちと遊ぶのに忙しくてお友達にしかなってくれなかったの。あの人、女の子の扱いが上手だから私を翻ほん弄ろうしてくれたのよ」

「……」

　俺の隣にいるエリーゼは、半ば機能を停止していた。

　同性愛は教会ではタブーであるし、キャンディーさん自体がこんなに濃いキャラをしている。

　どう対応していいものか、頭で処理しきれていないのであろう。

「ブランタークさんとは、冒険者仲間だったのですか？」

「たまに、臨時でパーティを組んだりしてね」

　さすがのブランタークさんも、この人と常時パーティを組む精神力はなかったみたいだな。

「キャンディーというのは、冒険者時代のニックネームみたいなものですか？」

「私の本名ってバルストなんだけど、似合わないから魂のネームがキャンディーなの」

　魂って……見た目だけで言えば、バルトスは凄すごく似合っている名前だけどな。

「冒険者時代もキャンディーで通していて、現役時代の二つ名は『血まみれキャンディー』って言われてたわ」

　血まみれって……このおっさんが怪我をするとは思えないから、魔物の返り血をよく浴びていたとか、そんな理由なんだろうな。

　というか、この人、魔力はないけど隙すきがないというか、尋常でない実力の持ち主のはずだ。

「（あなた）」

「（どうかしたか？　エリーゼ）」

「（『血まみれキャンディー』って、私が出産前に伯父様から聞いた『暁の夕暮れ』のですよね？）」

「（……そういえばそうだった！）」

　導師が若い頃に所属していた冒険者パーティのリーダーだった人と同じ名前だ。

　同名の別人……こんな人が二人いるとは思えないし、二つ名も同じだ。

「（導師、この人とパーティを組めてしまうのか……）」

　さすがは導師だなと、俺は彼のメンタルの強さに感心してしまった。

「二人とも、どうかしたのかしら？　あら、あなたはニーナちゃんにそっくりね」

「お母様ともお知り合い……でしたね」

「昔にね。色々とあったのよ」

　うん、それは俺もエリーゼも知っている。

　それにしても、ブランタークさんと導師の交友関係はある意味凄いな。

「今日はお洋服の見立てが優先って聞いたから、あとで昔のお話とかもしてあげられるかも」

「はははっ、そうですか。それにしても、冒険者なのに洋品店って珍しいですね」

「私、小さい頃からお洋服を縫うのが得意だったの。でも、貧乏だったから、仕方なしに冒険者になったのよ」

　冒険者として家族の生活を支え、ようやく引退して洋品店を開いたというわけか。

　それにしても、よくそんなにゴツイ指で女性用の洋服が縫えるものだと感心してしまった。

「奥さんのお洋服ね。いいわ、似合うのを見繕ってあげる」

「お願いしようかな。エリーゼ、見てもらいなよ」

「はい……」

　見た目が見た目なので、最初、エリーゼはキャンディーさんをえらく警戒していた。

　でも実際に服を選んでもらっているうちに、すぐに仲良くなったようだ。

　確かにキャンディーさんの見た目はアレだけど、乙女っぽくてもの凄く女性受けがよかったのだ。

「もう少しでこの色が流行になってくるはずなの。エリーゼちゃんは金髪だから、色が被かぶる黄色系統の服はやめた方がいいけど、エンジ色や鉛えん丹たん色系くらいまでならよく似合うわよ。青系統や緑系統だけに拘こだわると、レパートリーが減っちゃうものね」

「確かにそうです。あまり暗い色ばかりはよくないですよね」

「そうそう、若い娘は明るい色のお洋服を着た方がいいわ」

　エリーゼが、一瞬俺を見ながらキャンディーさんとの話を続ける。

　さっき、俺がパーティーで若い娘たちに囲まれたから、不安を覚えたとか？

「エリーゼちゃんは綺き麗れいだしスタイルもいいから、基本的にはなにを着ても似合うけど。お母さんになったから、教会のお仕事以外の時間はもう少しアダルティーにいきましょうよ。旦那さん、あなたに惚ほれ直すわよ」

「本当ですか？」

「エリーゼちゃんは元が凄くいいんだから、もっと自信を持たないと」

「そうですね」

「そうよ、そうよ」

　前世でもそうだったけど、こういう業界にはこういう系統の人が多かったよな。

　そしてこういう人は、女性のハートを掴つかむのが上手だったりしたのだ。

「あとは、こういう組み合わせもいいわね」

　ぱっと店内を見た感じ、キャンディーさんのお店で売っている商品は貴族の令嬢にでも通用する品が多かった。

　陳列されている服の数が少ないのは、キャンディーさんが自ら縫製したか、気に入った品しか仕入れていないからだそうだ。

　彼女は……この人は、お客さんにコーディネートのアドバイスをしながら、その客に似合う服を勧めるという商売を行っていた。

　出てきたお茶とお菓子も美お味いしいし、商売がとても上手だと思う。

　引退前は有名な冒険者だったから資金力は豊富。その余裕からか、お客に無理やり商品を勧めたりしない。

　おかげで、いい常連客を掴んでいるようであった。

「お勧めは、これとこれね」

「じゃあ、それをいただこうかな」

「あなた、ありがとうございます」

　バウマイスター伯爵が奥さんと一緒に買い物に来て、買った物の代金を奥さんに支払わせるわけにはいかないし、お屋敷内で着る服だからそこまで高いわけでもない。

　俺は、キャンディーさんに服の代金を支払った。

「バウマイスター伯爵様って太っ腹。他の奥さんたちもコーディネートしてあげるから、またいらしてね」

　見た目はちょっとアレだけど、キャンディーさんは確かに中身は乙女なんだよなぁ……などと思っていたら、突然店の外から男性の怒鳴り声が聞こえてきた。

「このアマ！　俺様の肩が外れたじゃねえか。治療費と慰謝料を払いやがれ！」

「そんな……先にぶつかってきたのは……」

「そんなのはどうでもいいんだよ！　俺の肩が外れちゃったの。わかるか？」

　ならず者がざわと若い女性にぶつかり、因縁を吹っかけているようだ。

　この通りは下級貴族街寄りだから、この手の輩やからが出るのは珍しかった。

　もしかすると、兄貴分や親分に納める上納金が不足してこちらに出稼ぎに来たのかも。

「あなた」

「やれやれだな。町の美観を損ねやがって」

　俺が顔を出せば、暴力的な手段を用いずともならず者は逃げるはずだ。

　そう思って店の外に出ようとするが、俺よりも先にキャンディーさんの方が動いていた。

「バウマイスター伯爵様、私に任せて」

　笑顔を浮かべながら俺にウィンクするキャンディーさんは、正直不気味だった。

　彼は店の外に出ると、すぐにならず者に絡まれていた女性の前に立つ。

「駄目よぉ、女性を怖がらせるようなことをしちゃ」

　キャンディーさんは、笑顔と優しい声でならず者に手を引くようにとお願いした。

　暴力的な手段で排除するつもりはないようだが、ならず者の方がまったく引く気配がない。

「なんだぁ？　ナヨナヨした奴が余計な口を出すんじゃねえよ！　お前も俺に治療費と慰謝料を払うか？」

「治療費？」

「そうだよ！　俺様の肩が外れちまってよぉ！　早く医者に行かねえといけねえんだよ！」

　ならず者は最初、ガタイのいいキャンディーさんに驚いたようだが、女装姿なのを見てすぐに舐なめてかかるようになった。

　人を見た目だけで判断しない方が……彼のガタイのよさを見たら普通は引くよな。

　ならず者だから、そういうわけにいかないのかもしれないけど。

「肩が外れているように見えないけど……」

「ほら、見てみろよ！　俺様の肩は外れているだろうが！」

　ならず者は、外れていると言い張っている右肩をキャンディーさんの前に差し出した。

「そうかしら？」

　目の前に肩を差し出されたキャンディーさんは、素早く触って確認する。

「外れてないわよ」

「外れてんだよ！」

「私、元冒険者でそういう怪我をした人を散々見ているからわかるけど、肩なんて外れていないわね。そういうことだから、あなたはお家にお帰りなさい」

「ありがとうございます」

　ならず者に絡まれていた女性は、自分を逃がしてくれるキャンディーさんにお礼を言ってから、その場を立ち去った。

「てめえ！　勝手に逃がしてんじゃねえよ！」

「だってぇ、肩なんて外れてないしぃ」

　体をクネクネさせながら反論するキャンディーさんは、やはりちょっと似合わなかった。

　とてもいいことをしているから、似合わないなんて思ってしまってごめんなさいという気持ちになってしまう。

「外れてるって言ってんだろうが！」

「しつこいわね。肩が外れるってこういう状態を言うのよ」

　しつこいならず者に、ついにキャンディーさんはキレてしまったようだ。

　あっという間に、ならず者の両肩を外してしまった。

　やはり、キャンディーさんは冒険者としても凄すご腕うでのようだ。

　いきなり両肩の関節を外されたならず者は、腕をダラっと下げてしまった。

「腕が動かねえ！」

　ならず者は両腕を動かせなくなってしまい、その場で悲鳴をあげた。

「肩が完全に外れていたら、腕なんて動かせないもの」

「てめぇ！　元に戻せよ」

「いいわよ、はい」

　ならず者から外した肩を元に戻せと言われたキャンディーさんは、やはり一瞬で外れた肩を治してしまった。

　キャンディーさんのガタイのよさで勘違いしてしまったが、この人はとてつもなく技巧派の冒険者でもあったはずだ。

「なに人の肩を勝手に外してんだ？　おらぁ！　てめぇの店をぶち壊すぞ！」

　自分の思いどおりにならないならず者が、遂ついに口にしてはいけないことを言ってしまった。

　冒険者をしながらお金を貯ため、ようやく持つことができたお店を壊す──などと言われたら、キャンディーさんがキレるのも当然であろう。

　彼は一切の予備動作なしに、ならず者をネックハンギングで宙に浮かせた。

「おらぁー！　俺の店に手を出したら、お前の組織をその構成員ごとバラバラに引きちぎるぞ！」

「しゅいません……」

　窒息死する前にならず者はネックハンギングを外してもらえたが、突然豹ひょう変へんしたキャンディーさんにトラウマを植え付けられたようで、いい年をした大人が本気で泣いていた。

　俺もエリーゼも、キャンディーさんの豹変ぶりに背筋が凍る思いだ。

「今度、この近辺で見かけたらバラすぞ！」

「すっ、すいませんでしたぁ───！」

　ならず者は脱だっ兎との如く逃げ去ってしまい、キャンディーさんはならず者がいなくなったのを確認すると、俺とエリーゼにいつもの笑顔を向けた。

「やだ、私ったら。ちょっとお転婆しちゃった」

「「……」」

　俺とエリーゼはお互い無言であったが、言いたいことは同じであった。

　決して、キャンディーさんを怒らせてはいけないのだと。
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「相変わらずだな、キャンディーの奴は」




　エリーゼの服を購入してから『瞬間移動』で屋敷に戻ると、ブライヒレーダー辺境伯のお使いでブランタークさんが来ていた。

　本日のキャンディーさんの様子を教えると、納得の表情を浮かべている。

「あいつは、女性に優しいからな」

「そうですね」

　彼女から洋服について親身になってアドバイスしてもらったエリーゼは、ブランタークさんの発言に頷うなずく。

「冒険者時代からそうだったんだよ。女性冒険者ともなると、色々と大変なことも多い。キャンディーはよく面倒を見ていたんだ。裁縫はプロ並みかそれ以上、接客も丁寧、料理も上手でな。あいつが女だったら、俺も結婚していたかもしれないな」

　ブランタークさんの考えに、俺も納得した。

　確かに見た目は色々と凄いのだけど、中身は本当に乙女でいい人なんだよな。

　怒らせると大変なことになるという事実も判明したけどね。

「その辺のならず者なんて、キャンディーなら一秒とかからず殺せるからな。魔法使い以外なら最強かもしれん」

　冒険者としても超一流で大成功を収め、第二の人生である洋品店も上手く経営している。

　唯一侭ままならないのが、自分の体が男性だということか。

「エリーゼ、その服、いつもとイメージが違っていいね」

「キャンディーさんに選んでもらったんですよ」

「へえ、キャンディーさんって人、センスいいんだね」

　ルイーゼは、珍しく赤系統の服を着ているエリーゼが新鮮だと褒めていた。

　改めて見ると、確かに大人の女性という感じがしていいと思う。

「ヴェル、ボクもそのうち連れていってね」

「そのうち？」

「ボクよりも先に服を見てもらった方がいい人物がいるものねぇ……」

　ルイーゼの視線の先には、俺とエリーゼが買ってきたお土産のクッキーを食べるカチヤの姿があった。

「あたい？」

「カチヤは、自分で服を選ばなすぎ！」

「服なんて、着れて見苦しくなければいいじゃん」

　程度の差はあるが一流の女性冒険者にはこういう人が多く、実は俺の前世もこんな感じだった。

　ファッションとか言われても、正直、なにを着ていいのか迷ってしまうのだ。

　スーツ姿でいる時間も多く、結局普段着は○ニクロとか○印良品とかになってしまう。

「ある程度、自分で着る服を選べないとヴェル様が恥をかく」

「ヴィルマはどうなんだよ？」

「私は大丈夫」

　ヴィルマは俺の奥さんになってから、エリーゼやテレーゼに教わって屋敷にいる時はちゃんとした服装をしており、服の選択やコーディネートも悪くなかった。

　ヴィルマは俺たちの中で一番環境適応能力に優れており、現代の日本に飛ばされてもすぐに順応してしまいそうだ。

「ヴィルマはちゃんとしているわよ。私も機能性だけで服を選んでいたりした時もあったけど、カチヤほど酷ひどくないわ」

「ううっ……味方がいねぇ……」

　イーナにも事実を指摘され、カチヤは一歩後ろに下がってしまう。

「姉御は……テレーゼとアマーリエが教えていたものなぁ……」

　リサも、派手な衣装とメイクがないと男性と話せなかったのでまともな私服など皆無な状態であったが、テレーゼとアマーリエ義ね姉えさんに教わって普通の服装をするようになった。

　魔法使いとして仕事をする時も、あの派手な衣装とメイクはやめている。

「カチヤ、エリーゼが投票に行く時に同行して服を見てもらえ」

「それがいいわね」

「拒否は許しません」

「わかったよ……」

　テレーゼ、アマーリエ義姉さん、リサからも説得され、カチヤが次にキャンディーさんのお店に行くことになるのであった。





　　　　＊＊＊






「旦那、ここは教会の本部じゃん」

「先にエリーゼが投票を済ませてからだ」




　今日は、総司教を決める投票の日だ。

　あらかじめ地方からの票は集めてあるので、あとは王都やその近辺にいる司祭以上が、清いかどうかはわからない一票を投じる。

　自分が所属する派閥の決定に従って投票する者が多いから、民主的とは……それを言うと日本の選挙もそれほど選択肢が豊富ってわけでもなかったか。

　俺は、自慢じゃないけど一度も選挙の投票に行ったことがなかった。

　貴重な休日を潰つぶされて堪たまるかと思ったからだ。

「バウマイスター伯爵、エリーゼ。今日は狩猟日和であるな」

　教会本部の入り口で待ち合わせた導師は、投票に対し、まるでやる気を見せていなかった。

　仕方なく来てやったという顔をしている。

「エリーゼは誰に入れるのであるか？」

「ええとですね……」

「わかったのである！　とっとと投票して、今日は狩りに行くのである！」

　導師はエリーゼが投票する候補者の名前を聞くと、駆け足で投票所へと駆け込んだ。

「では、これにてなのである！」

　素早く投票すると、『高速飛ひ翔しょう』で王都郊外へと飛んでいった。

　会ってからまだ五分と経たっておらず、心の底から選挙が面倒だったようだ。

「エリーゼ」

「はい、早く投票を済ませましょう」

　嵐のように去っていった導師に唖あ然ぜんとし、その場で停止してしまった俺たちであったが、気を取り直して投票のために教会本部へと入った。

「やあ、バウマイスター伯爵」

「あれ？　ルックナー財務卿って投票権がありましたっけ？」

　なぜか神官でもないルックナー財務卿が、投票所の前で声をかけてくる。

「いや、ワシに投票権はないんだが、ラングヤール枢機卿の父親に昔世話になってな……」

　そんなわけで、最後のお願いに協力しているらしい。

　というか、財務卿なのに選挙の応援に参加させられて大変だなと、俺は思ってしまった。

「バウマイスター伯爵には、投票を頼めないよなぁ……」

「その前に、俺には投票権はないですし」

　俺はあくまでも、エリーゼのつき添いで来ているのだから。

「エリーゼは自分で最善だと思った人物に投票するでしょうし、俺は本当につき添いだけですよ」

「そうだったな。まあ、どうせバウマイスター伯爵へ投票の依頼なんてできないがな。ああ、ちなみに私は今日お休みでな」

「はあ……（なんでわざわざそんなことを俺に言うんだ？）」

　ルックナー財務卿は、新しい投票者を見つけてラングヤール枢機卿への投票を依頼していた。

「よう！　バウマイスター伯爵じゃねえか」

　ルックナー財務卿と別れた直後、続けてエドガー軍務卿の姿も見つけた。

　彼も、特定の候補者の応援をしているようだ。

　というか、現役の閣僚がそんなことをしていいのであろうか？

「せっかくの休みなのに、投票の応援で潰れてしまったぜ」

「ゾルガー枢機卿の応援ですか？」

「王国軍にいた頃に世話になった人でな……あとは、聖堂騎士団と王国軍との絡みもあるな」

　軍と聖堂騎士団は別の組織だが、聖堂騎士団の中には一定数王国軍を退役した者が所属している。

　軍事関連の情報……新しい武器や装備品、戦術、軍政関連の知識を得るため、聖堂騎士団が王国軍に幹部候補生を送り出すケースもある。

　軍を退役した年寄りが、天下りで聖堂騎士団に臨時で雇用されるケースもあった。

　人材交流があるので、エドガー軍務卿も気を使うというわけだ。

　ただ、軍務卿として投票の応援をするのは問題のようで、わざわざ休みの日だと強調していた。

「頼まれても、俺に投票権はありませんよ」

　それに、エリーゼもゾルガー枢機卿には投票しないと思う。

「逆に、ゾルガー枢機卿に入れたら問題があるものな」

「なんか、拍子抜けな応援ですね」

　俺はエドガー軍務卿が、もっと強く投票を依頼するかと思った。

「投票権があるのはバウマイスター伯爵の奥方だし、ホーエンハイム枢機卿の孫なんだから、ゾルガー枢機卿に入れるわけにいかないのはわかっているんだよ」

　ここで強引に、ゾルガー枢機卿に投票してくれと頼むと問題になるわけか。

　ルックナー財務卿も同じような理由なんだろうな。

「どうせゾルガー枢機卿は選ばれないし。あとはどのくらい票を取れるかだが、ゾルガー枢機卿は頭もいいからな。大体の得票数は掴んでいるよ」

　予想どおりの票数を確保できそうなので、これなら聖堂騎士団の重鎮としてある程度の影響力を維持できるそうだ。

　ラングヤール枢機卿も、ブュヒャー枢機卿も最初から当選は狙っていない。

　ホーエンハイム枢機卿がケンプフェルト枢機卿を支持した時点で、それはわかっているというわけだ。

「俺たちもよぉ、貴族として、敬けい虔けんな信徒としてこうやって縁のある枢機卿の応援で顔を出さなきゃいけないわけだ。参加しないと、あとで面倒だからな」

　渡世の義理というべきか、ちゃんと選挙応援に参加しましたからねとアピールしないといけないのだろう。

　会社の組合の選挙応援に似ているな。

　前世で俺も、顔も知らないおっさんに投票してくれ、立候補後の決起集会に出てくれと頼まれ、本業でクソ忙しいのに参加したからな。

　ルックナー財務卿も、エドガー軍務卿も、貴重な休日をご苦労さんというわけだ。

「そろそろ行きますね」

「そうだな。俺はもう少しここにいないとな」

　投票箱が置かれている本聖堂の中に入ると、ケンプフェルト枢機卿が自分の投票を行っていた。

　彼女は様々な年代の女性神官を大量に引き連れ、彼女たちの熱い声援を受けている。

　ケンプフェルト枢機卿の選挙戦略は、史上初の女性総司教という触れ込みであった。

　前世でもあったが、支持者たちの前で投票するのは、典型的な政治的パフォーマンスであろう。

「あら、エリーゼも投票なの」

「はい」

「清き一票をお願いね」

　ケンプフェルト枢機卿は、やはり食えない婆ばあさんだ。

　エリーゼが自分に入れるのをわかっていて、清き一票を、だなんて言えるのだから。

「投票が終わったら、お茶でもいかがかしら？」

「お忙しいのでは？」

「もうやることはないわ。私も投票を済ませたから」

「では、少しだけ」

　本当はこのあと、カチヤを連れてキャンディーさんの店に行こうと思ったのだが、少し予定が変わってしまった。

　断るのも失礼だし……などと思った俺が甘かったのかもしれない。

　ケンプフェルト枢機卿は、本聖堂内にある会議室のような広い部屋に俺たちを案内した。

　そこは選挙事務所のような使い方をしている部屋のようだが、すでにほとんどの仕事は終わったと、テーブルの上に大量のお菓子とティーセットが置かれていた。

　そして……。

「すげえなぁ。若い女の子ばかり。これは素晴らしい」

「エル、嫁さんに言いつけるぞ」

「ヴェルこそって……この場に嫁さんが二人いるんだよな」

　エルは、部屋にいた多くの若い娘さんたちに鼻の下を伸ばしていた。

　綺麗どころばかり揃そろっているので、気持ちはわからなくもない。

　ケンプフェルト枢機卿の選挙応援をしていた若い女性神官たちに、神官服は着ているがあまり神官ぽくない娘も多い。

　多分、普段は不定期でボランティアで来ている娘たちだ。

「バウマイスター伯爵様に会ってみたいという娘が多くてね。ちょっとお時間を頂けるかしら」

「はあ……」

　やはり、ケンプフェルト枢機卿は食えない婆さんだ。

　俺を出だ汁しにして、この娘たちの親に投票の依頼や選挙資金の援助などを頼んだのであろう。

　ホーエンハイム枢機卿の手前、この娘たちを強引に嫁に貰もらえとは言わないが、顔を合わせた結果、俺が彼女たちを見初めても仕方がないよね、という形にしているのだと思う。

「さあ、どうぞ」

　この茶会は、投票権もない俺が主役のようだ。

　真ん中の席に座らされ、周囲を神官服を着た若い女の子たちに囲まれる。

　気分はさながら、キャバクラで女の子を大量に指名したようであった。

　教会キャバクラ……少し不謹慎かな？

「バウマイスター伯爵様、私はマルガレータ・テンツラーと申します。食料を扱うテンツラー商会が実家です」

「フリーダ・フォン・ロッシュです。ロッシュ騎士爵家の娘です」

　次々と自己紹介されるが、数が多くてなかなか覚えきれない。

　ケンプフェルト枢機卿が傍そばに置いて実家に支援を頼む娘たちなので、下級貴族や商会の娘が多かった。

「エルヴィンさんは、バウマイスター伯爵家でも一、二を争う重臣だとか？」

「いやあ、そんなことはないんですけどねぇ……」

　どうやら、エルもターゲットのようだ。

　彼も若い子たちに囲まれて鼻の下を伸ばしており、あとでハルカに知れたら、刀で斬きり殺されるかも。

「お茶のおかわりをどうぞ」

「バウマイスター伯爵様、このクッキーは私の実家で大人気の品ですよ」

　エルはとっくに、そして俺も、若い女の子たちに囲まれお茶を注いでもらったりしているうちに段々と気分がよくなってきたようだ。

　あきらかにケンプフェルト枢機卿の罠わななのだが、実際問題、この誘惑に抗あらがうのは難しい。

　綺麗な女の子たちとお茶を飲みながらお話ししているだけで、浮気じゃない……よね？

「バウマイスター伯爵様、このタルトは美味しいですよ。食べさせてあげますね」

「さすがにそれは……」

「遠慮なさらずにどうぞ」

「じゃあ……」

　周囲の空気に呑のまれて少しくらいいいかと思ったその時、突然俺は殺気の籠こもった視線を二つ感じた。

　慌ててその方向を見ると、そこには笑顔でお茶の入ったカップを持っているエリーゼとカチヤの姿がある。

　二人は笑顔を崩していないが、俺にはその笑顔がとても怖く感じられてしまった。

「ええと……子供じゃないから……このタルトは美味しいなぁ……野イチゴの酸味がちょうどいいアクセントで」

「エルヴィン様、今度時間があったら実家に遊びに来てくださいね」

「俺も護衛で忙しいから機会があればだけど」

「その時は是非」

　俺はエリーゼとカチヤのおかげでこれ以上は崩れなかったが、エルは沢山の綺麗な女の子に囲まれて理性を失ったようだ。

　何人かの女の子と連絡先を交換していた。

　ケンプフェルト枢機卿の思惑どおりに動いてしまうとは……。

　だが、家に帰ればハルカたちになにを言われるやら、それまでのお楽しみだと、俺はお茶とお菓子を楽しむことに集中するのであった。





　　　　＊＊＊






「あの婆さん、かなり露骨だよな。旦那も鼻の下を伸ばしてさ」

「失敬な。俺は常に冷静だぞ」

「そうかな？　さも仕方がないみたいな顔をしながら、もの凄く楽しそうだったぜ」




　前世の接待で行ったキャバクラのようで楽しかったのは否定しないけど、エルのように鼻の下は伸ばしていないと思う。

「支援者対策であなたに会わせますという名目なので断れません。お爺じい様は、ケンプフェルト枢機卿の支援を約束しているのですから」

　ケンプフェルト枢機卿の罠で、楽しいお茶会は二時間ほどで終了した。

　俺は誘惑になんて負けていない。

　だって、エルみたいに女の子と連絡先の交換なんてしていないから。

「俺はヴェルの盾となるべく、わざと鼻の下を伸ばして連絡先の交換などをしつつ、向こうの期待を俺に引き寄せたのだ。これは、俺の策なんだ」

「嘘うそ臭っ！」

　エルの言い分を、カチヤはすぐさま否定した。

　俺にも、本能のままに楽しい時間を過ごしていた風にしか見えなかった。

「では、エルヴィンさんは連絡先を交換した紙を活用なさらないのですね？」

「これは……ローデリヒさんと相談してからだな。ほら、商会の娘さんが多いから、バウマイスター伯爵家との取引で有利になるかもしれないし……」

　エリーゼに冷たく問われても、エルは連絡先を交換した紙は使い道があると言い張った。

　これまで色々と経験を積んだおかげで、上手い言い訳を考えられるようになったみたいだ。

「わかりました。ハルカさんにはそのように報告しておきます」

「なっ！」

　ただし、やはりエリーゼの方が一枚上うわ手てであった。

「連絡先の件は、ちゃんとローデリヒさんに伝えてくださいね」

「ううっ……」

　エルがエリーゼに言い含められて肩を落としたところで、俺たちはキャンディーさんのお店に到着した。

「旦那、あたいは他のお店でも……」

「えっ？　なんで？」

「カチヤさん、キャンディーさんのお店にはいい品が多いですよ」

　なぜかカチヤが嫌がり、俺とエリーゼは不思議に思ったのだが、その理由はすぐに判明した。




「あらぁ、カチヤちゃんじゃないの」

「やっぱり、覚えられてたぁ───！」

「当たり前じゃないの。カチヤちゃん、素材はいいんだから」

「知り合いなんですか？」

「そうよ」

　キャンディーさんによると、カチヤとの最初の出会いは彼女が駆け出し冒険者の頃だそうだ。

「カチヤちゃんは可愛かわいいのに、お洋服に全然興味を持たないんだもの。私、注意したのよ」

「冒険者としての注意なら受けるけど、服はいいじゃないか。別に変な格好とかしてないし」

　ああ、本当にカチヤは俺によく似ているな。

　冒険者としての装備をちゃんと整えれば、プライベートなんて見苦しくなければいい程度の認識しかない。

　それを、せっかく可愛いのだからとキャンディーさんが注意した。

　高名な冒険者が新人の自分に声をかけてきたと思ったら、もう少し可愛い服を着ろでは、カチヤも混乱したかもしれない。

「こういう娘が多いから、私は洋品店を開いたのよ」

「あんた、まだ全然冒険者として衰えていないじゃないか！　冒険者を続けろよ！　業界の大損失だぞ！」

　カチヤは、キャンディーさんの引退は冒険者業界にとっての損失だと言い切った。

　やっぱり凄い人だったみたいだ。

「え───っ、私、こっちのお仕事の方が性に合ってるしぃ。冒険者って、私お転婆になりすぎちゃうから嫌なのぉ」

　先日の、ならず者への対応を見れば一目瞭然だ。

　二つ名持ちの凄腕で、その二つ名が『血まみれキャンディー』だものな。

　見た目どおり、パワータイプの前衛で戦士、スピードも悪くないから、魔物にとっては災難だったと思う。

　血まみれという二つ名があるにしては体に傷がないから、血まみれだったのは魔物の血にまみれていたってことだ。

「……」

「どうした？　エル。急に静かになって」

「（なんなの？　このおっさん）」

　気持ちはわかる。初見だと、どう接していいかわからないものな。

「あらぁ、この子、逞たくましくて私の好みよ。年を取ると、ブランタークちゃんみたいになりそう」

「俺？」

　エル、お前は瑕か疵し物件にいたバアさんの幽霊とか、本当に色物によく好かれるな。

「私、男性用のお洋服も作れるのよ。ちょっと試着してみましょう」

「いえ……俺は、今日はお館やかた様の護衛で……」

「あらぁ、奥ゆかしいのも私の好み」

「ですから、俺は……」

「試着させてあげる」

「俺は仕事でぇ───！」

　キャンディーさんによって強引に店の奥に連れ込まれそうになったエルだが、パワーでも、冒険者としての力量でも彼に敵かなうわけがない。

　抵抗も空むなしく、キャンディーさんによって引きずられていく。

「エルの抵抗を子供のようにあしらうとか……」

　世の中には、凄い人がいっぱいいるなと俺は思った。

「脱がせてあげる」

「自分でできますから！」

「奥ゆかしくて可愛いわね。あらぁ、ちゃんと鍛えてあってとても素敵」

「「「……」」」

　店の奥でエルが大変なことになっているが、俺もエリーゼもカチヤも止める気が起きなかった。

　キャンディーさんによって、必ず阻止されてしまうような気がしたからだ。

「ヴェル、恨むぞ……」

「似合っているじゃないか」

　ちょっと前までキャバクラ状態で天国だったのに、キャンディーさんに気に入られて地獄に突入か……。

　世の中ってのは、ちゃんとバランスよくできているようだ。

「でも、本当に似合っていますね」

「エルヴィン、少し大人っぽく見えるな」

　見た目はアレだけど、キャンディーさんのファッションセンスは凄いと思う。

　一見シンプルに見えるけど、上質の素材を用いた服のおかげで、エルが大人になったような雰囲気を感じたからだ。

「エルヴィンちゃんはバウマイスター伯爵様の家臣なんだから、このくらいのセンスがないと、王都で他の貴族の家臣たちにバカにされるわよ」

「言い返せない……」

　バウマイスター伯爵家は、これからも大きくなっていく。

　重臣であるエルがダサイ格好をしていると、俺の評判も落ちるということか。

　キャンディーさん、見た目で損しているけど優しい人だよな。

「こういう服装だと、鍛えたエルヴィンちゃんの体の線も出ていて素敵ぃ───！」

　そこに実利もあったみたいだが、それを言わなければ素直に尊敬されるのに……。

「でもぉ……」

「あれ？」

　突然キャンディーさんが、エルの左胸を指で軽く突いた。

　すると、それだけでエルは体のバランスを崩してしまう。

「私、男の子の筋肉は大好きだけど、エルヴィンちゃんは左右のバランスが悪すぎ」

「そんなバカな……」

　あのブランタークさんが一目置くのだから当然だけど、キャンディーさんは強い。

　今のエルだと、彼と戦っても子供のようにあしらわれるはずだ。

「剣を持つ右側が強すぎなのよねぇ……でもぉ、せっかく鍛えた右側を衰えさせるのは駄目だから、もう少し左側を鍛える頻度を上げないとね。剣士はどうしても剣を持つ方が強くなってしまうけど、左右の差が小さい方がいいものね」

　冒険者の先輩として、キャンディーさんはエルに鍛錬方法のアドバイスをした。

　その鋭い指摘に、エルは静かに聞き入っていた。

「そうやって鍛えられたエルヴィンちゃんはもっと素敵かもぉ」

「あの……俺、妻帯者なので……」

「あらぁ、残念。真実の愛ってどこにあるのかしら？」

　キャンディーさんの哲学的な問いに、俺たちは答えを返すことができなかった。




「カチヤちゃんにもいい服があるのよ」

「エルヴィンで忘れられていたと思ったのにぃ───！」

「そんなわけないじゃない。今日はカチヤちゃんが主役だもの」

「その割に、エルヴィンに時間をかけてたじゃないか！」

「だってぇ、エルヴィンちゃん、私の好みのタイプだしぃ」

　エルで寄り道をしたが、キャンディーさんはカチヤの服を選ぶという本来の目的を忘れていなかった。

「カチヤちゃんに似合いそうな服を用意したわよ」

「あたいに似合いそうな服？」

「そう、とてもよく似合うと思うわ。試着室に準備してあるから」

「では、私がお手伝いします」

　カチヤは、エリーゼの手を借りて着替え始める。

「エリーゼ、本当にこれを着るのか？」

「あら、とてもよく似合っていますよ」

「なんか、動きづらいし……」

　暫しばらく着替えに時間がかかったようだが、着替え終わるとカチヤは恥ずかしそうに顔を出した。

「キャンディーさん、この服は？」

「私が考えたのぉ。素敵でしょう？」

　キャンディーさんがカチヤに準備した服は、ゴシックロリータ、いわゆるゴスロリ服であった。

　黒を基調としているのでカチヤの髪の色と被るかと思ったが、光沢のある黒が映えてよく似合っている。

　前世で何度か見たことがあるが、それよりも素材は上質で、細かな刺し繍しゅうと装飾にも手を抜いていないものであった。

「旦那、これはどうなの？」

「とてもよく似合っているじゃないか。黒ってどうかと思ったけど、黒の方が似合うな」

「とてもよく似合っていると思います。私も黒は葬儀以外で着たことがないですけど、これはいいですね」

　エリーゼも、カチヤのゴスロリ服を絶賛した。

　それにしても、ゴスロリ服を自分で思いつくとは……。

　実は、キャンディーさんは俺と同じく他の世界から……それはないか。

「エルヴィン、なにか言えよ」

「おおっ！　この服いいな！　ハルカさんに買って帰ろうかなぁ」

　エル、それを奥さんに着せてどうするつもりだ？

　というか、服よりもカチヤを褒めろよ。

「ごめんね、エルヴィンちゃん。まだこれ一着しかないの」

　縫うのに手間がかかりそうだからな。

　そういえば、このお店の服はほとんどキャンディーさんの手作りだったのを思い出した。

「この服の評判がよかったら、知り合いの服飾工房に注文を出そうかなって計画なの。貴族のご令嬢や若い奥さんがターゲットよ。色も数種類揃える予定なの」

「価格帯でいうと、上の下くらいを狙っているようですが、利益を確保するためですか？」

「あら、バウマイスター伯爵様、商売にも詳しいのね。やっぱり、お貴族様向けの商品があった方が利益を確保しやすいからよ。もうちょっと品質を落として、ちょっとお金持ちのお嬢さんを狙う計画もあるけど」

　このおっさん、なかなか商売にも長たけているようだ。

「なあ、もうこれで終わりだろう？」

「そんなわけないじゃない。カチヤちゃんはどうせ滅多に洋品店になんて来ないんだから、沢山試着してもらうわよ」

「カチヤ、一日だけ我慢するんだ」

「旦那、実はあたいと同じ人種だろう？」

「着る服を他人が用意してくれるなんて最高！」

「あたいと同じ人種だぁ───！」

　俺も、前世ではなかなか服を買いに行かなかった人間だからわかる。

　デートでも、小こ洒落じゃれたアパレルショップなんかに行くと心身ともに疲れてしまう。そんなんだから彼女にフラれたのかもしれない。

　この世界では子供の頃は持っている服が少なかったし、今は、エリーゼたちかドミニクが着る服を準備してくれるので大変に楽である。

「ここで頑張っておけば、あと二、三年くらいは服を買いに行かなくてもいいかもしれないぞ」

「それは最高だな、旦那」

「あなたたち、もう少しお洋服に興味を持ってよ……」

　この日、カチヤはゴスロリ服を含めて結構な数の服を購入した。

　それを見たイーナたちもキャンディーさんの洋品店の常連となっていき、彼の店は順調に客を増やしていくのであった。




　後日。

「キャンディーさん、ゴスロリ服を注文します」

「エルヴィンちゃんの奥さんってどんな人なのかしら。楽しみね」

　有言実行で、エルはハルカの分のゴスロリ服をキャンディーさんに注文した。

　ゴスロリ服も、女性の間で広く流行していくこととなる。




「ヴェル様、選挙は？」

「あんな出来レース、結果など聞くまでもない」

「投票に意味があるのかわからない」

「ヴィルマ、俺もわからないんだ」

　総司教選挙は、下馬評どおりにケンプフェルト枢機卿が当選して教会は静かになった。

　ホーエンハイム枢機卿は総司教ではないのに教会を陰から支配する人物だと言われるようになり、それでもそのおかげでバウマイスター伯爵家は余計な干渉を受けないで済むのだから、正直、皮肉としか言いようがなかったが。





第六話　フジバヤシ家の副業と、謎じゃないけど美少女店長







　ハルカの兄で、次のフジバヤシ家当主であるタケオミさんが、バウマイスター伯爵領にやってきた。

　甥おいであるレオンの顔を見るためと、フジバヤシ家からハルカへの出産祝いを届けるためだ。

　あともう一つ、フジバヤシ家は副業でヘルムート王国にミズホ産食品を売る仕事を始めているがこれが思いのほか好調で、バウルブルクにも支店を作ることになり、店舗候補地の下見をしに来たというわけだ。

　フジバヤシ家は、ミズホ茶……まあ、ほぼ日本茶だ……海の苔り、昆布、塩蔵ワカメ、保存の利く海産物の商売で成功を収めた。

　ミズホ茶はマテ茶のほのかな甘みが嫌いな富裕層に人気となり、抹茶も製菓材料としての注文が増えている。

　ミズホの影響でマテ茶の粉末をお菓子に使う菓子職人が増えたが、ほのかな甘みが邪魔になって味がハッキリとしないという意見が多く、それがない抹茶は大人気となっているのだ。

　昆布は出だ汁しとしての需要の他、ワカメと同じく髪にいいという効能が謳うたわれ、髪の薄い人たちがよく購入するようになった。

　というか、ミズホ公爵領でもワカメは髪にいいと言われているようだ。

　俺は迷信だと思うのだが、健康にはいいものなので無理に否定しようとは思わない。

　庶民でも買える値段の品なので、購入した方も効果がないから詐欺だ、とまでは言わないはず。

　どちらかというと、ダイエット効果や、健康にいいからと購入している人の方が多いようだ。

「我が甥レオンは可愛かわいいな。ハルカが母親ならば、刀も上う手まく使えるようになるだろう。私もたまに刀を教えに来よう」

「兄様、無理をなさらないでくださいね」

「なんの、我が可愛い甥のためさ」

　内乱時の戦功で上士にはなったが、出費が増えて財政が厳しくなったフジバヤシ家が副業で始めたはずの商売は順調のようだ。

　タケオミさんの服装は変わっていない……いや、着ている服は似ていても、服に使っている素材が高級になっている。

　随分と儲もうかっているようで、そういえばレオンへのお祝いも豪華だったな。

　彼が将来使う刀を、カネサダさんに打ってもらったと言っていた。

　オリハルコン刀ほどではないが、名人カネサダの刀となればかなりの高級品だ。

　現在の王国では、その刀身の美しさからミズホ刀をコレクションしている貴族も一定数存在しており、数あるミズホ刀の中でも、歴代カネサダの作品は美術品としても大人気であった。

　そう簡単に打ってもらえる刀ではないのだ。

「ハルカ、体の具合は大丈夫か？」

「はい、エリーゼ様が出産後に治癒魔法をかけてくれましたので」

「エリーゼ様、我が妹のためにありがとうございます」

「ハルカさんは、バウマイスター伯爵家になくてはならない方ですから」

「そう言っていただけると感激です」

　ハルカは、フリードリヒたちの護衛も兼ねた乳母という立場にある。

　レオンと一緒に俺の子供たちの面倒を見て、足りなければ乳を与える役割も期待されていた。

　我が家の奥に自由に入れる重臣の妻というわけで、それだけ信用されている証拠でもあった。

「ハルカさんにはいつもお世話になっています」

　エリーゼたちも、そう毎日子供の面倒ばかり見ていたら育児ノイローゼになってしまう。

　上手くローテーションを組んで休みを取るためにも、ハルカの助けは必要であった。

「ハルカがバウマイスター伯爵家で受け入れられているようで、兄として安心しました。ですが」

　タケオミさんは、ハルカの服装に目を丸くさせていた。

　なぜなら、エルが例のキャンディーさんに注文した黒のゴスロリ服姿であったからだ。

　エルは随分と金を使ったようで、高価な素材のゴスロリ服は貴族やその家臣の妻が屋敷の中で着ても変に思われないクォリティーがあった。

　だが、初めてゴスロリ服を見るタケオミさんは、自分の可愛い妹がなぜそんな格好をしているのか、不思議で堪たまらなかったのだ。

「お義に兄いさん、これは現在王都で流行している服なんですよ」

「元凶はお前かぁ───！」

　タケオミさんは、いまだに可愛い妹を奪い去ったエルに隔意を持っている。

　甥可愛さでその隔意が薄れるかと期待したが、ゴスロリ服がお気に召さなかったようだ。

　以前と同じく、エルに怒りの矛先を向ける。ここまでくると、これはもう様式美であろう。

「お義兄さん、これはですね……」

「誰がお義兄さんか！」

「いや、お義兄さんじゃないですか……」

　エル、それはそうなんだが、今のタケオミさんにそれを言っても無駄だと思う。

　彼からすれば、エルはいまだに可愛い妹を奪った敵にしか見えないのだから。

「レオンはこんなに可愛いのに……お前はまるで可愛くない！」

「はあ……」

　エルも、いい年をした年上の青年から可愛いと言われても困るだろうから、それは構わないとして、そろそろタケオミさんにも慣れてほしいものだ。

　シスコンという存在が、ここまで業の深いものだとは思わなかった。

「第一、お前はハルカの他に！」

　タケオミさんは、レーアとアンナの件でも怒っているようだ。

　可愛い妹に不満でもあるのかと……というか、本来タケオミさんも最低二人は奥さんを貰もらわないといけないのに、いまだに独身なんだよなぁ……。

　タケオミさんの父親は、お見合いをさせないのであろうか？

「それは、バウマイスター伯爵家重臣として必要なことだと理解していただかないと……」

「わかってはいるのですが……」

　貴族の常識としては理解できるが感情では、というわけか。

　やはり、シスコンというのは業が深いと思う。

「兄様……」

「おっと、今日は他に大切な用事があったのです」

　自分の兄の態度を見かねたハルカが注意しようとすると、タケオミさんはすぐに話題を変えた。

　彼は筋金入りのシスコンゆえに、愛する妹から注意をされるのが嫌なのだ。

「バウマイスター伯爵領への出店許可、ありがとうございます」

　ミズホ産の食材を手に入れやすくなり、税収も期待できるのだから、こちらとしても大歓迎だ。

　バウマイスター伯爵領は人口が増加中で、開発特需で金を持っている人が多い。

　珍しいミズホ産の食材の需要もあるはずだ。

「時おり私も顔を出しますが、バウルブルク支店を任せる人物を紹介しておこうと思いまして。アキラ、入ってこい」

「はい」

　タケオミさんに呼ばれ、俺たちの前に愛らしい黒髪の少女が姿を見せた。

　髪は短く切り揃そろえておりまるで少年のようであったが、華きゃ奢しゃで小柄で、守ってあげたくなるような印象を受ける。

　この娘ならいい看板娘になる……いや待てよ、支店の責任者だって言っていたよな？

「タケオミさん、この子が支店の責任者なんですよね？」

「はい。フジバヤシ家の縁戚なのですよ。二代前のアキラの祖父が商人になりましてね」

　当時、下士であったフジバヤシ家は一族全員をサムライにするわけにもいかず、下の子供を平民に落としたそうだ。

　その人物が商売を始め、アキラはその人物の孫で、タケオミさんとは又また従兄弟いとこの関係だという。

　両家は今でも繋つながりが残っていて、フジバヤシ家の商売を手伝っているというわけだ。

「スキルはあるのですね」

「若いですが、商売なら私たちよりも遥はるかに優秀ですよ」

　適材適所だとタケオミさんは言うけど、少し不安はあるんだよな。

　バウルブルクの町は人の出入りが多くて活気があるが、その分、柄のよくない人も多い。

　防犯上の観点から、支店長が女の子なのはどうかと思う。

　うちの警備隊も頑張って取り締まりはしているけど、如何いかんせん人手不足で駆けつけるのが遅れるケースもあるので、安全面を考えると男性が支店長の方がいいような……。

「大丈夫ですか？　バウルブルクには気性の荒い方も多いですわよ」

　俺の代わりにカタリーナが釘くぎを刺した。

　実は彼女、以前にバウルブルクの町で柄の悪い連中に絡まれ、竜巻の魔法で吹き飛ばしたことがあった……あの事件は酷ひどかったな。

　事後処理をしたトリスタンが涙目だったから。

『無礼を働いたあの連中が悪いのですわ』

　カタリーナの言っていることは間違っていなかったが、俺はもう少し周囲に被害が出ない魔法で対処してくれと、苦言を呈したほどだ。

「カタリーナ様、アキラはこう見えても強いので大丈夫ですよ。刀の腕前も、古戦術も、免許皆伝の腕前ですから」

「まあ、それは凄すごいですね。さすがは、ハルカさんの親戚の方ですわ」

　フジバヤシの一族なので、刀の鍛錬は怠っていないわけだ。

　古戦術とは、戦場で武器を失った時に素手で戦う武術だ。

　魔闘流に似ているが、相手の武器を奪い、それを使いこなすという技が重要視されるのが特徴的だと、前にハルカから聞いていた。

「ミズホ商人には、サムライに負けないほど強い人が多いですよ」

　各地に商売に出かけるので、自分の身を守る手段に長たけているわけか。

「ですが、やはり見た目でいらぬトラブルを招く可能性があるのでは？　もう一人、男性の店員を増やすとか？」

「それは商売が軌道に乗ってからですかね。それに、アキラは本当に強いから大丈夫ですよ」

　いくら強いとはいっても、女性だからなぁ……。

　もしものことがあると、ミズホ公爵家との間で問題になってしまうかもしれない。

「いや、やはり、男性がいた方がいいだろう。女性一人で店を切り盛りするのは危ないと思う」

　強制ではないが、ここは言っておいた方がいい。

　なにか事件があっても、警備隊が間に合わない可能性もあるからな。

「あの……バウマイスター伯爵様」

「なんです？　タケオミさん」

「アキラは男ですけど……」

「「「「「「「「「「「嘘うそっ！」」」」」」」」」」」

　俺がそれを言う前に、みんながそう叫んでしまった。

　なんと、こんなに可愛らしいアキラが男性だというのだから。

「えっ？　男性？　嘘だろう？」

「エルさん、アキラは男性ですよ」

　エルも、アキラを女性だと思っていたようだ。

　ハルカは彼の親戚で、昔から知っているから当然驚きはしない。

　エルに間違いなく男性だと教えた。

「バウマイスター伯爵様、服装が男性のものではないですか」

「ミズホ服は、男性用と女性用の差が少ないから困る」

「よく見てください。男性用のミズホ服ですよ」

　女性でも地味な色のミズホ服を着ている人が多かったから、男性用だとは思わなかった。

　確かにアキラは落ち着いた色のミズホ服姿だけど、もし女性と言われてもまるで違和感がないのが凄いと思う。

　ミズホ服姿のアキラをよく見ていると、段々とドキドキしてきた。

　うん、これはまずいぞ。

「僕は男です。タケオミさんのように屈強なミズホ男子になるべく、日々奮闘しているのです」

「えっ？　それはどうかと思うけど……」

「エルヴィン、なにか文句でも？」

「いえ、なんでもないですよ、お義兄さん」

「誰がお義兄さんだ！」

「またこれだよ……」

　タケオミさんのようになる？

　もう一人、シスコンが増えるのは勘弁してほしいな。

　エルは、特にそう思っているのであろう。

「ヴェル？」

「なんだよ？　エル」

　エルも、俺と同じくアキラを見てちょっとドキドキしてしまったようだ。

　多分、神様が間違って男性にしてしまったのだな。

　神様をまったく信じていない俺でもそう思えてしまう。

「確かに男性だね。魔力の流れが……」

「わかっていただけましたか、ルイーゼ様」

「でも、結構判別が難しいパターンだね。つい老人のように目を凝らしてしまうよ」

　ルイーゼには、微妙な魔力の流れでその人物が男性か女性かをほぼ見分けられる能力がある。

　ただアキラに関しては判別が難しいらしく、目を細めて彼を見つめていた。

「喉仏がない……」

「ヴィルマ様、これでも僕はちゃんと声変わりしていますって」

「そう……」

　アキラは声も高いので、余計に女性に見えてしまう。

　彼はそれを覆そうと努力を重ねているようだが、いくら刀術などを習って中身を男性っぽくしても、見た目が……やはりどう見ても女性にしか見えない。

「肌が綺き麗れいでいいわねぇ……」

　イーナは、アキラの肌の綺麗さが羨うらやましくて仕方がないらしい。

　冒険者として活動する女性の最大の悩み、それは常に外で活動しているから髪や肌が荒れてしまうことだ。

　出産もしたので、うちの女性陣は髪や肌の手入れに余念がなかったが、まずそんなことなどしていないであろうアキラの肌が、誰よりも綺麗なのが羨ましいようだ。

「そうよね、女性よりも肌が綺麗なんて羨ましいわ」

　アマーリエ義ね姉えさんもお肌の曲がり角な年齢を越えているので、若々しい肌をしたアキラを羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見ていた。

「やれやれ、人は手に入れたいものが手に入らずじゃの」

「髪もサラサラで綺麗ですね……」

「本当にな。本人は別に気にしてやっているわけでもないようじゃが……」

　テレーゼとリサも、アキラの肌と髪を羨ましそうに見ている。

「僕は、いくら炎天下で刀の訓練をしても肌が焼けないんです。筋肉も全然つかないし……日に焼けて筋肉をつけて男らしくなりたいんですよ」

　いくら女性陣に羨ましがられても、アキラ本人はそれを望んでいない。
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　それにしても、声を抑えながら懸命に自分の考えを述べるアキラに萌もえるな。

「まあ、いくら女性っぽいとは言っても、所しょ詮せんは男性。私の可か憐れんさには勝てませんわ」

　随分と自信満々のようだが、カタリーナとアキラは全然タイプが違った。

　ゴージャス系美人のカタリーナと、守ってあげたくなるような可憐さを持つアキラ……これで男性っていうのだから凄いと思う。

「ぶっぶ───っ、可憐さではカタリーナの負け」

「ヴィルマさんたら。私は幼い頃から、亡くなった両親や領内の者たちから可憐だと言われ続けて育ってきたのですから」

「それは、親の欲目なだけ。カタリーナとアキラ、アキラの方が可憐だと思う人」

　いきなりヴィルマが多数決を取り始めたが、カタリーナを除く全員が一斉に手を挙げた。

　俺も自分に嘘はつけないので、手を挙げている。

「ヴェンデリンさん！　なぜ妻である私に手を挙げないのですか！」

「え───っ！　なぜ俺だけに？　他全員、同罪じゃないか」

　カタリーナから責められた俺は、理不尽さを感じてしまう。

「ヴェンデリンさんは、私が可憐ではないと？」

「ええとだ……カタリーナは結婚して母親になったんだ。少女のような可憐さではなく、大人の女性としての美しさを出していかないと。アキラは未婚だよね？」

「はい」

「未婚のアキラと争っても仕方ないし、既婚者として別の魅力を引き出す必要がある」

「それもそうですわね」

　上手く誤魔化せた。

　それにしてもアキラは、本当に可憐で助けたくなってしまう。

　男性だと聞いていても、少し見ているとそれを忘れてしまうような……。

　俺はアホか！

　アキラは男性じゃないか！

「ヴェル、アキラは十分に強いみたいだし大丈夫だと思うよ。それとも心配かな？」

　ルイーゼは、格闘家としての直感でアキラに実力ありと判断した。

　一人でお店を任せても大丈夫だという考えだ。

　だがな、ルイーゼ。

　いくら俺でも、男性に恋愛感情はないぞ。

　俺は多くの奥さんがいる、自他共に認める〝女好き〟だからな。

　ちょっと自信がなくなって……んなわけあるか！

「最初は小規模で様子を見ないといけませんし、アキラは強いから大丈夫ですよ」

「よろしくお願いします」

　以上のような経緯で、バウルブルクにフジバヤシ家が経営するお茶と乾物の店がオープンしたのであった。
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「ヴェル、フジバヤシ乾物店は大盛況みたいだよ」

「それはよかった」

　数日後、所用でバウルブルクの町へ行っていたルイーゼが、先日オープンしたばかりのお茶と乾物のお店の様子を俺に報告する。

　沢山のお客さんがいて、お茶や海苔が売れていたそうだ。

「オープンしたばかりのお店に客がいないと大変だからな。まずは最初のハードルをクリアーしたと見ていいだろう」

　新しいお店がオープンすると、物珍しさから最初はお客さんが入る。

　たまにオープン当初から駄目なお店もあるが、そういうお店は短期間で潰つぶれてしまうことが多かった。

　オープン当初は沢山お客さんがいても、暫しばらくすると寂れてしまうパターンが一番多いと思う。

　いかに固定客を掴つかむのかが、商売では一番難しいことなのだから。

「ヴェルってば、厳しい意見だね」

「商売は油断すると、すぐに閉店だからな」

　前世では、数年で潰れるお店など珍しくなかった。

　この世界でも需要のパイが少ないためか、新規店はよく潰れる。

　いくら最近人気のミズホ産食材のお店とはいえ、油断は禁物であった。

「でもさぁ。ボクは大丈夫だと思うな」

「随分と自信があるんだな、ルイーゼは」

「だってさ。あのお店、看板娘がいるじゃない」

　看板娘ねぇ……。

　確かにアキラは女性と見み紛まがうばかりの外見だけど、歴れっきとした男性だからな。

　その言い方は失礼だと思うんだ。

「帰りに見てきたけど、客は男性ばかりだったよ」

「それはおかしいな」

　アキラが店長をしているのは乾物店だからな。

　お茶は男性でも買うと思うけど、海苔や乾物は調理をする女性が主な客層なのだから。

「プロの調理人が仕入れているとか？」

　珍しいミズホ産食品を用いて、客を増やそうとしているのかもしれない。

　でも、男性の飲食店店主ばかりが客として来るなんてことはないだろう。

「そうだとしても、女性客がいないというのはおかしい」

「ですよねぇ……」

　ちょっと気になったので、俺はルイーゼと傍そばにいたヴィルマを連れてお店の様子を見に行くことにした。




「いらっしゃいませ。今は新茶がお買い得ですよ」

　フジバヤシ乾物店の前で店主のアキラが、お客さんにミズホ茶の試飲を勧めている。

　前世のお茶屋さんのような光景だが、ミズホ服に前掛けをしたアキラが可憐な女性にしか見えないので、男性客は花の蜜に群がる蜂のように集まってきた。

「マテ茶を淹いれるポットでも大丈夫ですよ。甘くないので、飲むと口の中がスッキリとするんです。食事にも合いますし、暑い時には冷やして飲むと最高ですよ」

　アキラは商売上手でもあるようで、次々と客たちにお茶を勧め、勧められた客の半数以上がミズホ茶を購入していた。

「男は単純」

「ヴィルマ、可哀かわい想そうだからそれは言わないであげて……」

　アキラは男だけど、あんな可憐な子にお茶を勧められて断れる男性は少ないだろう。

　少量入ったお試しパックくらいならそこまで高くもないし、大勢が購入していってしまうのだ。

「ヴェル、見知った顔が多いよ」

「げっ！」

　うちの家臣が多くいる……トリスタン、モーリッツ、トーマス……他にも何人か……。

　というか、バウルブルクの警備は大丈夫なのだろうか？

　トーマスに至っては、トンネル担当だったはずだ。

「なあ、お前ら……」

「お館やかた様も、ミズホ茶の購入に？」

「買って帰るけど、仕事は？」

「ヴェル、買っては帰るんだ」

　ルイーゼに鋭く突っ込まれたが、別にアキラの色気に惑わされたわけじゃ……というか、男のアキラに色気などない！

「新茶の季節だからな」

「そう、新茶の季節は大事」

「お茶なんていつ飲んでも同じだと思うけどなぁ……」

　フジバヤシ家が経営しているだけあって、ミズホ公爵領内の主要な産地の新茶がタイムリーで揃っている。

　オヤツで甘い物を食べる時には、俺はマテ茶よりもミズホ茶派になっていたから購入して当然であった。

「ヴェル様、ウージの新茶が売っている」

「おおっ！　ウージのお茶は美お味いしいからな」

　ミズホ公爵領で一番有名なお茶の産地で、微妙に宇治と被かぶっているような気もするけど、ウージのお茶はそれだけで飲んでもとても美味しい。

　エリーゼたちにも買って帰るとしよう。

「で？　仕事は？」

「ご安心を。ちゃんと所定の休憩時間なので」

「私も同じです」

「報告でバウルブルクまで来たのですが、帰りにニコラウスたちへのお土産を購入しようかと……」

　三人とも仕事をサボっているわけではなく、休憩時間に新しいお店を見つけたので、つい試飲に参加してしまったというわけだ。

　そんな男性が多いようで、みんな幸せそうな顔でミズホ茶を試飲している。

　アキラが男性だって知っているのか？　……ちょっと怖いので聞くのはやめておこうと思う。

「休憩時間になにをしていようと自由だけどな……ああ、海苔も買って帰ろう」

「海苔でしたらこちらです」

　アキラはいくつかの種類の海苔を見せてくれたが、その値段はピンキリであった。

「海苔は色が濃くて光沢があるものがいいですよ。あとは……」

　一番高級そうな海苔を、アキラが軽く火で炙あぶってくれた。

　すると濃い緑色になり、これはいい海苔の証拠である。

　前世で、海苔問屋の社長に教えてもらったのだ。

「オニギリに使うから、いい海苔の方がいいな」

「そうですね。そのまま口に入れますからね。これはお値段に負けない品質のよさですよ」

　オニギリといえば海苔だが、実はミズホ公爵領から輸入するまでは、海苔なしのオニギリで我慢していた。

　昔、高菜オニギリを参考にブライヒブルクで購入した菜っ葉で包んでみたが、悲惨な結末に終わったのを思い出す。

　海苔なしオニギリも美味しいのだが、やはり海苔がないオニギリはなにか物足りない。

　今はミズホ公爵領との交易が可能で、バウルブルクにお店もできた。

　つまり、俺はいつでも自由に海苔のオニギリが作れるのだ。

　あと、海苔巻き、太巻き、餅を焼いてから砂糖醤じょう油ゆにつけて海苔で巻くことも可能だ。

「フリカケも欲しいな」

「カツオ、オカカ、梅、ワサビ、シソワカメ、ジャコなどがあります。乾燥していない高級フリカケもありますよ。試食をどうぞ」

　なんと、アキラはご飯も用意してくれていた。

　そこに乾いたフリカケを順番に載せて試食していく。

　前世を思い出す、とても素晴らしい味だ。湿ったままの具材が特徴の高級フリカケも素晴らしい。

　ウニや肉のソボロを使ったフリカケもあり、どれも俺の日本人としての精神を揺り起こしてくれる素晴らしい美味しさだ。

「全種類買おう」

「ありがとうございます」

　俺は大金持ちのバウマイスター伯爵、高級海苔と高級フリカケの大人買いくらい余裕だ。

「餅はあるのかな？」

「はい、あります。キナコもいい商品がありますよ。小豆もミズホで一番とされる産地のものが」

　餅とキナコと餡あん子こ。

　この至高の組み合わせを楽しまないわけにはいかない。

　王国でも手に入るのだが、やはり一度いい物を知ってしまうとな。

　購入した小豆は、急ぎ水に漬けてからじっくりと煮ないと駄目だな。

「他にも色々とあるみたいだな。だが、今日は時間が……また来るとしよう」

　予想外に大量に購入してしまったが、いい品が大量に手に入った。

　これからもちょくちょく、このお店には顔を出そうと俺は決意するのであった。

「ヴェル……アキラが可愛いからって……」

「トリスタンたちと一緒にすんな！」

　俺は男に興味はないんだ。

　いくら女性に見えても、俺にその気はない。

「でもさ、試食品を貰う時にもの凄く嬉うれしそうだったよ。トリスタンたちと同じく」

　それも違う。

　俺は、新しいお店でいい商品が多くて嬉しかっただけなのだ。

　試食可能という点も、俺の購買心を大きく煽あおった。

「ヴィルマはわかってくれるよな？　あの店はいい品が多いよな」

「いい食材がいっぱい置いてあった」

「ほらな、ヴィルマはちゃんとわかっているじゃないか」

「でも、アキラに釣られて来る客が多すぎる」

「だから、あいつらと一緒にすんな！」

　俺は、あくまでもお店の商品に魅ひかれただけだ。

　決して看板娘であるアキラ……看板娘じゃない！　彼に釣られて商品を購入したわけではないと声を大にして言い続けるのであった。
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「まあ、気持ちはわからなくもないよな。アキラが男性だって言われても、信じない奴がいそうだし」

「うるさい、エル。オニギリをやらんぞ」

「俺は別に、ヴェルがアキラの色香に惑わされて大量に商品を購入したとは言っていないぞ」

「おおっ！　信じてくれるのか？　エル」

「お前、昔からそういう奴じゃん」




　夕食に大量の海苔オニギリが出され、それを食べながら俺たちは話をする。

　ルイーゼの言うとおり、フジバヤシ乾物店はアキラのおかげで大盛況であった。

　彼に釣られて店に近づくと試飲用のお茶が入った茶ちゃ碗わんを渡される。

　アキラは美少女に見えるので断る者はおらず、お茶を飲んだ一定数の人間がそれを購入してしまうのだ。

　さらに、他の商品に興味を持つ客が一定数現れ、続けてアキラが試食をさせ……と、恐ろしいまでのエンドレス状態だな。

　タケオミさんは随分と上手な商売方法を……あの人が狙ってやったとは思えないな。

　彼はあくまでも出資者で、商売は上手くないって言っていたし。

「みんな、アキラが男性だって知っているみたいよ」

「えっ？　そうなの？」

　なんと、イーナが衝撃の事実を暴露した。

「アキラは男性だけど、お茶を飲んでお話するだけなら至福の時間を過ごせるから気にしないんだって」

　確かに、アキラが淹れてくれたお茶を飲みながら話をしていると、彼が男性であることを忘れてしまいそうになるのは事実だ。

「トリスタンたち、アキラが男性だってわかって行ってたのか……」

「そうみたい」

　みんな、もしかすると家庭でなにか問題でもあるのだろうか？

　癒いやしを求めるために、男性の元に通うなんて……。

　バレたら、奥さんに怒られないのかな？

「でも、それはヴェルも同じじゃないの？」

「おいっ！」

　俺は、すかさずイーナにツッコミを入れた。

　俺はただ単に、あのお店が楽しく、商品が欲しいから行っているのだから。

　ただの乾物店だと思っていたら、新興のフジバヤシ家と親戚の小規模商家の運営だから商売の方法が面白い。

　行くとワクワクするお店なんて久しぶりだ。

「他のお店と比べると、通う頻度が多くないかしら？」

「イベントがあるからな」

　そう、ある時は出汁の取り方教室をやっていた。

　カツオブシと昆布で出汁を取り、それを試飲させてくれるのだ。

　つい買ってしまったが、それで作った味み噌そ汁は美味しかった。

　やはり、本格的な出汁は違うな。

　俺も自力で味噌製造まで辿たどり着いたが、フジバヤシ乾物店で売っている味噌には及ばない部分も多い。

　醤油も値段は高いが、俺はついそちらを使用してしまうのだ。

　このくらいの贅ぜい沢たくは、バウマイスター伯爵なのだからいいであろう。

「今日も、アキラが佃つくだ煮にを炊くというから試食に行くけど」

「そして、買ってくるわけね……」

「だって、俺が自分で作るよりも美味しいし」

　佃煮は難しい料理だ。

　誰にでも作れるけど、美味しく作るのは難しい。

　微妙な味加減で、あそこまで評価が変わる料理も珍しい。

　前世で老舗佃煮店の佃煮を貰って食べたことがあるけど、あれは美味しかった。

　俺も昔は自分で作って、オニギリの具にしたりご飯のおかずにしていたけど、フジバヤシ乾物店で売っている品の方が美味しいからな。

　種類も豊富で、店長であるアキラが独自の裁量でミズホから仕入れたり、自分で作ったりするのだ。

　大陸南方は米を食べるから、ご飯に合う佃煮は需要があった。

　オニギリの具やご飯のおかずとして一般庶民も食べたが、保存食として冒険者も買いに来るようになったのだ。

　魔法の袋を持つ魔法使いが入っていないパーティは、あまり豪勢な食事を用意できない。

　オニギリを持参したり、現地で米を炊いてスープを作りおかずは佃煮というケースが増えていた。

　材料がミズホ産の佃煮は高級品で高かったが、アキラがバウルブルクやその周辺で入手した材料で炊いた佃煮は安かったので、これがよく売れている。

「乾物店なのに、佃煮も出しているのね」

「その辺は、臨機応変なんだと思う」

「保存が利いて塩気も多いから、冒険者に最適なのは確かね」

「というわけで、俺はフジバヤシ乾物店に行く……行かねばならないのだ。イーナも来るか？」

「面白そうだから行ってみようかしら」

「あっ、あたいも行く！」




　イーナとカチヤを連れてフジバヤシ乾物店まで行くと、店先から佃煮を炊くいい匂いが漂ってくる。

　商売繁盛で急きゅう遽きょ従業員を増やしたようだが、佃煮を炊いているのはアキラ本人であった。

　男らしさを目指すとか言っているが、料理が上手で佃煮を炊くことまで得意とは、ますます女性と間違われそうである。

「と……なあ、イーナ、カチヤ。アレは？」

「ここで、予想すらしていなかった人が……」

「遠くからでも目立つなぁ……導師ほどじゃないけど、大きい人だからな」

「あの人の場合、体の大きさとか関係ないんじゃないかしら？　色々と目立つ要素が多すぎて……」

　お店の前には、二つの人の輪ができていた。

　一つは佃煮を作るアキラから試食を貰おうとする男性たちで、もう一つはアキラと同じミズホ服に身を包み、白いエプロンをしたキャンディーさんに佃煮を勧められている女性たちであった。

　いつの間に……というか、王都のお店は大丈夫なのであろうか？

「あらぁ、バウマイスター伯爵様じゃないの。イーナちゃんとカチヤちゃんも、いらっしゃい」

　さすがは元凄すご腕うでの冒険者というべきか。

　まるで獲物を見つけたかのように、すぐ俺たちに声をかけてきた。

「キャンディーさん、王都の洋品店の方は？とか、どうしてこのお店で？とか、色々と疑問があるんですけど……」

「王都のお店は、信頼できる店長を雇ったから大丈夫なの。王都でこのお店と同じことをしようと思っているの、私お料理も好きだから」

　キャンディーさんは、王都で偶然出会ったタケオミさんとのミズホ産食材の輸入交渉に成功し、フジバヤシ乾物店と同じような店を出す予定なのだそうだ。

　そのため、彼はこのお店に修業というか研修に来たのだと言う。

「料理も得意なのかぁ……」

「あっ、バウマイスター伯爵様、いらっしゃいませ。キャンディーさんに研修に来てもらっているんですけど、もう教えることはないですね」

「そうなんだ」

　裁縫もプロ級なのに、料理も得意とは……乙女というよりもオカンかも。

「それにしても、わざわざバウルブルクまで来たんですね。お金もかかったでしょうに」

　最近、魔導飛行船の数や運航便が増えた影響で少し運賃は下がったものの、やはり魔導飛行船による旅は高たか嶺ねの花なのは事実。

　日数的に考えてキャンディーさんが馬車などでここに来たとは思えないので、随分と気合を入れているんだなと思ってしまったのだ。

「私、冒険者稼業が長かったし、売れっ子だったからお金はあるんだけど、それは商売に必要だからちゃんと節約したわよ。知り合いの『瞬間移動』使いの人が所用でバウルブルクに行くって聞いたから、それに便乗したの」

「相変わらず顔が広いんだなぁ……」

　さすがは、元凄腕冒険者とでも言うべきか。

　カチヤが感心するだけあって、キャンディーさんの顔の広さには驚くばかりだ。

「（そして、女性にはもの凄くウケがいい）」

　エリーゼもそうだったんだが、最初女性はキャンディーさんの見た目に引くんだけど、この人、女性への細かい気配りが上手だから、すぐに仲良くなってしまうのだ。

　今も、商品を勧めながら、女性客たちと王都の最新ファッションの話や、ちょっとした服の着こなしやメイク、料理のコツなどの話で盛り上がり、同時に商品もよく売れていた。

　男性客はアキラで、女性客はキャンディーさんという分担が完璧になされ、お店には多くのお客さんが詰めかけていた。

「（いいコンビなのね）」

「（確かに……）」

　アキラとキャンディーさんは誰が見ても凸でこ凹ぼこコンビだったが、その息はピッタリ合っているように見えた。

「今売っているのって、新製品かなにかなのか？」

「バライソウの新芽です。キャンディーさんが勧めてくれたんです。地元の食材で安く仕入れられるものを聞いてみたら教えてくれまして。さすがは、元凄腕冒険者であちこち回っていただけありますね」

「新しい食材を、すぐにちゃんと料理できるアキラ店長こそ大した腕前よね」

　この二人、本当に相性がいいようだ。

　ちなみにバライソウとは、薬草と野草の中間にある植物であった。

　食べると胃腸にいいと言われており、これを乾燥させて胃腸薬として用いることがある。

　ただ、大陸南方では比較的大量に生えてるので、これを野菜代わりに食べる人が多かった。

　特に新芽が美味しく、しかも新芽を摘んでも一ヵ月もすればまた芽が出るので、冒険者は採取して料理に使ったりすることが多かったのだ。

「バライソウの新芽の佃煮かぁ……」

　俺では、その発想に至らなかったな。

「佃煮は、元々余った食材の保存のための料理ですから。試食をどうぞ」

「ありがとう」

「あたいも貰い！」

「私も」

　アキラが試食用の佃煮を配ると、店先はさらに多くの客で賑にぎわい始めた。

「どうぞ、美味しいわよ」

　最初、みんなキャンディーさんに驚くのだがすぐに慣れるというか、彼は人あたりがいいので、みんなすぐに気にならなくなるようだ。

「ちょっと苦味も残っていて大人の味だな」

「バウマイスター伯爵様って、噂うわさどおり新しくて美味しいものが好きなのね」

　キャンディーさんのところにまで、俺の噂は流れていたのか。

「成功のようですね。お酒のツマミとしてもいいかもしれません」

　今日は佃煮の特売と称して、多くの佃煮が並んでいた。

　アナゴ、シラウオ、イカナゴ、ウナギ、カツオ、マグロ、アサリ、ハマグリ、シジミ、カキ、昆布、海苔、シイタケ、土筆つくしなどは、ミズホからの輸入品なので高価だった。

　特に、マグロとウナギは高い。

　前世でも、百グラム数千円は普通にしたからな。

　まあ、俺は買うけど。

「ヴェル……あれは大丈夫なの？」

「あれ？」

「旦那、虫じゃないのか？　あれ？」

　この大陸には、ミズホ公爵領を除き虫を食べる習慣はなかった。

　イナゴ、蜂の子、ザザムシ、生糸を取ったあとのカイコの佃煮もあった。

　これは珍味の類たぐいなのでそれほど量は置いていないが、貴重なので購入することにする。

「ヴェル、大丈夫？」

「えっ？　美味しいけど？」

　見た目はちょっと女性受けしないが、イナゴの佃煮とか美味しいんだけどなぁ……。

「買ったから、あとで食べてみればいいさ。結構美味しいよ」

「私は遠慮しておくわ……」

「あたいも……」

　冒険者として、万が一食料が手に入りにくい状況になった時、虫食もできれば生き残れる可能性は高いんだけどなぁ……。

　イーナもカチヤも、虫を怖がる普通の女性だったというわけだ。

「美味しいけど、私も乙女だから虫は苦手なのよ」

　でも、ちゃんと試食はしているんだな……。

　キャンディーさんに虫が苦手だと言われても、説得力に欠けるというか……。

「ミズホ人でも、虫の佃煮を嫌がる人は多いですからね。逆に、もの凄く好む人もいますね」

　ここで、すかさずアキラが女性二人をフォローした。

　優しい男性はモテる……と思いたいが、アキラはあまり女性にモテないそうだ。

　そりゃあ自分よりも可愛い男性って、女性からしたらアイデンティティー喪失のピンチだものな。

　デートで一緒に町を歩いていても女性二人で遊んでいるようにも見えてしまい、デートだと思われないであろう。

「ここで採れるキノコを佃煮にしてみました。どうぞ。僕はまだこの地方のキノコに詳しくないので、キャンディーさんに判別をお願いしたんです」

「キノコは、野営の時によく採取して料理に使ったから詳しいの」

　アキラは、バウマイスター伯爵領で採れるキノコの佃煮も試食として出してくれた。

　キノコは判別が難しいのだが、ここでもキャンディーさんが活躍したようだ。

「美う味まい」

「ハミタケの食感もちゃんと残っていて美味しいわ」

「本当だ。ご飯が食べたくなるな」

　佃煮は、食材によって調味料の配合や煮方を変えないといけない。

　俺たちに出す前に色々と試作を重ねたようでとてもよく炊けており、イーナとカチヤも美味しそうに食べていた。

「魚は、小ブナとドジョウも試作しましたよ。どうぞ」

「これもいいな」

　共に、ここで仕入れた食材をアキラが自分で炊いた品で、安めなのでよく売れていた。

　試食をした客が、次々と佃煮を購入していく。

　パンに佃煮は合わないが、バウマイスター伯爵領は俺が田んぼを広げた影響で米食が多いから、おかずに購入していく人が多いのだ。

　やはり、アキラの商売の才能は凄いと思う。

　キャンディーさんも、冒険者としても凄腕で、商才もあるなんて。

「奮発してウナギの佃煮を買おうっと」

「俺はアサリの佃煮！」

　またも休憩時間にトリスタンたちが姿を見せ、佃煮を試食してから購入していった。

　どうやら、アキラの隣にいるキャンディーさんも気にならないほどの常連らしい。

　アキラから嬉しそうに試食品を受け取り、律りち儀ぎに品物を購入していく。

　今日は給金の支給日だから家族へのお土産という名目で、アキラに癒しを与えてもらっているようにしか見えなかった。

「トリスタンたち……家庭生活になにか問題でも？」

　まだ新婚なのに、家庭不和とか勘弁してほしい。

　相談とかされても、俺には対処できる経験値がないのだから。

「旦那、結婚して家庭を持って子供が生まれると色々とあるんだと。そっとしておくのが優しさってもんだぜ」

「かもしれないな……」

「そういうのってあるわよねぇ……」

　カチヤは、両親のそういうのを見ているから詳しいのであろうか？

　キャンディーさんは……彼は家庭持ちじゃないよな？

「そうだ、時雨しぐれ煮にもありますよ」

　次にアキラは、俺たちに時雨煮も勧めてきた。

　時雨煮とは佃煮の一種で、生姜しょうがを加えたもののことを言う。

　ミズホ公爵領にも存在し、ハマグリや魔物の肉を煮た商品が置かれている。

　試食してみると、牛肉の時雨煮とよく似た味だった。

　牛の肉質に似た魔物の肉を使っているものと思われる。

　勿もち論ろん、牛肉の時雨煮もあるが、家畜の肉はとても高いので一番の高値がついていた。

「とはいえ、これは買わないと損だな」

「結局、全種類買っちゃって……」

「いいじゃないか。長持ちするんだし」

　それよりも、好きな時に好きな佃煮を食べられる方が大切だ。

「魔法の袋に入れておけば、鮮度なんて関係ないじゃないか……」

「かといって、冒険者として外出している先で佃煮を作るわけにもいかない。佃煮のストックは必要なんだ。あっそうだ！　アキラ」

「はい」

「……こういう商品は作れないか？」

「……大丈夫だと思いますよ」




　アキラに新製品の試作を頼み、それが出来上がってから数日後、俺は久々に冒険者として魔の森に出かけていた。

　エリーゼたち女性陣は全員お休みで、今日はエル、導師、ブランタークさんで臨時パーティを組んでいる。

　建て直されて豪華になった冒険者ギルド魔の森支部では、同じく受付をしていた冒険者たちから大いに注目されてしまったが、導師は気にもしていないし、あの見た目と雰囲気なので話しかけてくる者もいなかった。

「冒険者の数は増えましたし、その質も上がりました。ですが、まだ需要を満たしていない肉や素材が多いですね。フルーツや薬草なども少し不足気味です」

「今日は狩猟がメインなのでな。採集の方は期待しないでほしいのである」

　受付を終えると、四人で魔の森の奥深くまで移動した。

「この森は、相変わらず魔物が沢山いるのである！　スレていないのも最高であるな！」

「スレてないって……釣りかよ……」

　魔物の数は多かったが、ほとんど導師が一撃で殴り殺してしまうので、俺たちはさほど忙しくなかった。

「これはとんだ盲点だったな」

　ブランタークさんもほとんど狩りに参加できず、魔法の袋から取り出した水筒の中身を飲んでいた。

「ブランタークさん、酒ですか？」

「いいや、俺は狩りの最中に酒は飲まん。嫁さんがお茶を淹れてくれたんだ」

　たまに破天荒な冒険者が飲酒しながら狩りをすることもあるが、超一流の腕前を持つブランタークさんレベルになると、いかなる隙すきも作らないというわけだ。

　イメージ的には、飲酒しながら狩りをしても不自然じゃないのだけど。

「ただ、このマテ茶は少し甘いのが欠点だな」

「でしたら、こちらはどうです？」

　俺は、魔法の袋から冷たくしたミズホ茶を入れた水筒をブランタークさんに差し出す。

「これはほどよい苦味で美味しいな。ミズホ茶か。冷たくできるとは思わなかった」

　ブランタークさんは、美味しそうに冷たいミズホ茶を飲み干した。

「ヴェル、こっちに魔物が来ないな」

「まあ、当然だよな」

　デストロイヤーな導師が魔物を殴り殺すとその周囲に死骸と血ち溜だまりができ、血に誘われた魔物がさらに集まってくるからだ。

　おかげで、こちらにはほとんど魔物がこなかった。

「ギルドの連中が、薬草と果物が不足しているって言っていたな」

「そっちを集めておくか」

　俺、エル、ブランタークさんの三名は、フルーツと薬草、キノコなどの採集を行ってお昼までの時間を潰した。

「腹が減ったのである！」

　そして、昼食の時間になった。

　大暴れをした導師はお腹が空すいたと言い……あれだけ暴れればお腹も空くであろう。

　加えて、俺たちがいるので食事を準備していないそうだ。

　導師の目が、誰が見てもわかるほどに飯を出せと言っていた。

「導師、なにがあるかわからないんだから、自分で飯くらい用意しておけよ」

「当然、非常食などの類は準備しているのである！　だが、普段は非常食に手を出さないのが常識である！　バウマイスター伯爵、某それがしはオニギリが食べたいのである！」

　オニギリが欲しいのか……。

　随分と逞たくましい某画伯のようだ。

「それが目当てですか」

　現在、バウマイスター伯爵領で活躍する冒険者の間で、オニギリが爆発的にヒットしていた。

　美味しく、食べやすく、具材に融通が利き、お腹がいっぱいになりにくいからだ。

　なんでも食べすぎればお腹いっぱいになると思うが、オニギリは食べる量の調整が行いやすい利点もある。

　ノンビリ食事がとれない時に、片手で食べられるのもよかった。

「いっぱい作ってあるからいいですよ」

　俺たちは『魔法障壁』の中で昼食をとり始める。

　大型の魔物が、張られた『魔法障壁』をガリガリと引っかくが、今日はあまり魔力を使っていないので余裕であった。

「オニギリは美味しいのであるが、某にはちょっと小さいのである」

　俺は普通サイズのオニギリを握らせたはずなのに、導師には物足りないらしい。

　数を食べてお腹を満たそうと必死だ。

「この甘じょっぱい具が美味しいのである！」

　導師は、昆布の佃煮が入ったオニギリをえらく気に入ったようだ。

「ミズホの食材ですよ」

「おおっ！　王都でも噂になっていたのである！　バウマイスター伯爵が、バウルブルクの乾物店の女主人に執心してよく通っていると」

「ちょっと待ってください！」

　俺が、アキラに懸想して乾物店に通っている？

　アキラが男なのはバウマイスター伯爵領では有名な話なのに、王都ではアキラは女ということになっているようだ。

「そんな噂になっているのですか？」

「そうである！　バウマイスター伯爵も普通の男であったと、みんな噂しているのである！」

　普通って……俺は今までどう思われていたのだ？

「導師、乾物店の店主は男ですよ」

　唖あ然ぜんとする俺に代わってエルが導師に事実を伝えるが、まさかそんな噂になっているとは思わなかった。

「なんと！」

　エルの説明に驚いた導師は、持っていたオニギリを一口で頬ほお張ばると、突然俺の両肩を掴んだ。

「バウマイスター伯爵、男色はよくないのである！　ホーエンハイム枢機卿に知られると事である！」

「俺は妻帯者ですし、乾物店には商品目当てで通っているんですよ！」

　俺が導師の誤解を解き終わる頃には、大量のオニギリはすべて導師の胃の中に納まっていた。

　そういえば、俺はまだ一つしかオニギリを食べていない。

　実は、俺をわざと動揺させて、その隙にオニギリをすべて食べてしまう作戦だったのか？

「俺の分のオニギリィ───！」

「ヴェル、パンならあるけど！」

「パンと味噌汁が合うかぁ───！」

「そんなことを言われてもなぁ……」

　今回は、アキラに試作を頼んだインスタント味噌汁も持参していた。

　フリーズドライは難しいので、味噌にイリコと昆布の粉末を入れて出汁代わりに、具材にはワカメ、水抜きした豆腐、ネギ、アサリなどが入っている。

　カップにスプーンで必要量を入れてからお湯を注ぐと味噌汁の完成というわけだ。

　フリーズドライではないので保存が面倒だが、俺の場合は魔法の袋がある。

　生味噌タイプのインスタント味噌汁でも、特に問題なく保存できた。

　調理の手間を省き、お湯を注ぐだけで温かい汁物が作れるというわけだ。

　ただ、この世界にはビニールもレトルトパックも存在しない。

　魔法の袋なしでの保存と持ち運びには色々と問題があるのだが。

「クソぉ！　このパンを使って味噌汁を豪華にするんだ！」

　味噌汁にクルトンは意外と合う。

　オニギリという主役をみんな導師に食べられてしまった俺は、パンを一センチ角ほどの大きさに『ウィンドカッター』で切り油にまぶしてから、火魔法をバーナーの形にしてこんがりと焼いていく。

　パンは香ばしいクルトンになり、それを味噌汁に入れれば、美味しい具材となるわけだ。

「カリカリのクルトンも、汁を吸って柔らかくなったクルトンもどちらも美味しい」

「伯爵様、俺は料理のために魔法のコントロールを教えたわけじゃないんだがな……」

「ブランタークさん、これも練習のうちですよ。飲むでしょう？　味噌汁」

「ああ。導師の奴、みんなの分までオニギリを食べてしまいやがって！」

　俺も、エルも、ブランタークさんも、オニギリ一つだけじゃ足りないので、クルトン入りの味噌汁でお腹を満たす羽目になってしまった。




「バウマイスター伯爵、某がいる時はもっとオニギリを準備するべきなのである！」

　そして肝心の導師はまるで悪びれた様子もなく、自分の分のクルトン入り味噌汁を豪快に飲み干すのであった。





　　　　＊＊＊






「このお店か。お土産を買って帰るかな」

「奥さんにお土産とか……ブランタークさんも変われば変わるものだ」

「エルの坊主、どうせお前も買って帰るんだろう？」

「まあ、今日は久々に儲かりましたからね」




　男四人による、『ドキッ！　男まみれの魔物殺りく大会』は終了し……殺りくは主に導師の担当で、俺たちはほぼ採集に集中していたが……金にはなったので、アキラの店でお土産でも買って帰ろうという話になった。

　俺は、今日飲んだインスタント味噌汁の感想を頼まれていたので、それもアキラのお店に寄る理由であった。

「導師、王都にはこういうお店はないのですか？」

「ミズホ資本の乾物店はあるのである！　だが、ここまで色々とやっていないのである！」

　大手資本による問屋のような乾物店で、普段料理をしない人が寄ってもなにも楽しくないそうだ。

　フジバヤシ家は小資本なので、お茶の試飲や、乾物を使った料理の製造と試食と販売、調理の実演などで客を呼んで販売するという、非常に小回りの利いた営業を行っているわけだ。

　ただ、タケオミさんにそれを思いつけるスキルはないので、アキラが独自にやっていた。

　若いのに、恐ろしいまでの経営手腕である。

　バウルブルクはこれからも拡大が期待できる場所ながらも、王都に比べれば客数で不利にもかかわらず大成功を収めていた。

「バウマイスター伯爵様、味噌汁はどうでした？」

「味はよかったよ。難点は予想したとおりだ。魔法の袋を持たない冒険者が気軽に持ち運べない点にある」

「やはり問題はそこですか。味噌なので日持ちはすると思いますから、小さめの容器に入れて必要量を匙さじでカップに入れるしかないですね」

　この世界には小分け包装とかはないので、そうするしかないというわけだ。

　現地で出汁を取ってから味噌汁を作るのは大変なので、この方法でも十分なはず。

「具材ももう少し研究したいと思います」

「あらっ！　ロンちゃんと、ブランタークちゃんじゃないの！　久しぶりぃ───！」

「「ロンちゃん？」」

「「げっ！」」

　俺とアキラが話を続けていると、店の奥からまだ研修と手伝いを続けているキャンディーさんが顔を出し、俺の傍にいた導師とブランタークさんに声をかけてきた。

　突然の再会に、歴戦の二人も珍しく驚きを隠せないようだ。

　そういえば、この店にキャンディーさんが研修に来ているのを二人に話すのを忘れてた。

　それにしても、キャンディーさんにかかると導師でも『ちゃん』づけなのか……。

「ブランタークちゃんも、ロンちゃんも、久しぶりなのに酷くない？」

「すまん、いきなりで驚いた」

　ブランタークさんはすぐに謝ったが、導師の方はいまだ再起動に成功していないようだ。

　昔世話になっていたので、頭が上がらないからであろうか？

　それともこの前の話になかった、なにか別の弱みを……その可能性が高いな。

「ロンちゃんって呼び方が凄いですね。〝一応〟王宮筆頭魔導師なのに」

「エルヴィンちゃんも何気に酷いわね。アームストロングだからロンちゃんよ。私がつけたあだ名なの。ロンちゃんは若い頃から冒険者としての実力が高かったけど、お坊ちゃん育ちで社会常識に疎い部分もあってね。私が少しだけ指導したの」

「……お久しぶりなのである……」

　ようやく再起動に成功した導師が、珍しく敬語でキャンディーさんに挨拶をした。

「やだぁ！　ロンちゃんったら珍しく真面目ね。それにしても、ロンちゃんも随分と大人しくなったものね」

「某は、昔から大人しいのである……」

　以前に聞いた話からすると、とてもそうは思えないのだが……。

　キャンディーさんと顔を合わせてから、導師は借りてきた猫のように大人しくなった。
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　若い頃のしくじり？　若気の至り？　を知られているので、彼に苦手意識を感じているようだ。

「（導師にも苦手な人がいたことが驚きだな）」

「（あれだけ世話になっていれば、仕方がないんじゃないか？）」

「（導師も、若い頃は色々とあったからなぁ……）」

　ブランタークさん、それは俺たちも知っているんですけど……。

「（でも、好都合だな）」

　昔世話になったとはいえ、導師がここまでキャンディーさんを苦手としていたとは、帰りにこのお店に寄ってよかった。

「キャンディーさん、導師の若い頃ってどうだったんですか？」

「そうねぇ……ロンちゃんが冒険者を始めた頃は同じパーティだったんだけど、見た目に反して綺麗な女の子を見るとすぐに惚ほれてしまってね。それでよくトラブルになるから、私や当時の仲間たちがフォローする羽目になって大変だったの。ほらぁ、ロンちゃんがお気に入りだったカフェの娘こ。もう娘さんが同じカフェで看板娘をしているわよ。あと、態度の悪い冒険者にすぐ喧けん嘩かを売ってしまうから、私が翌日警備隊の番所に迎えに行ったことが何度か……」

「もうこの辺でいいと思うのである！」

　どうやら、まだ沢山の俺たちには知られたくない過去があるようだ。

　導師は強引に、キャンディーさんの話を中断してしまった。

「キャンディー殿がこのお店で働いているとは……さぞや頼りになるはず。ところで店主殿、今日はなにをしているのであるか？」

「キャンディーさんとお知り合いなんですか。研修って名目で来ていただいているんですけど、もう僕に教えることなんてないんですよ。そこで新メニューの開発を手伝ってもらっています。ほら、バウルブルクには鮮魚店があるでしょう？」

「お久しぶりです」

「あっ！　召還魔法でパンツ取られたお姉さんだ」

「バウマイスター伯爵様、覚えていただけて光栄ですが、それは言わないでくれるとありがたいです……」

　王都にある有名な鮮魚店の支店がバウルブルクにできたが、その店主は魔導ギルドに勤めていたデリアであった。

　彼女は鮮魚店一家の娘で、魔導ギルドを辞めてこの地に鮮魚店を開いていた。

　以前、魔導ギルドのベッケンバウアー氏に、召還魔法で履いているパンツを奪われてしまったことを思い出す。

「やはり、ベッケンバウアー氏のセクハラが原因で？」

「それもないとは言いませんが……店の主あるじとして辣らつ腕わんを振るう。素晴らしいじゃないですか！」

「上を目指しての転職ってわけか」

　ベッケンバウアー氏は、たまにその言動に問題があるからな。

　頭はいいはずなのに空気が読めないというか、暴走するというか……友人の駄目さ加減を聞いたブランタークさんは、残念そうな表情を浮かべる。

「うちの店は、代々蓄えていた資金によって得た魔法の袋で、魚貝類を新鮮なまま保存できる点に強みがあります。バウマイスター伯爵領南端では、ナンポウマス、シイラ、カジキマグロ、マンボウ、カツオなどがよく獲とれて美味しいですね。あとは、大型のエビと貝類です。これは、王都の本店に運ぶと高く取引されるんですよ」

　魔導ギルドの職員は安定しているけど、それよりも自分の店を持って商売をした方が稼げるし、面白いというわけか。

「なるほど、婿を迎えて新しいお店を開いたわけであるな」

「いえ、まだ独身ですけど……」

　導師が余計なことを言うから、途端にデリア嬢の雰囲気が悪くなってしまった。

　彼女は二十代前半に見え、この世界だともうそろそろ結婚しないと周囲から色々言われてしまう年頃で、その手の発言にはご注意を、というわけだ。

「鮮魚店の店主が一緒ということは、なにか魚の加工品でも出すのかな？」

「はい、色々と試作していますよ」

　俺が淀よどんでしまった雰囲気を変えようとしてアキラに話題を振ると、空気を読んだ彼が素早く対応してくれた。

　商売が上手で料理も得意、気遣いもできる。

　もし女性だったら、きっといいお嫁さんになれると思う。

「魚を味噌漬けにしたのです。漬ける味噌もミズホは種類が多いですからね。色々と種類や配合を変えて試作しました」

「評判がよければ魚をもっと仕入れてくれると思うので、味見に来たんですよ」

「バウマイスター伯爵様たちもいかがですか？」

「楽しみだなぁ」

　魚の味噌漬けは、肉の味噌漬けと共に俺もよく作っている。

　俺も素人なりに研究と試作を重ねたが、やはりプロには勝てない部分もあるからな。

「あっそうか！　漬ける味噌を売ってもらえばいいんだ！　白味噌系もいいな。赤味噌も、この店ならあるはずだ」

　俺が手作りする味噌は、ごく普通の味噌のみだからな。白味噌、赤味噌の類には手が出せない。

　ミズホには西京味噌に似た味噌もあるので、これに脂の乗った魚の切り身を漬けると美味しそうだ。

「乾物店なのに味噌漬けなのか？　変じゃないか？」

「エル、細かいことを気にしてはいけない。一夜干しとかあるかもしれないじゃないか」

「そっちも試作しています。あとは、イカの塩辛とか練りウニとかもありますよ」

　それは、是非お土産に買って帰らないと駄目だな。

　そんな話をしながら、アキラは手際よく味噌漬けにした魚の切り身と、干した魚も七輪で焼き始めた。

　段々と、味噌や魚の身が焼けるいい匂いが漂ってくる。

「これは、酒も必要だな」

　ブランタークさんは、自分の魔法の袋から酒の入った瓶を取り出した。

　仕事中は飲まないが、常に持ち歩いてはいるというわけだ。

「これ、ミズホの焼酎だからな。きっと合うぜ」

「おおっ！　ブランターク殿、某にも！」

　酒の準備をしている間に味噌漬けと一夜干しが焼き上がり、二人はそれを貪むさぼるように食べてから用意していた焼酎を飲み干した。

「最高だな。この一杯のために生きているな」

「味噌漬けと焼酎は最高の組み合わせであるな！」

　人様の店先で、周囲の視線も気にせず勝手に酒盛りを始める中年オヤジ二人。

　このくらい図太くないと、超一流の魔法使いにはなれないのかもしれない。

「ロンちゃんも、ブランタークちゃんも、もういい年なんだからお酒は控えめにね」

「「はい（なのである）……」」

　ただし、酒量についてキャンディーさんに注意されると、すぐに大人しくなってしまう二人であったが。

「（ヴェル、完全におっさんだな）」

　エル、元々誰が見てもおっさんなので、今さらそれを指摘しても意味がないと思う。

「俺も少し貰らう」

「俺も」

　俺とエルは、あくまでも試食なので少しだけ食べさせてもらう。

　やはり、魚の身の質に合わせて味噌や他の調味料の配合を変えないと駄目なのだな。

　俺が作る味噌漬けよりも圧倒的に美味しかった。

「いい味ですね。これが売れたら、アキラさんもうちの魚を大量に仕入れてくれますよね？」

「はい、それは勿論。最初は捌さばける量に限りがありますけど」

「アキラさんは、お魚を捌くのも上手ですね」

「ミズホ人は魚が好きですからね。デリアさんもいい腕前をしていると思いますよ」

「稼業ですから」

　ちょっと年齢差があるように見えるが、この二人、随分と仲がいいようだ。

　もしかすると、将来結婚したりして。

「朝食に食べたいから、一夜干しと一緒に買って帰るよ」

「いつもありがとうございます」

「あの二人は……すまないな……」

　俺は購入した商品をアキラから受け取りながら、店の前で新商品の味噌漬けと一夜干しだけでなく、スルメを焼いたものや、魚の骨煎餅、焼き干しの炙りをツマミに焼酎を飲むオヤジ二人について謝った。

　二人を連れてきてしまったのは俺だから、責任の一端がないわけでもないからだ。

「いえ、いいヒントを得られましたから」

「ヒント？」

「はい」




　その時は意味がわからなかったのだが、数日後にアキラが言っていたことの意味が判明する。

「旦那様、フジバヤシ乾物店が規模を拡大したそうです」

「規模を拡大？」

「はい、立ち飲み居酒屋を始めたそうです」

　たまたまバウルブルクの町中に所用で出かけたリサが、乾物店の隣に、ツマミと酒を出す居酒屋がオープンしたのを教えてくれた。

「短期間でどんどんと増殖しておるの。大丈夫なのか？」

　テレーゼが店の規模を広げすぎではないかと心配しているようだが、立ち飲み居酒屋は王都でも盛況だからな。

　王都のは、俺が提案して営業させているのだけど。

「フジバヤシ乾物店経営の立ち飲み居酒屋だから、メニューが違うんだろうな」

　そこで差別化を図っているとなれば、そう失敗することもないと俺は予想していた。

　あと、キャンディーさんもいるのか。

「ちょっと様子を見に行くか」

「私も行くわ」

　お酒絡みということで、今度はテレーゼ、リサ、アマーリエ義姉さんを連れてフジバヤシ乾物店へと向かったが、確かに隣の空き家に立ち飲み居酒屋がオープンしている。

「バウマイスター伯爵様、いらっしゃいませ」

「いらっしゃぁ───い」

　乾物店はミズホから来た若い男性店員に任せ、アキラは立ち飲み居酒屋で酒とツマミを出していた。

　キャンディーさんも手伝っているが、この人はなにをしてもテキパキと動くよな。

　建築ラッシュが続くバウルブルクには労働者が多く、店は多くの客で賑わっている。

　ツマミと酒はミズホ仕様なので少し高かったが、これが酒の飲み過ぎを防ぎ、売り上げ単価を上げ、程度の悪い酔客を減らす効果を出していた。

「もの凄く商売が上手だな」

「そんなことはないですよ」

　アキラは謙遜するが、商売の才能で彼に敵かなう者は少ないと思う。

　俺が商売で成功したのは前世の知識を利用したからで、しかも俺はアイデアを出しただけで店を切り盛りしてはいない。

「お勧めを貰おうかな」

「今日は、水菜のお浸ひたしとヒジキの煮物がお勧めです」

　ほぼ和食の一品料理をツマミに酒を飲む。

　大人になったような気分で……俺も前世と合わせると随分な年齢だ。

　こういう雰囲気のお店が性に合ってきた。

「ヴェンデリン、お主も色々とあってこんな雰囲気のお店を好むようになったのか」

「テレーゼもじゃないか？」

　実はまだ二十をすぎたばかりのテレーゼであったが、元フィリップ公爵であったのは伊だ達てじゃないか。

　テレーゼは、リサ、アマーリエ義姉さんと同様、年長組という風に思われているからな。

「いいミズホ酒が置いてあるな」

「こういう野菜や海藻を材料にした料理は健康によさそうね」

　テレーゼはミズホ酒を美味しそうに飲み、アマーリエ義姉さんは水菜のお浸しにカツオブシと醤油をかけて食べていた。

　女性は美容やダイエットに興味があるから、野菜や海藻を多く使うミズホ料理は気になるのであろう。

「美味しい……」

　リサは、焼酎の原酒をストレートで飲んでいる。

　前に導師と飲酒対決をした時と同じく、まったく酔っているようには見えなかった。

「でも、これって乾物店と関係あるのかしら？」

「ありますよ。乾燥ヒジキとカツオブシは乾物店の商品ですから」

　鮮魚店が魚料理の店を開いたり、精肉店がステーキハウスや焼き肉店を開いたりなど、前の世界ではよくあったことだ。

　乾物店が乾物を使ったツマミを出して立ち飲み居酒屋をやってもおかしくはない……アキラも実は他の世界からの転生者？

　そんなわけはないか。

「ヒジキの煮物などは、お持ち帰りもできますよ」

　居酒屋で出しているメニューの大半が持ち帰り可能で、たまに酒を飲まずにツマミだけ購入して帰る客がいた。

「切り干し大根とニンジンと油揚げの煮物、ヤマイモとウナギの酢の物、大根とウサギ肉の梅煮、根菜のキンピラ、生湯葉とキュウリの白味噌和あえ、浅漬け、キノコとスルメのピリ辛煮、コンニャクとレンコンの炒め物、ナスの味噌炒め、らっきょうの酢漬け、菜の花のお浸し、昆布豆、ウドの和え物、ナンポウマスのマリネ、ちくわ、お手製揚げ物とはんぺん、ブリの照り焼き、イワシの酢煮、数の子、新鮮な魚のつくねとアラ汁、塩サバの焼き物、ハゼとタコの天ぷら、アサリの酒蒸し、イカとサトイモの煮物……随分と頑張っているな」

「種類が増えたから、半分くらい私が作ったわ」

　キャンディーさんは、これだけのミズホ料理をもう覚えてしまったのか……。

　彼が叶かなわないのは、本当に『真実の愛』だけなんだな。

「新鮮なお魚は、デリアさんから仕入れています」

　ミズホ料理というか、京都のおばんざいに近い料理が多い。

　値段を抑えるため、デリアの鮮魚店の他、地元の食材も仕入れてアキラが上手く調理している。

　彼が専属料理人ならよかったのに……。

「持ち帰りたい料理が多すぎる……」

　四人でツマミと料理をちょっと食べ、リサ以外は一杯だけお酒も飲んだ。

　屋敷ではエリーゼたちが夕食を用意しているので、これ以上は食べない方がいいな。

　ならば料理を持ち帰ろうと思ったのだが、どれにしようかと迷ってしまう。

　バウマイスター伯爵な俺は全種類大人買いでもいいのだが、食べきれないからな。

　魔法の袋に入れれば悪くならないけど、こういう料理は作りたてを食べたいというのが心情だから少しずつ購入した方がいいと思う。

「毎日一品ずつ違う料理を買って帰ればいいじゃない。あまり欲張っては駄目よ」

「そうですね」

　ここで売っているおかずは副菜扱いできるものが多いから、テーブルの端にそっと置けるし、朝食で食べるのが一番いいと思う。

「ヴェンデリン、お主は真にアマーリエの義弟じゃな。義姉の言うことをよく聞いておるではないか」

「テレーゼ、バウマイスター伯爵たる俺を子供扱いしてはいけないな。俺だって、一度に大量に料理を買って帰っても意味がないってわかっていたさ」

「お主は、自分が好きなことが絡むと途端に子供のようになるからの。全部欲しいと言うのではないかと思ったわ」

「さすがにそれはないって。そうですよね？　アマーリエ義姉さん」

「ごめんなさい……実はそう思ったから忠告したの」

「……」

　テレーゼとアマーリエ義姉さんは、俺を子供扱いすることが多くなったな。

　これでも、父親となって威厳も出てきたと思うのに。

「リサ、お主はお主でマイペースじゃの」

「このお酒、美味しいですね」

「こんな強い酒、ストレートでひと瓶飲み干すのはリサくらいじゃぞ。フィリップ公爵領産のアクアビット並みの酒精量じゃからの……」

　それもあるが、確か前に酒は飲めるけど苦手だと言っていたような……。

「このお酒は美味しいですね」

「ミズホでも有名な米焼酎ですが、すっきりとした飲み口で評価が高いんですよ」

　アキラの説明に、リサは納得したように頷うなずいた。

　酒飲みなのに酒が好きではない彼女が、初めて見つけたお気に入りの酒というわけだ。

「持ち帰りで一本下さい」

「お買い上げ、ありがとうございます」

「酒も売っているのか？」

「ええ、ミズホの酒だけですけど。結構人気ですよ」

　乾物店、佃煮店、居酒屋、酒店、総菜店。

　わずかな期間で順調に店の規模を拡大させていくアキラに、俺は畏敬の念を覚えてしまうのであった。




「今度、ミズホ茶とミズホ菓子を出すお店もやるんだってさ」

「また店を広げたのか……人員とか大丈夫なのか？」

「ハルカがお義兄さんから聞いた話によると、売り上げがいいから応援を送ったって。売り子は、ここで採用しているって。競争率が高いらしいぞ」

「そうなの？」

「普通の喫茶店やお店の売り子と待遇に差はないけど、制服が独特で人気があるんだよ」

　アキラが店主をしているお店がまた規模を拡大するらしい。

　看板はいまだに『フジバヤシ乾物店』のままだが、乾物店はすでに一部門でしかなくなっていた。

　ミズホ食品専門の小さな総合商店みたいになっており、わざわざ遠方から魔導飛行船で買い物に来る金持ちまで現れるようになった。

「タケオミさん、いらなくねえ？」

「元々、口は出していないんだと。あの人が口を出すと潰れそうだからいいんじゃねえ？」

　そういえば、最初の挨拶以降、こっちに来ていないな……。

　アキラは親戚だし、『あとは全部任せた。責任は全部俺が取る！』ってタイプなのだろうか？

「ミズホ服の制服が人気かぁ……」

「大半の店員は嫁入り前の女の子だからな。変わった制服でアピールしたいんだろう」

　嫁入り前の女子がお店で店員をする理由の一つに、お客さんと知り合うというのがある。

　それなりの収入がないと常連にはなれないので、ちょっと裕福な夫を探したいという女性に人気なわけだ。

　競争率が激しい人気店もあり、そういうお店の店員はほぼ全員可愛かった。

「フジバヤシ乾物店は、商品が少し高いだろう？」

「輸入品が多いからな」

「制服も変わっていて、そういう女子には大人気というわけさ」

　他のお店の制服であるメイド服や洋服よりも目立つ、という点が人気の理由らしい。

　確かにおかずを買いに寄ると、段々と綺麗な女性店員が増えていっているような……。

「綺麗な子が多いけど、なぜか一番人気はアキラだけどな」

「それはどうかと思うけどな」

　アキラが男性なのはバウルブルクでは周知の事実となっていたが、それでも彼目当てで店に通う男性が多かった。

　彼らは商品を購入してからアキラと少しお話をし、満足して家路につく。

　癒し系の男の娘こであるアキラか……。

「アキラといえば、ヴェルも楽しそうに買い物をしているじゃないか」

「俺は純粋に商品目当てだって」

　一日に食べられる量が限られているため、なにを買うか迷ってしまうのだ。

　だから、アキラに一番のお勧めを聞くのは間違った行動ではない。

「俺がアキラに執心とかいうでたらめな噂が広まったらどうするんだよ」

「教会がうるさそうだな」

　そんな話をしていたら、突然魔導携帯通信機から着信音が鳴る。

　急いで出ると、連絡してきたのはホーエンハイム枢機卿であった。

「ホーエンハイム枢機卿、なにか緊急の用事でも？」

　選挙も無事に終わったし、暫くは公の用事はないはず。

　またフリードリヒに会いたいとか？

『婿殿、噂によると婿殿は男性に執心しておるとか？』

「はい？」

『女性ならばいいが、男性はいかんぞ。婿殿は名誉司祭なのだからな』

　俺が男性に執心？

　アキラのお店に通っているだけなのに？

　ちょっと前まではアキラを女性と間違えて、俺が愛人にでもしようと執着しているという噂が流れ、今度は男色疑惑かよ……。

　前世と違って進歩した情報伝達手段が少ないから……前世でも普通に胡う散さん臭い噂やゴシップは流れていたか……本当に人の噂とは恐ろしい。

「あのですね……」

　俺は長時間、ホーエンハイム枢機卿に事実を説明して男色疑惑を解く羽目になってしまう。

『婿殿はなにかと注目される身。そのお店に行く頻度を落としては？』

「それは無理です」

　だって、定期的に通わないと突発のイベントを逃すことになるのだから。

『しかしだな、婿殿』

　俺とホーエンハイム枢機卿は、フジバヤシ乾物店にどのくらいの頻度で通うべきかを長時間論議してしまった。

　まさしく、魔導携帯通信機の魔力と時間の無駄使いである。

「エリーゼは微み塵じんも疑っていないのですから」

『エリーゼがなにも言わないのであればワシがあれこれ言う必要もないか……しかし、なぜその店にそこまで通うのだ？』

「美味しいものが多いからです」

『婿殿らしいというか……』

　まさか、前世を思い出すからとは言えず、ただアキラのお店の商品が好きだからとホーエンハイム枢機卿に説明するのであった。





　　　　＊＊＊






「金きん目めの煮付けですね。今日の金目はフィリップ公爵領近海で獲れたもので高価ですけど、脂が乗って最高ですよ」




　日々、謎の拡大を続けるフジバヤシ乾物店。

　すでに乾物店の割合は大分下がっていたが、アキラは店名を変えなかった。

　オーナーであるタケオミさんがそんな細かいことを気にするはずもないから、間違いなくこのままだと思う。

　アキラは、乾物を使った料理と惣そう菜ざいのお店のメニューを増やした。

　デリアの鮮魚店から仕入れた魚を使い、焼き物、煮付け、から揚げ、天ぷらなども販売している。

　練り物も色々な種類が販売され、これも多くの人が購入していた。

　アキラ一人だと限界があるので、いつの間にかミズホ人の調理人が大幅に増えている。

　俺とエリーゼは、仲良く二人で鍋を持って『金目鯛だいの煮付け』を買いに来ていた。

　美味しい総菜店ができて買いに来る頻度が増えたが、前世のようにビニールやプラスチックの容器がないのだけは不便だな。

　空の鍋や皿を持参して購入しているが、これを地球の人が見たらエコだと絶賛するかもしれない。

「バウマイスター伯爵様、実は僕、結婚することにしまして」

「えっ！　マジで！」

　このところの急速な規模拡大でアキラも忙しいはずなのに、いつの間に女性と知り合ったのであろうか？

　もしかすると、ミズホに婚約者がいたとか？

「随分と急なお話ですね」

「僕もそう思うのですけど、こういうことはタイミングですからね」

「そうかもしれませんね。お二人の未来に神の祝福があらんことを」

「ありがとうございます、エリーゼ様」

「それで、相手は誰なんだ？」

　アキラと結婚する女性……もの凄く美人か、逆に男らしい人かもしれないな。

　アキラが女性っぽいから、それで案外バランスが取れるかもしれない。

　となると、キャンディーさんみたいな人？　って、キャンディーさんは心は女性でも、体は純然たる男性だからなぁ……。

　まさか……そのまさかじゃないよね？

「僕の奥さんになる人はデリアさんですよ」

「意外……じゃないな」

　魚の取引で毎日会っているし、店舗も住んでいる場所も近いから、ある意味必然とも言えるか。

「お店の女の子の誰かかと思った」

「縁のある子はいませんでしたね」

　フジバヤシ乾物店に勤めている女の子たちからすれば、アキラは稼ぐから条件のいい男性だが、見た目が誰よりも可愛らしく料理もプロレベルとなると、敬遠してしまうのかもしれない。

　その点、デリアは毎日顔は合わせても距離感があるから、それが逆によかったのかも。

「そうか、おめでとう。あとでお祝いを贈るよ」

「お気遣いいただきありがとうございます」

　結婚式に出席してもいいのだが、俺は領主だからな。

　あまりにフットワークが軽いと、軽く見られてよくないとローデリヒが言うはず。

　いい飯も出そうだから出席したいな……アキラはタケオミさんの親戚だから俺が出席してもいいような気もする。

　屋敷に戻ったら、その辺も聞いてみるか。

「二人とも店主だから大変そうだな」

「その点はデリアさんのお父さんが配慮してくれて、応援の人手を王都から送ってくれるそうです。その代わり、最低でも子供は二人と釘を刺されてしまいましたが」

　アキラはタケオミさんの親戚ながらも雇われ店長なので、実はデリアの鮮魚店に婿入りしてもおかしくはない。

　包丁捌きも達人級なので、鮮魚店でも十分に通用するであろう。

　ただ、もしそうなるとタケオミさんがドル箱であるフジバヤシ乾物店の名物店長を失ってしまうわけだ。

　アキラはご覧のとおりの凄腕なのでいつでも独立できると思うが、彼は子供の頃からタケオミさんに刀を習っており仲もよかった。

　結婚即独立ということはしないで、まずはフジバヤシ乾物店をフランチャイズ化してからとなった。

　その後、フランチャイズ化したフジバヤシ乾物店は問題なく繁盛し、ミズホ産食材を卸しているタケオミさんは引き続き安定した儲けを得られるため、特に揉もめもせずにアキラは独立できた。

　独立した以上は店を継ぐ跡取りが必要だが、デリアの鮮魚店にも跡継ぎが必要なので子供は最低でも二人と言われているそうだ。

　ここで夫婦して働き詰めで子供が生まれないと困るので、デリアの父親はベテラン店員たちを送り込んで鮮魚店を任せ、新婚生活をサポートするわけだな。

「両方ともお店が残ってよかったじゃないか。それにしても、姉あねさん女房かぁ」

「えっ？　僕の方が年上ですよ」

「「ええっ！」」

　デリアの見た目は二十二、三で、アキラはどう年上に見ても俺たちと年齢差がないはず。もしかしたら年下かもと思っていたのに、デリアよりも年上だというのだから驚きだ。

　エリーゼも俺と同じように思っていたようで、思わず一緒に叫んでしまった。

「ちなみに、アキラっていくつ？」

「もうすぐ二十三です。デリアさんは二十一ですね」

　俺とエリーゼは、アキラの結婚よりも彼が実は二十三歳だという事実に驚きを隠せなかった。




「アキラの年齢ですか？　はい、確かに間違いないです。アキラは子供の頃、兄様とよく遊んでいましたから」

　夕食の席でハルカにアキラの年齢を尋ねると、確かにもうすぐ二十三歳であるという。

　本人が嘘をつくとは思えなかったが、アキラは威厳のある男性になりたがっていたから逆サバを読む可能性は十分にあるなと、念のため確認してみたのだ。

「アキラが威厳のある男性になれる日は遠そうだな」

　エルの言うとおりで、まず見た目が誰が見ても美少女なのがよくない。

　それに加えて、童顔である事実まで判明してしまった。

　また、本人以外で、威厳がどうとかっていうのを望んでいる人がいないというのもあった。

　男性客が癒しを求める男、それがアキラなのだから。

「俺とハルカは、結婚式と披露宴に招待されているな」

「ちくしょう、俺も行きたい……」

「それは難しいだろうな」

　いくらお気に入りのお店の店主同士の結婚式とはいえ、バウマイスター伯爵である俺が出席してしまうと、色々と問題があるわけか。

　まさか、貴族としての地位が俺の行動を縛るとは……。

「ふと思いついたんだが、バウマイスター伯爵領に住む謎の冒険者ヴェルが、懇意にしているお店の店主から披露宴に招待されたというシナリオはどうだ？」

　前世で、まだ元気なはずのお爺じいさんがテレビで観ていた時代劇と同じだ。

　遊び人が奉行だったり、貧乏旗本の三男坊が実は将軍様だったりと。

　俺もこの手でいけば、披露宴に出るくらい余裕だと思うんだ。

「いや、ヴェルだって一発でバレるから」

「そうですね。バウマイスター伯爵様のお顔を知らない領民は非常に少ないと思いますよ」

　俺が考えた『世を忍ぶ仮の姿作戦』は、実行前にエルとハルカによって否定されてしまった。

「第一、なぜそんなに式に出たいんだ？」

「勿論、二人の結婚を心から祝うためだ」

　新鮮で美味しい魚を売ってくれるデリアと、乾物店から色々と派生して美味しいものを作って販売してくれるアキラ。

　この二人が夫婦になれば、俺はさらに美味しいものが食べられるようになるであろう。

　祝って当然だと俺は思うのだ。

「お前、もう一つなにか企たくらんでいないか？」

　エルの奴、俺のもう一つの目的に気がついたか……。

　あの二人の披露宴だから、さぞやいい飯が出るであろうという俺の考えを見抜きやがった。

「披露宴で出る飯が目当てか？」

「ミズホ料理と、いい魚があるから魚料理も期待できるのに……」

　普通、披露宴の飯は微妙なことが多いけど、食べ物を扱う二人の披露宴となれば宣伝も兼ねてこだわりの食事が出るはずだ。

　それが食べられないなんて、人生の大きな損失じゃないか！

「祝儀なら十人分でも出すぞ」

　俺はバウマイスター伯爵、その身分に恥じない祝儀は出させていただくぞ。

「いや、そういう問題じゃないから……エリーゼ、あんぽんたんな旦那に説明してやれ」

「お二人の式にあなたが出席してしまうと、主役がどちらかわからなくなりますし、みなさん緊張してしまいますから。花嫁と花婿さんも同じですよ」

「俺は、謎の冒険者ヴェル！」

　俺はバウマイスター伯爵などではなく、ちょっと魔法が使える冒険者なのさ。

「ですから、それは無理です」

　エリーゼにも駄目だと言われてしまった。

　クソッ、もっといい手はないのか？

「エリーゼも、謎の冒険者ヴェルの妻として出席するんだ」

　夫婦になってしまえば、さぞやいいカモフラージュになるはず。

「夫婦だと余計に目立ちますが……私もそれなりに顔を知られていますので……」

　俺は奥さんの数が多いけど、エリーゼはその中でも一番の有名人。

　謎の冒険者ヴェルの妻という設定は難しいか……。

「あのぉ……私がアキラに頼んで、料理を取っておいてもらいましょうか？　宣伝も兼ねて大勢の招待客を呼ぶと思うので、料理は大量に作るはずです」

　いい案が思い浮かばずに悩んでいると、俺たちの分の料理も取り置きしておきましょうかとハルカから提案があった。

　なるほど、その方法はとんだ盲点だったな。

「ナイスアイデアだ！　エルもそのくらいは思いつかないとなぁ……」

　ハルカの内助の功は素晴らしいけど、肝心のエルが駄目駄目であった。

　そのくらい、エルが思いつかないといけないのに……。

「なんかムカつくな。ヴェルも思いつかなかっただろうが。披露宴の飯が気になって」

「いいじゃないか。いい飯が出る披露宴はみんなの記憶に残るいい披露宴になるんだから」

　美味しい料理を食べながら二人の門出を祝う。

　ここで飯が不ま味ずいと、飯が不味かった記憶の方が優先されてしまうからな。

「すげえ屁へ理屈……まあいいや。ヴェルの分の祝儀も預かって、食事は屋敷に運んでもらうから」

「それならば」

　披露宴には出席できないが、同じ食事を楽しめるのならば、これ以上子供のように文句を言ってはならない。

　ここは、大人の対応に徹しようと思う。

「ところで、ウェディングケーキは切り分けてもらえるのかな？」

　ヘルムート王国でも、披露宴でウェディングケーキを出すことが多かった。

　ケーキ入刀はなかったけど、参加者全員に配られる数は準備するのが常識だったのだ。

　ということは、俺たちにもケーキがないと不自然というものだ。

「お前は子供か！　ハルカがちゃんと伝えてあるから大丈夫だよ」




　結婚式とそれに続く披露宴に参加するため、エルとハルカは正装して教会へと出かけていった。

　結婚式はバウルブルクにある教会で行われる。

　アキラは信者ではないのだが、そこは日本人に似た気質を誇るミズホ人。

　上手く合わせるくらいは普通にできるようだ。

「飯が楽しみだな」

「ヴェル、ここはアキラとデリアの結婚を祝うのが先じゃない」

「ヴェル、食事会じゃないんだからさぁ……」

　イーナとルイーゼは、デリアと同じく召還魔法で下着を奪われた仲だものな。

　連帯感があるというわけだ。

「勿論、二人の門出はちゃんと祝うさ」

　祝うけど、いい飯があればもっと祝えるじゃないか。

　そう思っていると、フジバヤシ乾物店から大量の料理とデザートのケーキが届いた。

「予想どおりだ！」

　様々な種類の刺身に、大きな鯛の塩焼き、天ぷら、カニ、鯛飯など、豪華なミズホ料理に加えてヘルムート王国の料理も材料が高品質になっていてとても美味しかった。

　披露宴に出席した人たちへのいい宣伝になったであろう。

　ケーキはチョコや魔の森産フルーツをふんだんに使った品で、これも全員に好評だ。

「ヴェンデリン、披露宴に出ていたら客への対応で碌ろくに食べられなかったかもしれないぞ」

「ということは、これでよかったというわけだな」

　俺たちは赤ん坊の世話の合間に、心ゆくまで豪華な料理とデザートを堪能したのであった。





　　　　＊＊＊






「いらっしゃいませ」

「あれ？　もう仕事か？」

「はい、新婚旅行にはもう少し落ち着いてから行こうかという話になりまして」

　無事に結婚式を終えたアキラとデリアは、三日ほど休んでから仕事に復帰した。

　デリアは鮮魚店を王都の本店から来たベテラン店員に任せ、自分は惣菜店の手伝いに入っている。

　デリアは魚を捌けるので即戦力となっており、アキラと二人で楽しそうに調理作業をしている。

　二人とも女性に見えて、ちょっと夫婦には見えないけど。

「デリアは魚を捌くのが上手ですよね」

「それは俺も思った」

　魔導ギルドで、北方から召喚した海の幸を見事な腕前で捌いていたからな。

　なるほど、支店を任されるだけの腕前はあるというわけだ。

「また忙しくなる予定なので、デリアの助けがあってよかったです」

「ああ、キャンディーさんはもう王都に戻ったんだっけ」

　元々、王都にミズホ産食材の販売や、それを使用した料理などを販売するお店を出すため、研修でここに来ていたからな。

　予定していた研修日程が終了し、洋品店のこともあるので、二人の結婚式の直後に王都に戻っていたのだった。

「キャンディーさんがいないと余計に大変だから、デリアに手伝ってもらっているというのもありますね」

「研修とはいっても、すぐ主戦力になっていましたからね」

　確かに、キャンディーさんは料理の腕前もプロ顔負けだったからな。

　ああ見えて食べ物の味にうるさい導師が褒めるほどなのだから。

「だからというわけではないのですが、キャンディーさんに負けないよう、また新しい店を出そうかと」

「あのさ、さすがに短期間で店を広げすぎじゃないか？」

　アキラの能力は凄いと思うが、少し急ぎすぎじゃないかと思うのだ。

「規模を広げるのはこれで終わりですよ。それに、新しい店にはほとんど手間がかかりませんから」

「どういうことだ？」

「ああ、それはですね……」

　アキラが計画していること。

　それは、精肉店、鮮魚店、青果店、乾物店、総菜店、食堂、居酒屋、その他食品店から生活雑貨を売る店まで。

　色々なお店を一ヵ所に集めて利便性を追求した……あれ？　この経営形態って……。

「（総合スーパーの走りか！）」

「王都では難しいですけどね」

　デリアの言うとおりで、王都でスーパーに似たお店の経営は難しいと思う。

　なぜなら、それぞれのお店にギルドがあって、彼らの権利が強く守られているからだ。

　その点、新興の貴族領で各種ギルドが完全に根を張っていないバウルブルクならば可能というわけか。

「なるほど、だから急ぐのか」

「先に作ってしまえばいいのですから」

　そんな理由で、アキラによりバウマイスター伯爵領にスーパーマーケットのような店舗が誕生した。

　一ヵ所で必要なものがすべて揃い、わざわざ他のお店に買い物に行く必要がないので大盛況となり、沢山の客が集まるので店たな子ことして入っている精肉店や青果店などにも好評であった。

　フジバヤシ乾物店はオーナーとして家賃でも稼ぎ、後世、大陸中に店舗を持つ総合食料品店『フジバヤシ屋』の礎となるのであった。




「なんか知らないけど、儲かっているな。赤字じゃないからいいか」




　ただ、フジバヤシ乾物店の躍進にオーナーであるタケオミさんはまったく関わっていなかった。

　完全に人任せで、ある意味大物だと思うとエルが語っていた。





第七話　人類は麺類（前編）







「はい、どうぞ。まだいけますか？」

「大丈夫だ」

「じゃあ、おかわりをいきますよ」




　新蕎そ麦ばの季節だという理由で、フジバヤシ乾物店はミズホから職人を呼んで臨時に蕎麦店を開店させた。

　アキラのお店にはイベント用のスペースがあり、今後は寿司職人を呼んだり、餅つきをする計画だそうで、これは是非行かねばなるまい。

　今日はお店の定休日であったが、アキラが蕎麦打ち職人たちを連れてバウマイスター伯爵邸で蕎麦を振る舞ってくれた。

　俺は領主であり、常連中の常連なので、たまにはこのような無理も聞いてくれるというわけだ。

　こういうところだけは、貴族になってよかったと思う。

　お店の規模を広げた時に、俺が領主として手続きなどで協力したから、そのお礼も兼ねているのだろう。

　アキラが連れてきた職人たちは次々と蕎麦を打ち、茹ゆでてから水で締めて仕上げていく。

　掛けと盛りを自由に選べ、蕎麦だけじゃなく天ぷらも揚げてくれた。

　普段お店で出している惣そう菜ざいなども並び、蕎麦を食べながら自由につまむことができる。

　前の世界ではそうでもないけど、この世界ではちょっとした贅ぜい沢たくであった。

「相変わらず、導師は食うなぁ」

「本当、食ったものはどこにいっているんだ？」

　この日はブランタークさんと導師も招待されていたが、導師は既に三十杯以上も蕎麦をおかわりしている。

　彼は盛り蕎麦が好みのようで、一枚を一、二分で食べてしまう。

　そのせいで職人たちが大忙しであり、エルとブランタークさんも導師の食欲に呆あきれていた。

「まあ、ヴィルマには負けるけど……」

　そう、うちにはヴィルマがいる。

　子供を産む前は少し……それでも凄すごかったが……食欲が落ちていたが、今ではすっかり元どおりであった。

　彼女もおかわりを連発し、職人たちをさらに忙しくさせている。

「ヴィルマ、美お味いしいか？」

「美味しい」

「やはり、蕎麦は美味しいな」

「ヴェル様は、そこまで蕎麦好きだった？」

「この食べ方が好きなのさ」

「私もそう」

　蕎麦は大陸中で栽培されているが、日本風の食べ方をしているのはミズホ公爵領だけだ。

　他ではお粥かゆに入れたり、パスタやクレープにしたり。蕎麦は痩せた土地でも作れるので米や小麦の代わりというわけだ。

　日本の蕎麦の産地も、稲作が難しい土地が多かったからな。

　前世で、『有名な蕎麦の産地ってことは、昔は貧乏だったって証拠だ。地元の人に言うと怒られるけどな』と、蕎麦好きな取引先の社長が言っていたのを思い出す。

「導師は、ヴィルマに張り合わなくなったな」

「いや、さすがに勝ち目がないのである」

　導師ももの凄く食べるけど、あくまでも常識の範囲……でもないか。

　ヴィルマの場合は英雄症候群という生来の事情があるから、いくら導師が努力をしても、食べる量でヴィルマに勝てるはずがないのだ。

「職人を呼べるのは今だけですけど、お店に乾麺と出だ汁し入りのツユを置くのでよろしくお願いします」

　みんながお腹いっぱいになったところで、さり気なくアキラが宣伝をした。

　乾麺とツユは前にミズホで購入していたが、そろそろ在庫が危うくなってきたからな。

　現地に買いに行こうかと思っていたところなので、ちょうどよかった。

　打ち立てには負けるけど、乾麺の方が簡単に作れて便利だから、常備するなら乾麺だな。

　普通の蕎麦だけじゃなく、茶蕎麦や布ふ海の苔りが入ったへぎ蕎麦もあって、色々と楽しめるのがよかった。

　ミズホ公爵領は、本当に日本によく似ている部分が多い。

「蕎麦はどこでも作れるから、そのうちミズホ式の蕎麦を出すお店ができるかもしれませんね」

「それはあるかもな」

　蕎麦打ちは集中して練習すれば、意外と短期間である程度の腕前になる。

　前世でも、定年退職したお父さん向けに蕎麦打ち講座があった。

　田舎に行くと、蕎麦やうどんを打つのが上手なおばあちゃんとかも結構いたし。

　うどんも美味しそうなので、今度はうどんを打ってもらおう。

「この前のお休みの時、デリアとレストランに行きまして。その時に、生パスタを手打ちする腕のいい職人さんがいたんですよ」

　夫婦でお休みの日にデートか。

　夫婦というよりも女性二人組に見えるけど、夫婦仲がよくてよかった。

「ローレックの店だろう？　あそこの生パスタは美味しい」

　ヘルムート王国において一番食べられている麺はパスタであった。

　土地が貧しい地方には雑穀や蕎麦を使ったパスタもあり、美味しいパスタを打つ技術があれば、少し練習すれば蕎麦もいけるであろう。

「彼と仲良くなりまして、今度蕎麦打ちを教えることにしたんですよ」

「いいのか？」

　蕎麦打ちの技術を、そんなに簡単に教えていいのであろうか？

　この世界でも技術の独占は富の源泉であり、簡単に人に教えるのはどうかと思ってしまうのだ。

「蕎麦はヘルムート王国でも作れますが、ツユの材料である昆布とカツオブシはミズホが独占していますからね」

　ミズホ式の蕎麦を普及させ、ツユの材料である醤しょう油ゆ、カツオブシ、昆布でフジバヤシ乾物店が儲もうけるというわけか。

　恩を売りつつ、自分も稼ぐ。

　やはりアキラは商売が上手だ。

「新しい味のパスタも提案したら、彼も乗り気でしたよ」

　ということは、これからはローレックの店でもミズホ風パスタがメニューとして出るというわけだ。

　昆布、干しシイタケ、醤油、明めん太たい子こ、納豆、青ジソなどが具として使われる可能性が高い。

　ウニ、イクラ、アワビ、シャケなどが使われた海鮮系パスタもいいな。

　これは楽しみだ。

　人気が出たら、具材を卸すアキラが儲かるという仕組みなのであろう。

　なんというＷＩＮＷＩＮな関係であろうか。

　やはりアキラは、俺よりも商売の才能があるな。

「乾麺なら、立ち食いや屋台でも出せますしね。天ぷらやオニギリも売ればいい商売になりますよ」

　そこまで考えているとは、さすがはアキラとでもいうべきか。

「乾麺の需要が増えれば、ミズホから輸入しないでここで製造すれば原価を落とせますしね。高級品はミズホ産という住み分けも可能です。ところで、バウマイスター伯爵様にお願いがあるのですが……」

「聞ける願いなら聞くよ」

　アキラは、俺に美味しいものを沢山提供してくれるからな。

　多少の願いくらいは……決してアキラが可愛かわいいからじゃないぞ。

「現在の王都は、急速に食文化が進化しているとか？」

「そうらしいな」

　一緒に商売をしているアルテリオさんから聞いたのだが、俺がパクって普及させた醤油、味み噌そ、その他大量の調味料や新しい料理に、ミズホ文化と食品の普及も相まって、王都の飲食店は熾し烈れつな競争になっているらしい。

　アルテリオさんが手がけている店は順調だが、それでも人生なにがあるかわからない。

　『調子のいい時は、没落の入り口でもある』と、前世で我が社の社長が俺たちに訓示を述べていたが、それがなかなか給料が上がらない原因にもなっていたからなぁ……。

「僕も、王都の飲食店を調べたいのです」

「市場調査ってわけか」

　飲食店を長く続けるのは大変だ。

　前世では、開店してから五年以内に七割以上の店が潰つぶれるのが当たり前だったからな。

　テレビで『お客さんが殺到！』と紹介された店がすぐに潰れてしまったりと、飲食店もなかなかに大変なわけだ。

「バウマイスター伯爵様の魔法で連れていってほしいのです」

「いいよ。俺も王都の飲食店に行ってみたいから」

「ありがとうございます」

　俺がオーケーを出すと、アキラは満面の笑みを浮かべて俺にお礼を述べた。

　相変わらずの可か憐れんさに俺はちょっと心臓がドキドキしてくる。やはりどう見ても美少女にしか思えないな。

「ヴェルは、アキラがお気に入りみたいだね」

「その言い方は誤解を招くと思うけど……」

「本当に誤解かな？」

「誤解に決まっているじゃないか」

　俺の心情を見透かすかのようにルイーゼが意味あり気な表情を向け、それを俺が懸命に否定する。

　だが、本当にそうではないのかいまいち自信が……あるに決まっているじゃないか！

　こうして俺たちは、アキラと共に王都に出かけることになるのであった。





　　　　＊＊＊






「それじゃあ、出発するか」

「はい」




　数日後、俺たちは王都にある飲食店の視察に出かけることになった。

　公式な名目は、『バウマイスター伯爵領における飲食産業発展のための視察』というものだ。

　俺も伯爵になったので、ただ色々な飲食店を巡りますでは、ローデリヒが首を縦に振ってくれなかったのだ。

　お役所の人も、視察と称して税金で海外旅行とかに行くじゃないか。

　物事に正当な理由をつければ、そこに少し遊びを入れても大丈夫というわけだ。

　俺は開発で忙しかったが、この視察のためにハードスケジュールをこなしてきたのだ。

　同行するアキラも、まだ新婚旅行に行けていないので結婚したばかりのデリアを連れてきた。

　視察は三日間を予定していたので、王都にあるデリアの実家に挨拶に行く予定も入れているようだ。

「あなた、久々に楽しみですね」

「そうだな」

　視察とはいっても大半が遊びみたいなもので、連れていくメンバーの人選で少し悩んでしまったが、俺は、一番にエリーゼを連れていくことを決めた。

　エリーゼはバウマイスター伯爵家の正妻として他の奥さんたちよりも苦労しているからな。

「俺もハルカと一緒に行きたかったなぁ……無理だけど」

　二人目は、俺の護衛役であるエル。

「試食は任せて」

　三人目は公平にクジで決めたのだが、こういう時のヴィルマのクジ運は最高だ。

「服を選ぶのは面倒だけど、食べるのなら大歓迎だぜ」

　四人目も、何気にクジ運がいいカチヤが上う手まく同行する権利を引き当てた。

「私もか。あまり料理のレパートリーは多くないから、役に立たないかもしれないわよ」

「予備校でパーティを組んでいた時には、ボクが一番運がよかったんだけどなぁ……滑り込みセーフってやつだね」

　最後にアマーリエ義ね姉えさんとルイーゼが滑り込み、これで同行するメンバーが決まった。

「旦那様がいない間の開発は、私が進めておきます」

「リサはえらく気合が入っておるの。まあ仕方があるまい。妾わらわもリサの指示に従って働こうかの。今度、妾とリサもどこかに連れていってくれよ」

「この埋め合わせは、必ずするよ」

　留守番役のイーナとカタリーナはハルカと一緒に子守りを、リサとテレーゼは俺の留守中に魔法で土木工事を行ってくれることになった。

　なぜなら、同じく魔法の修練も兼ねて土木魔法を駆使しているアグネスたちも王都行きについてくることになったからだ。

「先生、ありがとうございます」

「お兄ちゃんの様子も見たいんです」

「先生とお出かけ、楽しみだなぁ」

　三人とも普段からよく頑張っているので、たまにはお休みをあげないといけないからな。

　なにしろ、バウマイスター領の開発が順調なのはアグネスたちのおかげでもあるのだから。

「ベッティは、お兄さんが心配か？」

「お兄ちゃん、ちょっと目を離すと駄目人間になりますから。たまに引き締めないと」

　なんだかんだ言いながらも、ベッティは兄想おもいの優しい少女であった。

　お兄さんが没落しないように気にかけているわけだ。

「奥さんがしっかりしているし、借金の返済も順調だ。多分、問題はないと思うよ」

「だといいんですけど……」

「それを確認するためにも行くか……」

「お願いします、先生」

　こうして俺たち一行は、『瞬間移動』で王都へと向かうのであった。





　　　　＊＊＊






「時間どおりである！」

「ビックリした！　時間どおりならいいではないですか」




　王都に『瞬間移動』で飛んだ俺たちは、視察の前に導師と待ち合わせをすることになった。

　なぜなら、彼は貴族のくせに庶民的な食べ物が大好きで、定期的に食べ歩きを行っているからだ。

　王都の飲食店事情（低価格の店のみ）に詳しいので、同行をお願いしたというわけだ。

「早くなにか食べたいのである！　某それがし、朝はパンを一斤しか食べていないのである！」

「それだけ食えば十分な気がするけど……」

　エルがそっとボヤき、俺も含めて導師とヴィルマ以外は一斉に首を縦に振った。

「確かに、それだけだとあとでフラフラする」

「であろう？」

　勿もち論ろん、ヴィルマは例外で、彼女は毎朝パンなら三斤は食べるからだ。

「これから食べ歩きだと聞いたから、今朝は食べるパンを五斤に増やして胃を広げてきた。逆に朝食を食べないと、胃の動きが悪いから最終的に食べる量が減ってしまう。そうすると、お腹が減ってフラフラする」

「なるほど！　そうやって食べる量を増やすのであるか！」

　ヴィルマと導師の会話が色々とおかしい。

　というか、ヴィルマは前世の大食い名人みたいだな。

「伯父様がお店を紹介してくださるのですか？」

「半分お遊びとはいえ、実はバウマイスター伯爵のおかげで王都やその周辺で庶民の食生活に変化が出た例を教えようと思ったのである！　ついてくるのである！」

　導師は、いわゆるＢ級グルメマニアに属する人種だ。

　若い頃に冒険者をしていたから、場末の酒場や食堂で出るような食事が大好きなのだ。

　子爵家の当主にして王宮筆頭魔導師だから、普段は貴族らしい食生活を……あまりそうは見えないけど、本人なりに気は使っていた。

「バウマイスター伯爵、早く行くのである！」

「実は、もう一人同行者がいるんですよ」

　もう一人参加者がいるので、俺は導師にその人物が来てからだと言った。

「遅刻であるか？　空気が読めない奴である！」

「そう？　まだ時間じゃないわよ、ロンちゃん」

「最低でも五分前が人としての道……キャンディー殿？」

「ロンちゃん、お久しぃ───あら、私が教えたことを覚えてたのね？」

「当然である……バウマイスター伯爵？」

　導師、そんな俺にだけ見えるように『どうしてキャンディーさんが？』って表情をしないでほしい。

　本来の予定にはなかったのだけど、アキラが彼と友達になったのと、キャンディーさんも将来の事業展開の参考にと同行を希望したからであった。

「キャンディーさん、お元気でしたか？」

「あら、エリーゼちゃんは今日も綺き麗れいね」

「エリーゼ……キャンディー殿と？」

「伯父様、この服はキャンディーさんにコーディネートしてもらったんですよ。キャンディーさんはお料理も上手で、私、お友達になったんです」

「なんと！」

　キャンディーさんは女性に優しいので、バウルブルクにいたわずかな間に俺の奥さん全員と友達になっていた。

　メイドたちの中にも、仲よくなった子たちがいるくらいなのだから。

　見た目に反して、キャンディーさんはコミュニケーション能力に優れていたというわけだ。

「伯父様？　そんなに驚くことですか？」

「……いや、某は別に驚いてはいないのである……」

　導師は、キャンディーさん経由で若い頃の話がエリーゼに漏れると困るんだと思う。

　伯父としての威厳が崩れ去ってしまうからだ。

　導師に迫力ではなく、威厳があるのかどうかは別として。

「時間も惜しいから早く行きましょう」

「はい……なのである……」

　キャンディーさんの提案に大人しく従う導師。

　やはり彼は、キャンディーさんにまったく頭が上がらないようであった。




「これはまた、随分と物騒な地区ですね」

　導師が俺たちを案内したのは、貧しい人たちが住むいわゆる貧民街であった。

　そこに導師以下、貴族様御一行という場違いな集団がいるから、人々が遠巻きに俺たちを見ており、エルは油断なく周囲を警戒していた。

　ただし念のためだ。

「そりゃあそうだな。導師様から金をせびったり、誘拐しようと考える奴はいないものな」

「あくまでも念のためだね」

　凄すご腕うでの冒険者であるルイーゼとカチヤは、さり気なくエリーゼとアマーリエ義姉さん、デリアの護衛に入った。

　やはり、あくまでも念のためというスタンスだ。

　デリアの場合、アキラがいるから心配ないであろう。

　彼はあのタケオミさんが認めるほどの凄腕だから、間違いなくちょっかいをかけた奴の方が不幸になると思う。

「あの姉ちゃん、もの凄え可愛いな」

「同行者がいなければ声をかけるのに……」

「本当、うちのへちゃむくれの嫁とは大違いだぜ」

　離れた場所からこちらを見ている貧民街の住民たちが、うちの綺麗な女性陣を評価しながらヒソヒソと話をしていた。

　特に人気なのは、やはりアキラであった。

　彼はミズホ人であり、とても可愛いので、どうしても王国では目立ってしまうのだ。

「（なんか複雑だよね。ボクの方が可愛いと思うんだよな）」

「（子持ちが言うセリフじゃないだろうに……）」

「（ふんっ！）」

「あげぁっ！」

　余計なことを言ったエルが、ルイーゼから肘打ちを食らっておかしな声をあげた。

「（私、アキラさんの妻なんですけど……）」

「（綺麗で可愛い夫を持つ妻かぁ……）」

「（ルイーゼ様、そういう評価は嬉うれしくないです……）」

「（でもさ、何気にアキラさんとか呼んじゃって仲良しなんだね）」

「（まあ、それは夫婦ですから）」

　ルイーゼとデリアが、男たちから一番注目を浴びるアキラについて小声で話をしていた。

「先生、大丈夫でしょうか？　両親から貧民街には入ってはいけないって言われていまして……」

「私もお兄さんから」

「誘拐されるからって」

「普通はそうだよな。今日は心配いらないけど。俺から離れるなよ」

「「「は───い！　先生から離れません！」」」

「急に元気になったな」

　初めて貧民街に入る三人娘が心配そうな表情を浮かべるが、今日は心配ないと説明する。

　柄の悪い連中は、たまにこの地区に紛れ込むお上りさんから金銭を奪ったりする。

　だが、導師を恐喝するなど死刑執行書にサインをするようなものだ。

　万が一上手くいっても、王宮筆頭魔導師に被害を与えたなら最悪死刑になるかもしれない。

　ハイリスクノーリターンなので、誰も俺たちの前を塞ふさがなかった。

「ここである」

「モツ料理のお店ですね」

「そうである。デリアは食べた経験があるのであるか？」

「何度かは。従業員たちがオヤツに串焼きを買ってくることもありましたし。魚を捌さばくとアラが出ますから、アラの料理は鮮魚店の賄いではよく出すのですが、それを知り合いの精肉店のモツ料理と交換したりするんですよ。だから、馴な染じみはありますね」

　なるほど、鮮魚店でのアラ料理は関係者のみの特権なのか。

　その話を聞いたら、アラ汁が食べたくなったな。

　味噌と酒さけ粕かすで作ると美味しいから、あとでアキラに頼んで作ってもらおうかな。

「旦那、いらっしゃい。今日はえらく大人数ですね」

　店の主あるじである初老の男性は俺たちを見て少し驚いたようだが、導師とは普通に会話をしていた。

　どうやら常連らしく、もう彼に慣れてしまったのであろう。

「適当に料理を出すのである！　某は酒も！」

　客がまばらな時間帯のようで、俺たちは店の奥のテーブル席に座って料理が出てくるのを待った。

「モツ料理ですか」

「苦手であるか？」

「いいえ」

　バウマイスター伯爵領が成立したばかりの頃、モツ料理を出すアルノーの屋台でよく食事をしたものだ。

　串焼きと煮込みが特に美味しく、彼は醤油や味噌もすぐに取り入れたので、工事関係者に大好評であった。

　特に、色々なモツを味噌でトロトロになるまで煮込んだモツ煮が美味しいのだ。

　酒のツマミにも、パンに挟んでも、ご飯の上に載せても美味しい。

　屋台からスタートしたアルノーであったが、今ではバウルブルクで何店舗かの居酒屋を経営するまでになった。

　バウマイスター伯爵領開発特需の分け前を狙って多くの人たちがバウルブルクに押しかけたが、アルノーは別のアプローチで大成功を収めたわけだ。

「伯父様、このお店はいい店ですね」

「であろう？」

「生臭くないです」

　エリーゼも、このお店がいいお店だと気がついたようだ。

　所得の低い庶民が肉を食べるとなると、やはり本来なら捨てられてしまう、動物や魔物の内臓に頼ることとなる。

　モツは安く手に入るのだが、処理を上手くやらないと臭くなってしまう。

　貧民街には、モツの嫌な臭においが出たままのお店が多い。

　臭くても安いから、そんなモツ料理でも美味しいと言って食べる人がいるわけだ。

　ところが、このお店はモツの嫌な臭いがしない。上手に処理をしてから調理している証拠であった。

「お待ちどうさま」

　話をしている間に、店主とその奥さんがモツを煮込んだ料理を持ってきた。

　導師には、酒精分の強そうな蒸留酒が入った大ジョッキもだ。

「導師、酒は関係ないのでは？」

「景気づけである！　気にしてはいけないのである！」

　エルからの指摘を、導師はいつものようにスルーした。

「ロンちゃん、一杯だけね」

「はい……なのである……」

　ただし、キャンディーさんから酒のおかわりを禁止され、導師は大人しくそれに従っていた。

「これ、美味しいですね。優しいお味で」

「そうね、全然生臭くないし。うちの実家も田舎で、狩猟で得たモツはこんな感じで煮込むけど、どうしても少し臭いが出てしまうから」

　エリーゼも、バウマイスター伯爵邸にいるので料理をする機会が増えたアマーリエ義姉さんも、モツの煮込みが気に入ったようだ。

「色々な種類のモツが大量に入っているな」

「美味しいから、余計お腹が空すいてきた」

　カチヤもモツ煮込みが気に入ったようで、ヴィルマは早速おかわりを頼んでいる。

「塩と少量の香草だけでこの味は凄いですね」

「手間をかけ、味をよくしているのである」

　導師が、蒸留酒の大ジョッキを呷あおりながら俺に説明する。

　別に酒を飲む必要はないわけだが、言っても無駄なのでみんなスルーしていた。

「おかわり！」

「は、駄目よ」

「はい……なのである……」

　ドサクサに紛れて酒のおかわりをしようとした導師であったが、キャンディーさんに阻止されてしまった。

「ロンちゃん、その手は通用しないわよ。昔から変わらないんだから」

　どうやら導師は、昔お酒の飲み過ぎでキャンディーさんから相当注意されたようだ。

「伯父様、キャンディーさんの仰おっしゃるとおりですよ」

「ロンちゃん、飲み過ぎてしくじることが多かったのよね」

「（ううっ……エリーゼとキャンディー殿の組み合わせは鬼門である……）」

　確かに、お母さんが二人いるみたいで導師はやりにくいだろうなと思う。

「おほんっ、このお店は、この周辺のモツ料理店の中では少し高い方である。味は抜群にいいので繁盛しているのであるが」

　段々とお昼時が近づき、店には多くの客が入ってきた。

　みんな、俺たちを見て驚いているけど、すぐに注文した食事に没頭していた。

　芸能人じゃないのだから、声をかけたり、サインを強ね請だったり、写真を撮ってほしいなんて頼めないから当然かもしれないが。

「このお店は、巨大な鍋でモツを煮込んでいるのである！」

　導師が調理場の方に視線を向ける。そこでは巨大な鍋が三つ湯気を立てていた。

「三つなのは、三つないと間に合わないからですか？」

「いや、急きゅう遽きょ鍋を三つに増やしたのである」

「なぜです？」

「それはであるな……オヤジ！」

「へ───い」

　導師に呼ばれた店主は、追加でモツ煮込みの器を持ってきた。

　よく見ると、モツ煮込みの汁の色が違う。

「ミソ味とショウユ味です」

「このお店は、モツ煮込みの種類を増やした結果、さらに客が増えたのである！　ミソ味とショウユ味のモツ煮込みは少し高いのであるが、それでもよく売れているのである！」

　なるほど、バウマイスター伯爵領のみならず、王都のしかも貧民街にある飲食店でも味噌と醤油が使われるようになったんだ。

　どのお店も、自分なりに工夫をして競争しているわけだ。

「オヤジ！　あれを持ってくるのである！」

「へ───い」

　導師はかなりの常連のようだ。

　あれ、だけで、なにを注文したのかわかってしまうのだから。

　店主は、七輪に似た炭で焼く携帯調理器具をテーブルの上に置いた。

　そして、調味液に漬け込んだモツを皿に入れて持ってくる。

「これも少し高い料理であるが、大人気の一品なのである」

　導師は慣れた手つきでモツを金網の上に載せて焼いていく。

「俺も手伝います」

「エルヴィン少年、モツは塩、ミソ、ショウユと調味液が分かれているのである！　混ぜて焼くのは禁止である！」

「こだわるなぁ……」

　モツ焼き奉行と化した導師は、エルに厳しく指示を出しながらモツを焼いていく。

「この腸の部分を焼くと、余分な脂が下に落ち、タレが炭で焼けて香ばしい香りが広がるのである」

　前世でたまに行った焼き肉店を思い出すな。

　バウマイスター伯爵家でも時々バーベキューはするけど、こういうちょっとＢ級なモツ焼きも美味しそうだ。

「焼けたら、それを口に入れる。美う味まい！　味を確認しつつ、残ったシオ、ミソ、ショウユの味を流すように酒を呷る！　最高であるな！」

　完全にただの酒飲みオヤジのセリフであるが、俺も内心賛同していた。

　貴族には相応ふさわしくない料理だが、美味しいのは確かだからだ。

「お昼に、野外でお肉を焼いたことを思い出しますね」

　エリーゼも、美味しそうにモツ焼きを食べている。

　その所作は、さすがは貴族の令嬢として教育を受けていただけあって、この店では浮いているくらいだが。

　しかし、エリーゼは俺たちと一緒に冒険者としても活動しているので、こういう料理がまったく駄目というわけではない。

　エリーゼの場合、そういう料理を上品に改良するのも得意なのだ。

　上品なだけで大して美味しくもない料理に出会うと、完全に社交辞令的な態度に徹してしまうほどだ。

「これは予想以上に、味噌と醤油が普及していますね。バウマイスター伯爵様が開発したとか？」

「まあね。昔ブライヒブルクでミズホ関連のことが書かれた本を見つけてね。そこに味噌と醤油の情報が書いてあったんだ」

　勿論、大嘘うそであった。

　いくらアキラが可か憐れんでも、俺の正体を明かすわけにはいかない。

　ボッチな俺が、古い書籍を参考に試作したことにした方が都合がよかったのだ。

「魔法だけで製造を試みて大分苦労したけどな」

「全体的に纏まとまっていて、いい味噌だと思いますよ」

「普通だよな」

「その分、使い道が限定されないから、逆に素晴らしいと思います」

　俺はミズホ産の味噌には大分負けると思っているけど、アキラに褒められると悪い気がしないな。

　やっぱり、美少女に褒められると……って！　違うわ！

「それなりの質の味噌と醤油が量産されるようになったのはよしとしよう」

「長年製造していけば、質も向上しますからね。ただ、ミズホの味噌と醤油の歴史は長いです。追いつくのは容易じゃありませんよ」

　距離の関係で中級品を輸出しても利益は少ないだろうから、ミズホが高級品を王国の富裕層に売っていく計画なのは明白だ。

　実際に、帝国でも同じようなことをしていると聞く。

「とまあ、こんな感じである！　では、次に行くとするか」

　ひととおりのメニューを食べて満足した導師は、店主に会計を頼んだ。

　このお店の分は出してくれるようだ。

　みんな味見くらいしかしていないが、人数が多いしヴィルマもいるので結構な金額になっているはず……でもないか。

　どうも前世の癖で、会計が日本円で一万円を超えると高いと感じてしまう俺は、まだ貧乏性が抜けきっていないのかも。

「美味しくて参考になりましたね。アキラさんは、モツ煮込みをどのように改良しますか？」

　店を出て貧民街から市民街へと移動する途中、料理が好きなエリーゼは同じく料理が得意なアキラと話をしていた。

　子持ちとはいえ、まだ十分に美少女なエリーゼと、ミズホ風美少女のアキラは絵になる……いや、アキラは男性だった。

「味噌仕立てで、サトイモ、大根、ニンジン、コンニャク、豆腐、キノコ、ショウガなども入れてジックリ煮込むといいかもしれません」

「それは美味しそうですね」

　エリーゼとアキラは、料理の話で大いに盛り上がっていた。

　それにしても、そのモツ煮込みを早く食べたいものだ。

「アキラ、そのモツ煮込み、七味とネギは忘れるなよ」

「さすがはバウマイスター伯爵様ですね」

　アキラに褒められると、悪い気がしない俺であった。





　　　　＊＊＊






「先生、お兄さんが調子に乗らずに、無事に商売繁盛していますよ」

「ベッティ、それは少し言いすぎじゃないか？」

「でも、お兄さんて、すぐ調子に乗るから……」

「ヴェル、相変わらず信用がない兄貴なんだな」




　俺が前になんちゃってコンサルティングを行ったベッティの兄のお店は、無事に繁盛していた。

　むしろ、前よりも客が多いような気がする。

　お昼時ということを考えても、確実に前よりも客が増えていた。

「忙しそうだから、ランチが過ぎてから声をかけるか」

「そうですね」

　それから一時間後、他の場所で時間を潰してきた俺たちは、ベッティの兄に声をかけた。

「あっ！　バウマイスター伯爵様じゃないですか。借金は予定どおりに返済可能ですので」

「随分と繁盛しているようだな」

「研究もちゃんとして、新メニューを出していますから」

　ベッティの兄は、ちゃんと店を繁盛させていた。

　新しい従業員も雇っており、売り上げも順調なようだ。

「でも、お兄さんすぐに調子に乗るから」

「ベッティ、俺はちゃんとやっているから」

「なるほど、一度失った信用を取り戻すのは難しいのである！」

「そんなぁ……」

　導師からのあんまりな一言に、ベッティの兄は肩を落としてしまう。

「ロンちゃんも、若い頃には色々としでかして信用を落としたこともあったわね。朝まで飲んだくれてそのまま依頼者の元に行って、そこでゲロのシャワーを……」

「キャンディー殿、某はそんなことはしないのである！」

　というかこの人、なにをしてたんだか……羽目を外しすぎだろう。

「とにかくだ。調子に乗って商売が傾かなければいいんだよ」

「そのために、ローザもいますから……」

　散々に言われているが、ベッティの兄はかなり料理の才能があると思う。

　たまに無計画に事を進めようとするので、それを抑える存在……彼の奥さんであるローザさんのことだ……がいれば安心なような。

　尻に敷かれていた方が商売が上手くいくのが、ベッティの兄であった。

「新メニューですか？」

「はい、奥様。ランチは薄利多売、夜のお客さんに味を知っていただくための一皿料理がメインですからね。スジ肉やモツを煮込んだシチューも人気メニューですが、パスタも始めたんですよ。試しにお出ししますね」

　ベッティの兄はエリーゼに説明しながら、素早く調理したパスタを出してくれた。

　麺は普通のパスタで、トマトソースで煮込んだ肉とモツのソースが載っている。

　ミートソーススパゲッティのモツ肉バージョンのような料理であった。

　試食してみると、想像どおりの安定した美味しさだ。

「あとは、ミソとショウユも使っていますね」

　続けて出てきたのは、挽ひき肉にくを味噌とその他の材料で煮込んだものをパスタに載せた料理だ。

　パスタと、汁なしジャージャー麺の中間のような料理であった。

　醤油ベースの方はタマネギやキノコも入っており、これもよく研究してあった。

　独自にこれを考えついたということは、彼の料理の腕は確実に上がっているのであろう。

「脇にサラダも載せて、これで７セントですね。麺の大盛りは一セント増しで、夜に出しているから揚げやフライも載せられて、これも一個一セントです」

　随分と商売が上手くなったものだと、俺はベッティの兄に感心してしまう。

「ローザが、こうした方がいいって言うんですよ」

「あっそう……」

　残念、才能があったのは奥さんの方であった。

「それで、その奥さんは？」

「新店の方にいますよ」

「そうなんだ……」

　この短期間でもう一軒オープンさせるとは、ローザさんは商売の才能があるみたいだな。

「先生、ローザさんがいるから安心ですね」

　そんな予感はしたが、ベッティは実の兄よりも義姉の方を信頼していた。

「ベッティ！　俺も頑張っているんだよ！」

　案の上、ベッティの兄は妹の態度に涙目であった。

「ふむ、過去の罪が祟たたるとは、因果は巡るであるな」

「本当よね」

「……」

「そんなぁ……」

　導師の容赦ない一言でベッティの兄は再び肩を落としてしまうが、導師も以前は同類だったようで、月日が経たてばなのであろうか？

　それにしても、今の導師が昔より丸くなったのだと考えると、若い頃は……考えるのはやめておこう。




「バウマイスター伯爵様、義妹のベッティも含めて色々とお世話になっております」

　ベッティの兄から教わった新店に向かうと、そこの店長をしているローザさんが俺たちに丁寧に挨拶をした。

　その如才なさに、改めて彼女のおかげで旦那の商売が安定しているのだという事実を、俺は理解した。

「ローザさん、いつもお兄さんがすいません」

「最近は研究も熱心にしているから、大丈夫よ」

「またバカなことをしようとしたら、ちょっとくらい締めてもいいですから」

「勿論、締めるに決まっているわ」

　元々顔見知りだったということもあり、ベッティとローザの仲はよかった。

　微妙な兄貴のおかげで嫁と小こ姑じゅうとの仲がいいというのも、なんというか運命の皮肉であろう。

「新店と聞きましたが」

「このお店は、旦那が考えた麺料理だけ出すお店ですね。サイドメニューはそれなりにありますけど」

　この世界にラーメンは存在しないが、麺類は多数存在する。

　汁があるとスープを取る手間がかかるが、汁なしのパスタならそこまで手間もかからず回転率も期待できる。

　実際ローザさんのお店も、お昼時から少し外れていたが繁盛していた。

「ちょっとお腹が空いた時用に、半分の大きさのメニューもありますよ」

「あれ？　それって、フォンに似ているような……」

「フォンの改良みたいなものですね」

「アマーリエ義姉さん、フォンを知っていたんだ」

　フォンとは、この大陸の庶民が気軽に食べる麺料理のことであった。

　大昔から存在し、パスタよりも少し太い麺に塩味のクズ肉や野菜を炒めたものが載っている。

　麺の量が普通の一人前の半分くらいで、値段も一杯二、三セントが主流、小腹が空いた時に間食として食べる人が多かった。

「私の領地もほとんどお店はなかったけど、フォンを出してくれるお店があったの。お兄さんが狩猟で臨時収入があった時、たまにご馳ち走そうしてくれたわね」

「へえ、そんなことがあったのですか」

「でも、フォンって今は苦戦中じゃないかしら？」

「はい、奥様の仰るとおりですね。現在の王都では様々な麺料理の開発が進んでいます。既存のフォンを出すお店も新メニューを出したりしていますが、新規店に客を奪われて潰れるケースもありますから」

　フォンは、その原型が数千年前からある麺料理だ。

　伝統に胡坐あぐらをかいた結果、最近の新料理ブームから外れて潰れてしまったお店も多いらしい。

　そしてその傾向は、今後も続くとローザさんは予想していた。

「定期的に新しい味を出さないと、うちのような新参者は厳しいのよね。だから、旦那をせっついているの。調理技術と新メニューを考える能力は高いのよ。経営の才能は微妙だけど」

　そこは、ローザさんが補って成功したわけか。

「ですので、ちゃんと借りたお金は計画どおりに返済しますから」

「新店も立ちあげて、借金も予定どおりに返済するって凄いな」

　エルも、ローザさんの商才に感心している。

「フォンは廃すたれるのか。でも、確かに最近食べた記憶がないな」

「ボクもあまり好きじゃないから、無理してまで食べようとは思わないな」

　実は、俺もルイーゼと同じ意見であった。

　嫌いじゃないけど、じゃあ好きかと言われると困ってしまう食べ物の一つだ。

「私も最近食べた記憶がない」

　ヴィルマも、近頃はまったくフォンを食べていないと答えた。

　バウルブルクにフォンを出すお店はなかったと思うし、俺たちも特に食べたいとも思わなかったのだ。

　昔、王都で導師に修行をつけてもらった帰りに、何回かフォンのお店に寄ったのを思い出した。

「バウマイスター伯爵、あの店はこの近くなのである」

「そういえばそうでしたね」

「この辺の街並みは見覚えがあるね」

　導師に指摘されて、今思い出した。

　この近くに、ルイーゼも含めて三人で行ったことがある老舗のフォンのお店があったのを。

　大食いチャレンジをやっていて、導師が何度か挑戦したけど、そのお店のチャンピオンには及ばなかった……って？

「チャンピオン？」

「私、チャンピオン」

　みんなの視線が、一斉にヴィルマへと向かう。

　導師に大食いで勝てる人間は希少だから、ヴィルマがチャンピオンなのは納得だ。

「ヴィルマも、最近行っていないよな？」

「行く時間がなかった。ヴェル様と一緒に行くお店の方が美味しいから」

　前の川魚のお店と同じで、舌が肥えて食べに行かなくなったというパターンであろう。

　俺とルイーゼも、フォンはすぐに飽きるから、元々そこまで好きじゃなかった。

「導師はどうです？」

「うむ、最近は他に食べたい店が多いのでご無沙汰である！」

　他に食べたいものがあるという理由で、導師もここのところフォンは食べていないそうだ。

「ローザさん、他の店のことを聞くのはなんですけど、どうなんですか？」

「ええと、生き馬の目を抜く商売の世界なので、ここなら勝てると思って新店を開いた経緯もあるのですよ」

　フォンよりも少し高いが美味しいし、麺料理の種類もあるから、この新店が老舗フォン料理店の顧客を上手く奪ったというわけか。

「ヴェル様、様子を見に行ってみよう」

「そうですね、参考になると思いますよ」

　ヴィルマとアキラに促され、俺たちは近所の老舗フォン料理店へと向かう。

　するとそのお店は、以前は多くの客で賑にぎわっていたのに、今は閑古鳥が鳴いている状態であった。

「なんか寂れたね。ローザさんの言うとおり、潰れるのは……」

「ルイーゼ、しっ！」

　俺は、思わず本音を漏らしてしまったルイーゼの口を慌てて塞いだ。

　もしお店の人に聞かれたら、失礼になってしまうからだ。

「あっ！　チャンピオンじゃないですか！」

「お久しぶり」

「本当、お久しぶりですね」

　店の主人は、大食いチャンピオンのヴィルマを見つけると彼女に駆け寄ってきた。

　ヴィルマは、店主からチャンピオンと呼ばれているらしい。

「うぬぬっ……」

「導師、子供じゃないんですから……」

　この店の大食いチャレンジで一度もトップになれなかった導師は、ヴィルマに対し子供のように悔しげな顔を向けた。

「あらぁ、ロンちゃんは若い頃、大食いでは右に出る者がいなかったのに、ヴィルマちゃんには勝てないのね」

「……」

　そうか、導師の自信の根拠は、過去に大食いで勝てる者なしの状態だったからか。

「チャンピオンが、バウマイスター伯爵様の奥様になられるとは」

「人生色々」

「確かに仰るとおりです。フォンを召しあがられますか？」

「お願い」

「畏かしこまりました」

　全員で店内に入るが、客が一人もいなかった。

　一杯二セントと間食にも利用される典型的な薄利多売の麺料理なのだが、こうも客がいないと商売が成り立っているのか心配になってしまう。

「お待たせしました」

　フォンは、注文してからすぐに出てくるのも売りの一つであった。

　早速、出てきたフォンを食べてみるが、そういえばこんな味だったのを思い出す。

　導師から無理やり修行につき合わされた時代に食べた味だ。

　基本は塩味で、まあまあ美味しいが、沢山食べると飽きる。

　味が落ちているわけじゃないが、醤油や味噌を使ったパスタや汁なし麺に比べると美味しくはないので、これでは客に飽きられて当然であろう。

「お味はいかがですか？」

「前と変わっていない」

　ヴィルマはこう見えて味にうるさいが、フォンの味は落ちていないと断言した。

「ありがとうございます」

「でも、他が美味しくなっているから相対的に美味しくないと感じてしまう」

「確かにそうかもしれません……」

　店主も、フォンの弱点については気がついているようだ。

「新しい麺料理を出さないのか？」

「それが、私はフォンしか作れませんので……」

　麺は自家製で手打ち、調理の手際も悪くないが、この店主はフォンしか作ったことがないのだ。

　これが伝統を頑かたくなに守っていると言えばいいのか、伝統に胡坐をかいていると言えばいいのか？

「ショウユとミソ味のフォンを出せばいいんじゃないの？」

　エルが軽く適当にアドバイスするが、間違った方法ではないな。

　フォンという料理を残しつつ、新しい味も出す。

　これなら、伝統云うん々ぬんという話にはならないであろう。

「その方法も考えたのですが、実は他のお店がとっくにやっておりまして……」

　王都やその周辺、地方の田舎貴族領でもフォンを出す店は多い。

　彼らは徐々に王都から伝わってくる醤油と味噌を使って麺料理を作っており、今さら真似ても二番煎じと見なされ、客は入らないと店主は言う。

「早く決断すればよかったのにね」

「左様、商売は時に思い切りも必要である」

　ルイーゼと、商売などしたことがないのに商売について語る導師は、フォンを食べる手を止めて店主の行動の遅さを責めた。

「どうせ改良するなら、とびきりの素晴らしいフォンを出そうと思ったのです」

「場合によっては、未完成でも拙速の方がいいパターンもあるのである」

　導師は商売の経験などないはずだが、真理を言っていると思う。

　単純に醤油味と味噌味のフォンを出して客の注目を集め、それで時間を稼いでいる間に改良を進めればよかったのだ。

　こうも客が離れたあとだと、確かに二番煎じの改良では客は戻らないであろう。

　他のお店の真似だと思われてしまうからだ。

「時には冒険も必要である！」

　お店なんて経営したことはないと思うが、導師の言い分は正論であった。

　店主の心にも響いたようで、彼はガックリと肩を落としてしまう。

「私は、フォンしか作れないのですよ。このままだとお店が駄目になるのはわかっているのですが、なかなか一歩を踏み出せないのです。私だって、お店を潰したくありません」

　店主があまりにも落ち込んでしまったので、俺はなにも言っていないのに少し罪悪感を感じてしまった。

「店主、おかわり！」

「導師は反省してくださいよ」

　店主を落ち込ませた張本人なのに、気にもしないでフォンのおかわりを要求する導師。

　さすがにエルが酷ひどいと釘くぎを刺したが、俺も同意見だ。

「しかし、誰かが言ってやらねば、結局このお店は潰れるのである」

「いやまあ……そうなんですけど……」

　それでも、もう少し言い方ってものがあると思う。

　導師のせいで、店主は余計に落ち込んでしまったのだから。

「おかわりですね。どうぞ、次はもうこのお店はないかもしれませんが……」

「導師……」

「伯父様……」

　さすがに酷いと思ったのか、ルイーゼとエリーゼにまで責められてしまった。

「ああっ、でも、言ってあげることは重要よ。ロンちゃんもその昔は……」

「キャンディー殿の言うとおりである！」

　導師は、若い頃にキャンディーさんから色々と注意され、ようやく今落ち着いているわけか……落ち着いている？

「お店、潰れる？」

「今はこれまでの蓄えでどうにかやっていますけど、このままですと……」

　潰れるのは時間の問題だと、店主がヴィルマに説明すると、途端にヴィルマの顔色が暗くなった。

「チャンピオンは、今までどおり一杯分の料金で十杯出しますから安心してください。ああ、でも古いままのフォンだと飽きてしまいますか……」

　店主がヴィルマに話し終えた途端、彼女は目に涙を浮かべて俺に縋すがりついてきた。

「昔、食べられなかった時にお世話になった。ヴェル様、助けてあげて」

「俺？」

「前みたいに、ヴェル様ならなんとかできるはず。お願い」
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　この光景は前にあったような……いや、デジャブじゃなくて本当にあったんだって。

　こうもヴィルマに縋られてしまうと、俺は断れなくなってしまう。

　だが、ウナギ屋の時は適当な知識だけでなんとかなったけど、麺料理は難しいからなぁ……。

　下手に引き受けて、お店が潰れてしまったら大変だ。

「どうせ駄目元なのであるから、引き受けたらどうであるか？」

「そんな無責任な……」

　他ひ人と事ごとだからって、導師は本当に軽いよな。

「ロンちゃんがいい加減なのは昔からだけど、私もアキラちゃんもいるから」

「某、そこまでいい加減では……バウマイスター伯爵なら、なんとかできるのである」

「お願いします。どんな些さ細さいなことでもヒントを与えていただけたら……」

　導師のみならず、キャンディーさんにも勧められてしまい、俺はまたもなんちゃってコンサルタント業務を行うことになってしまったのであった。





第八話　人類は麺類（後編）







「お館やかた様は変わっておられますなぁ……」

「ヴィルマに涙目で頼まれると弱くてな」

「事情を聞くに、ヴィルマ様が義理堅いという風にも感じられますか……」

「昔、世話になったお店らしいからな」




　三日間の予定だった王都飲食店巡りは中止となり、代わりに老舗フォン料理店を再建することになった。

　暫しばらくは王都と屋敷を行き来する生活になるからとローデリヒに報告すると、彼は特に反対しなかった。

「まあ、情けは人のためならずとも言いますから」

　この世界にも、日本のことわざと同じものが存在している。

　ローデリヒも、バウマイスター伯爵家に仕えるまでは色々と苦労した。

　その時に大いに助けてもらった人たちには、自分の職権で許される範囲内で仕事を頼んだり、仕官の口利きをしているそうだから、ヴィルマに駄目とは言えないのであろう。

「ただ、怒る方がいるのでは？」

「ローデリヒは鋭いな」

　潰つぶれそうな老舗フォン料理店を助けると怒る人物。

　それは、お兄さんが近くに新店舗を出したベッティであった。




『先生！　せっかくお兄さんが普通に戻りつつあるのに！　酷ひどいですよ！』

　彼女、普段は結構お兄さんに対して辛しん辣らつなのだが、決して彼が嫌いというわけではない。

　キツイ言い方になるのは、お兄さんにもう少ししっかりしてほしいと思う、妹なりの愛情からきているものであった。

『先生、ここであのお店が復活したら、ベッティのお兄さんの借金が増えてしまいますよ』

『先生、ベッティちゃんが可哀かわい想そうです』

　アグネスとシンディも、ベッティの援護に入った。

　三人が言っていることは間違っておらず、俺はベッティのお兄さんのお店に梃てこ入れをした人間なので、ここで彼の足を引っ張っては意味がないというわけだ。

『そっちも援助するし、お店が近くて競合していても大丈夫な方法もあるから』

　ヴィルマのお願いだけを聞いてしまうと、今度はベッティのお兄さんの店がピンチになってしまう。

　こうなったら乗りかかった船というわけで、結局、両方の店にアドバイスをする羽目になってしまった。

『先生、ありがとうございます。先生、大好き！』

　ベッティにもお兄さんのお店を再び援助すると言ったら、抱きつかれてしまった。

　嫁入り前の娘が男に抱きつくのはどうかと思ったが、すかさずヴィルマがそのパワーでベッティを俺から引き剥はがした。

『ヴェル様に抱きついていいのは妻だけ』

『まだ駄目だぜ。アグネスとシンディも』

『これで、もう抱きつけませんね』

　アグネスとシンディもベッティの動きに呼応しようとしたが、素早さでは負けないカチヤと、意外と手抜かりないエリーゼも加わって、俺は三方向から妻たちに抱きつかれてしまう。

『まだです！　先生の頭上が残っています！　魔法の特訓の成果を！』

　諦めきれないアグネスが、素早く『飛ひ翔しょう』を唱えて俺の肩に乗ろうとした。

『残念、魔法なんて使わなくてもボクは全然余裕』

　最後にルイーゼが『飛翔』で浮かび上がったアグネスを踏み台にして、軽業師のように俺の肩に飛び乗る。

　俺は彼女を肩車している格好となり、もう俺と接触できる体の箇所はなくなってしまった。

『素早い……』

『ううっ───、隙が見み出いだせないです』

『へへ───んだ。ボクやヴィルマやカチヤが、まだ新人冒険者見習いである君たちに隙すきなんて見せるわけないよ』

　俺に抱きつくという計画が阻止されて、アグネスたちは悔しそうであった。

　ルイーゼが俺の肩に飛び乗ってきた時に、ほとんど重さを感じなかったのはさすがだと思うが、エリーゼ、ヴィルマ、カチヤに包囲されるように抱きつかれて、俺は身動きが取れずにいた。

『お───い、エリーゼまで』

『あなたはバウマイスター伯爵様ですから、妻以外の女性にはお気をつけて』

『はい……』

　俺はエリーゼの正論になんら言い返せず、目もく論ろみを阻止されたアグネスたちは残念そうな表情を浮かべていた。




「はっはっは！　英雄色を好むですか？　さすがはお館様」

「どこに英雄がいるんだよ？　英雄ってのは、もっと真面目な存在だぞ、ローデリヒ」

　少なくとも、飲食店の立て直しに知恵は絞らないよな。

「それで、対策はお有りなので？」

「大丈夫、アルテリオさんにも手伝ってもらうから」

「お金になるとわかれば、彼も協力しますか……」

　ローデリヒの許可を取ってから、俺は助っ人のアキラたちを連れて王都へと飛んだ。

　例の老舗フォン料理店へと向かうと、そこには店主やその家族、ベッティの義姉であるローザさんもいた。

「ローザさん、新店の方は？」

「信用できる店長候補がいるから、彼に任せているわ」

「バウマイスター伯爵様、ベッティさんのお兄さんは呼ばないのですか？」

「彼は向いていないから」

　麺料理の開発なので、ミズホ料理の知識と調理の腕前も生かそうと、アキラも俺に同行していた。

　バウルブルクにあるお店は、奥さんであるデリアに任せての参加だ。

「向いていないですか？」

「ベッティの兄は調理の腕はいい。ちゃんとやれば、新メニューを考えられるくらいの頭もある。何人かの人を使うくらいならできるのさ」

　だけど、その上の仕事が苦手だ。

　いい材料を価格交渉して必要量仕入れるとか、店の経営形態を整えるとか、経理業務とか、飲食店の数が増えると途端に役立たずになってしまう。

　飲食店全体を人間の体に例えると、彼はどう足あ掻がいても腕が限界の人なのだ。

　奥さんのローザさんの方が頭を使う仕事が得意で、むしろ天職かもしれない。

「なるほど、確かにそうですね」

　そして見た目が美少女のアキラは、どちらも得意な希け有うな人間というわけである。

「バウマイスター伯爵様、うちの新店のお客が減ったら借金の返済も遅れますけど……」

　やはりローザさんは、俺が老舗フォン料理店の経営再建に手を貸すことに不満があるようだ。

　明日からの自分の生活がかかっているのだから、これは仕方がない。

「新メニューの開発も進めるけど、他の手段で全体的な客数を増やすから大丈夫」

「客を増やすですか？　どうやってです？」

「そのお話は、全員揃そろってからだな」

「全員ですか？」

「伯爵様、お待たせしました」

「いや───、バウマイスター男爵様……じゃなかった！　伯爵様！　このリネンハイム、あなた様が短期間で、ここまでの大貴族様になられるとは想像できませんでしたとも」

　バウマイスター伯爵家筆頭御用商人にして王都でも稼いでいるアルテリオさんと、瑕か疵し物件の取引で荒稼ぎしているインチキ不動産業者のリネンハイム。

　この二人こそが、客数を増やす計画で重要な役割を果たすのだ。

「伯爵様、なにやら楽しいことを計画なされたようで？」

「楽しくなるかは、やってみないとわからないな」

「私は、成功する目は高いと思っていますよ。じゃあ、始めますか」

　まずは、ミーティングからである。

　リニューアルのため一時閉店した老舗フォン料理店の中に入り、みんなでテーブル席に座って相談を始める。

「リネンハイム、この地区の地図を」

「はい、準備しておりますとも」

　リネンハイムは不動産業者なので、この地区の地図くらい独自に作製している。

　彼は、テーブルの上に一枚の大きな地図を広げた。

「思ったよりも多いな……」

「伯爵様、なにが多いのですか？」

「この地区で潰れた飲食店の数」

「ああ、ここは住宅地と工房や商店が多い地区の間にありますからね。中途半端なんですよ」

　アルテリオさんが、この地区の事情を説明してくれた。

　働いている人たちに昼食を出すお店は、工房側に寄っている。

　逆に、家族と一緒に外食するようなお店は、住宅地側に寄っている。

　中途半端なので、通りがかりに軽く食べられる老舗フォン料理店や、ローザさんの……実質彼女の店だよなぁ……新店くらいしか営業しているお店はなかった。

「そうだとすると、お客さんを増やすのは厳しいのでは？」

「客は呼び寄せればいい」

「呼び寄せるのですか？」

「だから、リネンハイムを呼んだわけだ」

「はい、バウマイスター伯爵様から呼ばれました。このリネンハイム、バウマイスター伯爵様のためなら、たとえ火の中水の中でございます」

「そこまでしなくてもいいから、この地区ですぐに飲食店に改装可能な物件はすべて押さえろ」

「はい、速攻で押さえます」

「あと、あの物件もな」

　あの物件……リネンハイムが一番得意な、主に霊的な理由で誰も近寄らない瑕疵物件のことである。

「俺が祓はらえば、コストは抑えられるな」

「はい、実質無料みたいなものです」

　王都で平民が住む家や利用する商店、飲食店に悪霊が憑つくと厄介だ。

　価値のある物件なら、教会なり、聖魔法が使える冒険者に頼んで祓ってもらえる。

　だが、平民がそう簡単に日本円で一千万円単位のお金など出せない。

　悪霊を祓ったあとの掃除や改装の費用も考えると、他の物件を借りた方がマシ、代わりはいくらでもあるわけだからと、瑕疵物件として放置されることが多かった。

　これが貧しい人たちが住んでいる地区なら、教会が定期的に慈善活動で悪霊を祓う。

　だが、ここは中途半端な中産階級の人たちが住んでいる地区だ。

　慈善活動の対象にもならず、大金を払って悪霊を祓える余裕がある人も少なく、一定の割合で瑕疵物件が残っているというわけだ。

「祓うのは、リネンハイムが瑕疵物件を押さえてからだな」

「バウマイスター伯爵様のご意見に賛成でございます。あとは、このお話は誰にもなされませんように」

「どうしてですか？」

　どう見ても、不動産業に詳しそうに見えない老舗フォン料理店の店主が、リネンハイムに質問をする。

「バウマイスター伯爵様が瑕疵物件を祓うという事実が持ち主に知れますと、売却価格の釣り上げが行われますから。商売で儲もうける秘ひ訣けつは、スピードと独占とネタの秘匿でございますので」

　俺もリネンハイムの考えに納得するが、やはり彼が言うと途端に胡う散さん臭くなるな。

「なるほど。バウマイスター伯爵様が祓うと持ち主が知れば、価値がまったくない物件でも価格がつきますね」

「そういうことでございます」

「丁寧に説明していただいて申し訳ないのですが、私は三件の瑕疵物件を所有しておりまして……」

「これはこれは。秘訣の三番目のネタの秘匿に失敗してしまいましたね」

　さすがは老舗店の店主、とでも言えばいいのか。

　予想外の強したたかさに、さすがのリネンハイムも頭をかいていた。
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「これは奥様、お久しぶりでございます」

「豪華な出産祝いをありがとうございます」

「ゴッチもお世話になっておりますので、あの程度で心苦しい限りでございます」




　数日後、早速この地区の瑕疵物件を祓うことになった。

　老舗フォン料理店の店主の持ち分を除き、この地区にあるすべての瑕疵物件はリネンハイムが無事に買い叩たたいてきた。

　悪霊のせいで資産価値ゼロどころか、税金でマイナスだったから、ほぼ無料に近い値段で買い叩けたみたいだ。

　それで御祓いとなれば、やはりエリーゼ先生の出番であろう。

『悪霊がいるために経営できないお店を再生し、多くの人たちで賑にぎわうようにするのですね。さすがは、あなた』

　エリーゼの中で俺がもの凄すごくいい人になっていたが、結果的には間違っていないのでよしとしよう。

　彼女は知己であるリネンハイムと挨拶をしていたが、確かに彼からの出産祝いは豪華であった。

　ゴッチという彼の息子がバウルブルクで不動産商会を開業していたので、そのお礼も兼ねてであろう。

　ちなみに、リネンハイムの息子はまっとうに不動産業をやっている。

　リネンハイムが初代だと聞いているので、彼ほどのアクの強さは出ないのであろう。

　バウルブルクにはまだ瑕疵物件がないので、父親の出る幕がないという事情もあり、息子の出番となったわけだ。

「（ヴェル、本当にこの人にまた仕事を頼むのか？）」

「（頼んだ仕事はちゃんとやっているから）」

「（ヴェルがそう言うのならいいけどよ……）」

　他にも、護衛役のエル……彼はどうもリネンハイムが苦手なようで距離を置いていたが……と、地元の人間なので老舗フォン料理店の店主も案内役として来ていた。

　店主の家族と、ローザさんと彼女が雇っている調理人たちは、閉店中の老舗フォン料理店で新メニューの開発を行っている。

　俺が麺料理のアイデアを出し、それを参考に色々と試作しているわけだ。

　俺も前世での仕事の関係で、日本や海外で親しまれていた麺料理の作り方やレシピは知っている。

　だが、この世界には向こうで手に入る食材がなかったり、同じものがあっても材料に適さないこともある。

　それは代替品で補わないといけないし、そうなると細かな配合を試行錯誤しなければ売り物にならないわけだ。

　せっかくレシピが決まっても、常に同じ配合では味を保てない。

　同じ材料でも、産地、季節、成長条件でみんな味が違う。

　それを見極めて配合を調整しないと、せっかく決まった味がブレてしまい、それが不ま味ずい方にブレれば顧客が離れてしまう。

　ヒントは与えるが、そこから先は調理人の腕前がものを言うわけだ。
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「いい匂いね」

「お出だ汁しをちゃんと取ると、香りも味も最高ですからね」

「これでなにを作るのかしら？」

「はい、うどんに使おうかと思いまして」




　バウルブルクでも、アキラはイーナたちと一緒に仲良くうどんと蕎そ麦ばの試作を行っていた。

　彼は、俺の計画に乗って麺料理のお店を出店することにしたのだ。

　自分のお店の調理場でうどんの汁を作り、それを試飲したイーナがその出来栄えを褒めた。

「お鍋が二つあるね」

「はい、ミズホは西部と東部でうどんつゆの色が違いますから。塩分量は、そんなに違わないんですけどね」

「うどんって、内乱の時にミズホ領内のお店で食べたけど、これはこれでとても美お味いしいよね」

「ルイーゼ様、ツユが完成しました。ここに手打ちして茹ゆでたうどんを入れます」

「うどんの手打ちは面白かった。蕎麦打ちもだけど」

「彼らは、老舗店舗で修業した本物の麺打ち職人たちですから」

　アキラは王都での出店を成功させるため、ミズホにある老舗蕎麦店とうどん店から職人を引き抜いていた。

「なあ、そんな貴重な職人を引き抜いて大丈夫なのか？」

　ここまで見事なうどんと蕎麦を打てる職人を引き抜くと、引き抜かれた方のお店から文句が出るのでは？　と、心配になったカチヤがアキラにそれを問い質ただす。

「これは、向こうのお店も認めた引き抜きなんです」

「そうなのか？」

「はい。現在のミズホは、うどん店と蕎麦店が飽和状態ですからねぇ……」

　市場が飽和しているので、せっかく店で修業しても独立できるかどうかわからない。

　ミズホ公爵家は新しい領地を得たが、隣接した土地なのでとっくにうどん店と蕎麦店が存在した。

　そこに新規出店しても成功の目は少なく、ならば国外で一旗揚げようという若者が志願したというわけだ。

「一店舗に修業を終えた職人が何人もいますと、新しい人を雇うのも難しくなるじゃないですか。老舗店舗は、従業員の年齢分布を偏らせたくないですからね」

　人件費に余裕がないからと新しい人を雇わないでいると、気がつけば従業員が年寄りばかりなんて例も多いそうで、お店を継続するのにこれほど不利な話もない。

「老舗店舗を経営する一家の子供の行き先もできます」

　貴族の領地と同じで、一つの店舗は一人しか継げなかった。

　次男以降に暖の簾れん分けするにしても、今の状況だと失敗する可能性が高い。

　従業員にすると、それなりの給金を払ってやらないと生活ができない。

　自然と、外部から新しい人を雇わなくなってしまうのだ。

「そんな理由で、職人が余っているといえば余っている状態です。うどんや蕎麦が打てても、他の仕事をしている人もいますし」

「せっかく手打ちを覚えても、仕事にできないのですか？」

　リサが驚くが、確かに魔法使いならあり得ない事態であろう。

　魔法が使える時点で、なにかしら職が保証されるのが魔法使いだからだ。

「地方だと、お店をやっていなくても蕎麦やうどんを打てる人は多いですよ。名人クラスの腕前の人も多いです。というわけで、引き抜きは容易でした」

　老舗は、抜けた職人の代わりに新人を雇える。

　彼らは見習いだから、一人前になるまで給金も安くできるから人件費も抑えられる。

　なので、互いに利益があったわけだ。

「理屈はわかったが、みんな熱心にツユの作り方を習っておるの」

　テレーゼからすると、イーナたちが真剣にうどんと蕎麦のツユの作り方を習っているのが驚きのようだ。

「お店ができたら食べに行けばいいではないか」

「駄目ね、テレーゼは」

「なぜじゃ？　アマーリエ」

「私たちに麺の手打ちは難しいと思うけど、それは乾麺を茹でればいいわけだし、ここでうどんや蕎麦のツユが作れれば、ヴェル君が喜ぶでしょう。あの子、女性が変に着飾るよりも、料理が上手な方が好感を持つじゃない」

「確かに、エリーゼは料理が上手じゃな」

「テレーゼが一番下手なんだから」

「普通に作れるぞ」

　アマーリエ義ね姉えさんから料理が一番下手だと言われてしまい、テレーゼは自分の尊厳のために反論した。

「レパートリーが少ないのよ。私もここに来てから頑張って増やしたもの。それでもまだ少ないから、増やそうと努力しているし」

「アマーリエは料理が上手で羨うらやましい限りじゃな」

「料理歴は長いものね」

　実家にいた頃は、貧乏騎士爵家の次女が家事をできないと色々と不都合があった。

　いつ料理が必要な家に嫁ぐかもしれないし、収穫後に領民たちに料理を振る舞うことくらいはしないといけない。

　手際が悪いと母親に叱しかられたし、バウマイスター騎士爵家では料理をする頻度も増えた。

　これで料理を覚えられないはずがないというわけだ。

「しかし、妾わらわが一番下手というのはおかしくないか？　例えば……」

　テレーゼの目は、カチヤへと向かう。

「カチヤは、野外料理しか作れないではないか」

「あたい、それでもテレーゼよりはレパートリーあるぞ。ちゃんとアマーリエから習っているし」

　カチヤは、冒険者の野外料理だけでは厳しいと自覚して、定期的にアマーリエから料理を習っていた。

「カチヤは覚えが早いわよ。テレーゼも気合を入れないと」

「そう言われると……」

「女はいつまでも若くいられないわ。そうなると、必要になるのが料理などね。美味しい料理があると、男性が必ず帰ってくるわよ」

「逆に、同じ料理しか出てこないと思えば、旦那もテレーゼのところに行かないかもな」

　料理下手だと言われて頭にきたようで、カチヤもアマーリエの発言に乗ってテレーゼに反撃をした。

　彼女の発言内容がテレーゼの脳裏に広がり、最悪の予想をしてしまう。

　年を取ったテレーゼの元にヴェンデリンが姿を見せず、エリーゼたちのところでばかり一家だんらんを過ごし、自分が寂しい老後を送るという最悪の未来だ。

「それはまずい！　妾とて帝王学を習得した者じゃ。料理のレパートリーを増やすくらい余裕のはず！」

　テレーゼが気合を入れ直し、うどんと蕎麦の調理は順調に進んでいく。
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「料理はプロに任せるに限る」

「物件の確保は、この私の出番ですからね。一軒目ですが、これは……」

「私の持ち物です」




　一番最初に到着した瑕疵物件は、老舗フォン料理店の店主が持ち主であった。

　彼は、他にも二軒の瑕疵物件を所有している。

　元は飲食店……フォン料理店だと思うが、建てられてから相当年月が経たっているようでもの凄くボロかった。

「あのう、どうしてこんな状態に？」

「はい、これも我が一族の宿命でしょうか？」

　エルからの質問に答えるかのように、店主が事情を語り始める。

「私の曽祖父の時代が、お店の最盛期だったそうです。当時、私はまだ生まれたばかりでしたが……」

　その曽祖父も、年齢の問題で引退することになった。

　彼には四人の息子がおり、その四人に対して彼はこう宣言する。

「俺の店を継げるのは、腕がいい奴だけだ！　お前らは競え！」

　店が繁盛してお金があった曽祖父は、四人の子供全員に一店舗ずつ持たせて競争をさせたのだという。

「過激なひいお爺じいさんですね」

「ですよねぇ……」

　貴族であるエリーゼからすれば、そのお店は長男が継げばいいだろうという感覚しか持てない。

　兄弟で真の後継者を争うなんて、その一族にとって没落の原因にもなりかねない悪手だからだ。

　確かに、グルメ漫画じゃないのだからと言いたくなる。

「実は、曽祖父自体が暖簾分けでこの地区に来たのです」

　店主のお店は、歴史あるフォン料理店から正式に暖簾分けされた正当な分店なのだそうだ。

　ということは、ひいお爺さんは子供たちを他の地域に暖簾分けできないはず。

　その地区にも多分暖簾分けされた弟子や一族のお店があるわけで、彼らの縄張りを侵すことになるからだ。

　フォン料理店にギルドは存在しないが、ギルドと同じような不文律が存在するというわけだ。

　ただし、他の料理店にその理屈は通用せず、このところの新しい麺料理攻勢で潰れたり、メニューを上う手まく改良して生き残ったりと、色々と大変なようだ。

「四人で熾し烈れつな競争を行いました。結果、生き残ったのが末っ子である私の祖父だったのは皮肉な結末ですけど……」

　本当に苛か烈れつな争いだったようで、他の三店舗は潰れるだけじゃなく、未練も大いに残した。

　借金を抱えながら、他の仕事で厳しい残りの人生を送った三名の元店主が悪霊と化して店を占拠してしまったというわけだ。

「元店主たち……私の大伯父にあたる方々ですけど、その悪霊が新しくお店を出すのを妨害するわけです」

「なるほど。生前のその方たちはいつか借金を返して、再びこのお店でフォン料理店を経営したかった。その未練が残ったのですか」

「はい、奥様の仰おっしゃるとおりです」

　エリーゼの推論に、店主は首を縦に振る。

「たかがフォン、されどフォンなんだな」

　エルも、料理店も大変だなと納得したように頷うなずいている。

「老舗の料理店が少ない理由は、こういったものなのです。私も頑張らないと潰れたお店の仲間入りですけど……」

「今は、とにかく物件を確保しないとね」

　悪霊がいるままだと改装工事にも入れないから、さっさと祓ってしまおうと思う。

「ですが、バウマイスター伯爵様。大伯父たちの悪霊は厄介ですよ」

　店主の話によると、彼らは普段は隠れていて、新しい借主が改装工事を始めないと妨害を始めないらしい。

　そのため、店主も格安で何度か物件を貸してみたことがあるそうだ。

　賃料が安いからと安心して営業準備を始めようとすると、必ず妨害に入る。

　その妨害のタイミングの厭いやらしさは、生前飲食店を経営していたのでよくわかっていたのだと思う。

「あなた、どうなさいますか？」

「ああ、簡単に除霊できると思うよ。それほど強い悪霊ではないんだろう？」

「はい」

「じゃあ、簡単簡単。エリーゼ、念のために『聖壁』を張っておいてくれないかな？」

「はい、わかりました」

　エリーゼが俺たちを守るように『聖壁』を張り終えると、俺は店に向かって大声で怒鳴り始めた。

「うわっ！　クソ不味いフォンだな！　そんなんだから潰れるんだよ！　時代遅れも甚だしいな！　新しいお店の方が美味しいから、そっちに行こうぜ！」

　彼らは競争に負けてお店を潰したので、こういう悪口で挑発してやればいい。

　どうやら俺の悪口は聞こえたようで、店内から大した強さではない悪霊が姿を見せた。

　年配の男性の悪霊だ。

「ナンダトォ───！　オレノフォンハァ───！」

「ぷっ、クソ不味っ！」

「コロスゥ───！」

　俺の挑発に乗った悪霊は、そのままエリーゼの張った『聖壁』に激突。

　元々弱い悪霊なので、それだけで弱ってしまった。

「あの世で、新作料理でも開発するんだな」

　トドメで俺が軽く『聖光』を放つと、悪霊は呆あっ気けなく消えてしまった。

　貴族屋敷の悪霊に比べれば、大した強さでもない。

「来世では、かの者に幸があらんことを」

　真面目で優しいエリーゼは、消えた悪霊に対し祈りを捧ささげていた。

「それで、この物件はどう？」

「古い建物ですけど、石造りなので十分にいけます。店内の設備はどうなされますか？」

「中古品でもいいぞ。なるべく金はかけないでいこう」

「畏かしこまりました。知り合いで潰れた飲食店の中古設備を取り扱っているお店がありましてね。内装専門の職人にも知己がいますよ」

　さすがは不動産業者、リネンハイムには関連する仕事を行う知り合いが複数存在した。

「他の物件も素早く祓って、早く作業に入るか」

「時間は貴重でございますからね」

「おい、ヴェル」

「どうした？　エル」

　リネンハイムと打ち合わせをしていると、エルが俺に話しかけてくる。

「悪霊でも店主さんの親戚なんだからさ……こうもっと気遣うとかよ……」

　エルの奴、えらく常識的なことを。

　だが、俺にとって悪霊は邪魔な存在でしかないからな。

　悪霊になるほど店に未練があるのなら、もっと頑張ればよかったのだから。

「ここで変に慰めるよりも、彼らは浄化されて天国に行ったんだから、それを祝ってあげた方が店主も嬉うれしいと思うはずだ」

「はい、あたなの仰るとおりですね」

　エリーゼは、俺の発言を額面どおりに受け止めたようだ。

　本当は、適当に言い訳しただけだけど……。

「店主さんはどう思っているのです？」

「いや……あまり会ったこともないですし、今まで数十年も不良債権化していましたからね。ちょっと可哀想とは思いましたが、別にそこまでの思い入れは……」

「なっ！」

「エルヴィン様はお優しいですね。商売とは生き馬の目を抜く世界です。いくら親族でも……無事に成仏したわけですし、過去のことは忘れて新しい商売に励みましょう」

「……なあ、ヴェル」

「なんだ？　エル」

「お前とリネンハイムさん、実は似た者同士か？」

「……」

　俺は彼ほど胡散臭くないぞ！

　ただ、本人を目の前にしてそれは言えないので、俺は心の中でそう叫ぶのであった。
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「バウマイスター伯爵様、工事は順調ですが、これはどういう意図なのですか？」




　さらに一週間後、新メニューの開発は続き、数軒の瑕疵物件の除霊と空き物件の買収も終わり、リネンハイムが手配した業者が改装工事を行い、調理器具などを搬入している。

　まずは、十店舗ほどをいつでもオープン可能な状態にもっていくことが目的だ。

　工事が進む中、アルテリオさんは俺の意図が理解できないようで、どういうつもりなのかを聞いてきた。

「この地区は、実はそれほど場所は悪くないのさ」

　徒歩圏内に工房が多い地区と、住宅地があるからだ。

「客が寄らないならば、寄らせてしまえばいい。この地区に、麺料理の店を集合させるわけだ」

　考え方はラーメン博物館と同じで、様々な種類の麺料理を出すために新メニューを研究しているのは、麺料理の店だけを同じエリアで大量にオープンさせるためだ。

「麺料理の店だけを？」

「この地区に色々な麺料理の店があれば、それを目当てに客が来るじゃないか。工房で働いている人たちが昼食に、休日には家族も連れてくるかもしれない。ここは、ちょうどいい位置にあるからな。工房や住宅地の至近というわけではないから少し条件が悪いけど、それを補うための店舗集中なのさ」

　他にも、軽食やデザート、お菓子などを売ってもいい。

　家族の行楽、デートにも使える。

　麺料理も、半分のサイズを出せば何店舗か回れるはずだ。

「店舗が集中していることを、逆に強みにするのだ」

「おおっ！　なんと凄い考え方なのです！　さすがは伯爵様！」

　なんか、えらくアルテリオさんに褒められているけど、アイデアはただのパクリである。

　それを教えてあげるわけにもいかないから黙っているけどね。

「店舗が集中しているから、競争も起こるだろうな。駄目な店は、早く撤退してもらうさ」

「それで、ほとんどを賃貸物件にしたんですね」

　老舗フォン料理店の店主は、除霊した三件の物件も含めて四店舗、ローザさんが一店舗を持っているのみだ。

　あとは、買収したリネンハイムが持っている。

　俺とエリーゼは、彼から除霊の代金を貰もらっていた。

　あいつ、商売の匂いにも敏感なようで、俺にすんなりと除霊代金を支払って物件を確保しやがった。

　老舗フォン料理店の店主も、大分オマケしてあげたが除霊の代金を支払った。

　店が苦境に立ったのはこの一年ほどで、それまでは老舗有名店として稼いでおり、蓄えがかなりあったようだ。

「アルテリオさんは……傘下の商人に任せるにしても、この地区に入るお店に食材を卸したり、新規店舗のオープンや入れ替え、食材の仕入れなどで儲ける。チョコレートや魔の森の果物を使ったデザートを出してもいいな。オープンカフェも作るとか。期間限定で、新商品を格安で紹介する店舗があってもいいな」

「リネンハイムは、賃貸物件の管理ですか」

「駄目な店は追い出さないといけないからな。客が多くて賑わってこそ、貸店舗の賃貸料が上昇するんだ。物件を持っているリネンハイムは、賃貸料が高い方が儲かるから、それを維持するために駄目な店に引導を渡す役割を担当する。嫌な仕事だから、ちょっとは利益で優遇しないと」

　地区の賃貸物件を一つの施設に見立て、リネンハイムにその施設の管理を任せるというわけだ。

　賃貸契約を半年単位くらいにし、駄目な店は契約を更新しないなどして競争を促し、新陳代謝を図る。

　契約打ち切りを告げる嫌な役割をリネンハイムに任せることになるが、その分、高価格になるであろう賃貸料で儲けさせるというわけだ。

「もし、ここが大いに賑わえば、店を持っている店舗が他に支店を出す時に宣伝にもなる。店側が理解できれば、人気を維持するために努力すると思うんだ」

「なるほど、納得できました」

「それで、ここが上手くいったら……王都は広いだろう？　何ヵ所か同じような形態で営業できるよな？　ここでノウハウも得られるわけだし」

「単に飲食店を経営するのではない、こういう方法もあるのですか」

　こういう飲食系のイベントや施設の運営に、商社が関わることもあるからな。

　それを知っている俺ならではのアイデアだ。

　具体的なマニュアルは、俺が知っていることに加えて実際に経営しながら得ていくしかないか。

「急ぎ準備を進めます」

「頼んだぞ」

　アルテリオさんと別れた俺は、アキラが借りる予定の店舗に向かった。

　彼は隣同士の空き店舗を二つ借り、現在オープンに向けて準備を進めていた。

「あっ、バウマイスター伯爵様。試作は順調ですよ」

「それにしても、二店舗なのか？」

「価格帯を分けようと思いまして」

「価格帯を分ける？」

「ええ」

　一店舗目は、内装をミズホ風にして凝った作りにする予定のようだ。

　ミズホ人の職人が内装工事を行っている。

「これは、蕎麦とうどんを最後に出す割かっ烹ぽう料理店ですね」

　ミズホ料理をコースで出して、最後に蕎麦かうどんを出す。

　値段は張るが、これはある程度富裕な人たちをターゲットにしているそうだ。

「もう一店は、普通の蕎麦とうどんのお店です。立ち食いスペースも作りますよ」

　もう一店舗は、中に普通のテーブル席、入り口付近に立ち食い用のカウンター、店の前のスペースにもテーブルと椅子が置かれていた。

　食べ終わった器を返す棚も作られており、前世でたまに食べた立ち食い蕎麦店そのものであった。

　というか、ミズホにも立ち食い蕎麦店ってあるんだな。

「職人の工房が多い地区には結構あるのですが、外地からのお客さんはあまり寄らないと思います。ここの近くにある工房で働いているお客さん狙いですね」

　忙しい彼らは、急いで食事を取りたい。

　過去にフォンが流行した背景には、簡単に早く食べられるという利点があったからだ。

　立ち食いでも蕎麦やうどんは少し高いけど、王都は景気がよくなっている。ある程度の客数は見込めると、アキラは計算しているようだ。

「順調なようだな」

「はい、最初に店をオープンさせる僕たちが成功すれば、新しいお店がもっとオープンします。競争になりますが、お客さんも増えるからチャンスですね」

　アキラは忙しそうなので、話をすぐに切り上げて、今度はローザさんの新店へと向かった。

「バウマイスター伯爵様。うちの旦那、メニューの試作が順調なようですよ」

「難しい課題だったんだけどなぁ……」

　俺がベッティの兄に大体のレシピを伝えた麺料理、それはラーメンであった。

　ラーメンはスープを作るのが難しい。

　俺も昔に試作したことがあるけど、なかなか思ったような味のスープにならなかった。

　豚骨なんて手に入らないので猪いのししの骨で代用したけど、下処理が下手で臭い、香味野菜を入れて煮ても臭い、ようやくスープが臭くなくなったら味が薄っぺらい。

　何度も失敗して、ついに諦めてしまったのだ。

　それをなんとか形にしたというのだから、やはり本物の料理人は違うな。

　ベッティの兄は、経営に携わらなければいい料理人なのかもしれない。

「味見してください」

　ローザの案内で店の調理場へと向かうと、ベッティたち三人娘が見守る中、ベッティの兄が大きな寸ずん胴どうでスープを作っていた。

「どうだ？」

「バウマイスター伯爵様、ようやく味が安定しましたよ」

　寸胴でスープを煮込んでいるベッテイの兄は、俺にスープを入れた小皿を差し出した。

　試しに飲んでみると、とてもいい味がする。

　俺が作った時は、変な臭いがして、味も薄っぺらで駄目だったんだけどな。

「下処理をきちんとしないと駄目で、他の魔物や豚の骨も手に入れ、臭み消しのハーブや野菜類と一緒に煮込みました」

「豚の骨なんて手に入るのか？」

　家畜なんて、よほどの金持ちしか食べられないからな。

　そう簡単に豚骨が手に入るとは思えないんだが……。

「豚骨は少量なら手に入りますよ。解体所で直接仕入れないと駄目ですけど。ただ入荷量が不安定なので、手に入りやすい猪と魔物の骨も配合して味を安定させたわけです。他にも、季節とか、獲物が獲とれた地域とか、どうやって育ったかで骨から出る出汁の味に差が出ますからね」

　ラーメンの難しいところは、たとえ素晴らしいレシピが出来上がっても、使用する素材の状態が変化するから、上手く調整しないと同じ味のスープができない点にある。

　味にブレが出て、美味しい方にブレればいいが、不味くブレれば顧客が離れてしまう。

　それにしても、ベッティの兄は思った以上にやるじゃないか。

　最初の印象はよくなかったが、料理に関しては『やればできる子』だったらしい。

　評価を改めないといけないな。

「あんた、奥さんの尻に敷かれていると優秀だな！」

「バウマイスター伯爵様、それはないですよ……」

「お兄さんは、お義姉さんの下にいてようやく真人間になれるんですよ」

「ベッティまで酷い……」

　実の妹にまで散々に言われ、ベッティの兄はガックリと肩を落としていた。

「猪、豚、魔物の骨の配合スープです」

　それでも気を取り直して、彼はスープの説明を続ける。

　匂いや見た目は、トンコツスープにとてもよく似ていた。

　俺にとっては、なによりも歓迎すべき出来事である。

「これにショウユベースのタレを入れると……」

　懐かしい醤油トンコツラーメンのスープになる。

　醤油トンコツ味のラーメンは陳腐だけど、陳腐ゆえに人気が高いとも言える。

　この世界では初めて嗅かぐ匂いなので、早く麺を入れて食べたくなった。

「具の肉は？」

「これもバウマイスター伯爵様のヒントを元に作っています」

　猪の肉で角煮を作るのはよくしていたので、チャーシューはスープよりも簡単だった。

　ベッティの兄も、美味しく仕上げてくれた。

「煮卵ですか？　ちょっと高いので、これは試作だけですね。あとは適当に野菜を煮て入れれば完成です」

　卵に関しては、ホロホロ鳥は高いし、養鶏で得られる鶏の卵も負けずに高い。

　そこで、鴨かもなど他の鳥の卵で試作してもらったが、原価が高すぎて客には出せないであろう。

　日本のように卵が安いって、実は凄いことだったのだ。

　メンマは、材料の竹の子がミズホでしか採れないから、これも今回はなしだ。

　ミズホ人は竹の子が大好きなので、どう考えても輸出量が足りなかった。

「言われたとおりに全部揃えましたが、問題は麺ですよ。パスタにはちょっと合わないと思いますし、私も麺打ちは経験がないですね」

　ローザさんの新店で出している麺も、すべて知り合いの麺打ち職人から仕入れているそうだ。

　自分では、ラーメンの麺は打てないとベッティの兄が言う。

「ここで、あの老舗フォン料理店が役に立つのさ。麺を取りに行こう」

　駄目なら他の料理人に任せようと思っていたが、ベッティの兄は見事に試練を果たした。

　あとは、これに茹でた麺を入れれば完成である。

「先生、お兄さんはしっかり仕事をこなしましたね」

「ちょっと過小評価していたかも。いい腕をしているな」

　というか、若いので新しい料理を試作する方が得意なのであろう。

　ローザさんもいるので、スープの味を維持できればラーメン店で成功するかもしれない。

「先生、ありがとうございます。亡くなった父と母も安心していると思います」

　普段は散々言っているが、ベッティはお兄さんが嫌いではない。

　助け舟を出した俺の両手を取って、彼女はお礼を述べた。

「あ───っ！　ベッティちゃん、ずるい。私も」

　なぜかシンディがベッティを非難しながら俺の片腕を取り、右腕はベッティに、左腕はシンディに組まれてしまう。

「先生の腕は二本しかない……二人ともずるいですよ！」

　普段は真面目なはずのアグネスが、先に俺と腕を組んでしまった親友二人に激怒した。

「え───と、じゃあ、私はここに」

「おいっ！」

　ならばと、シンディが見事にコントロールされた『飛翔』の魔法で、俺の左肩に上手く乗った。

　俺は慌てて彼女の足を取り、肩車をする形になってしまう。

　そしてシンディから解放された左腕にアグネスが取り付き、俺は弟子三人に囲まれながら道を歩くことになってしまう。

「ほほう。嫁がいない間に、これは大胆だな」

「こら！　エル！　誤解を招くようなことは言うな！」

　俺はにやけた笑みを浮かべるエルに苦情を述べた。

　間違った情報をエリーゼたちに報告されては困るからだ。

「ううっ……あの小さかったベッティが嫁に行ってしまう……」

「ベッティちゃんもいつかはお嫁に行くのだから、めそめそ泣かないの。バウマイスター伯爵様だから大丈夫よ」

　ほら見ろエル。

　麺を見るために俺たちについてきたベッティの兄とローザさんが、勝手に誤解してしまったじゃないか。

「もうここまで来たら、この娘こたちは他に嫁に行かないと思うけどな。それについては、バウマイスター伯爵様はどうお考えで？」

「ううっ！」

　段々と外堀が埋められていくような気がしてきたが、今はなんちゃってコンサルティング業務の方が大切だと、俺は現実逃避に入るのであった。




「バウマイスター伯爵様……綺き麗れいどころに囲まれて羨ましい限りで……おっと、違った！　試作は順調ですよ」

　実は、ラーメンの麺は老舗フォン料理店の店主に任せていた。

　店主には五人の息子がいて、彼らはフォンに使う麺を毎日手打ちしており、みんな麺打ちが上手であった。

　そこで、経営を安定させるために、この地区で経営する麺料理店に麺を卸す製麺所の経営も兼業するようにアドバイスしたのだ。

「スープや具に合う麺を作ってもらえば、その分、他のことに傾注できるじゃないか。細かい注文も出せるし」

　仕事の効率化というわけだ。

　自分で麺を打てばコストはかからないかもしれないけど、麺を打つ時間を取られるし、客が多くなると捌さばけなくなる可能性があった。

　同じ地区に製麺所があれば、もし麺が足りなくなってもすぐに追加注文が出せる。

「いいアイデアだと思いますが、麺の出来は大丈夫なのでしょうか？」

「我々は、フォンの麺を毎日打ってきました。基礎はできていますし、パスタなども研究し打ちますからね。私も息子たちも特訓して腕を上げつつありますよ」

　彼らは、アキラが紹介した蕎麦とうどんを打つ職人からも学んでいた。

　もし蕎麦とうどんが人気になれば、俺とアルテリオさんは屋台を出す計画も立てていた。

　その屋台で使う麺も、将来的にはこの製麺所から仕入れる計画になっている。

「勿もち論ろん、フォンも改良して出す予定です」

　他にも、いくつかの麺料理を出す計画であった。

　製麺業と兼業して利益を増やし、経営状態を黒字化する予定なのだ。

　俺が悪霊を祓った三店舗も製麺所兼フォン料理店として経営し、息子たちを分散して配置する計画だと店主は語った。

「頼んでいた麺を取りに来たんだ」

「はい、こちらになります」

　ラーメンの麺なので『かん水』が必要なのだが、どこを探しても存在しなかった。

　アキラにも聞いたが、ミズホでも『かん水』は使っていないそうだ。

　その代わりではないが、新しくミズホ領になった地方に木き灰ばい水を使って麺を打つ地方が存在した。

　その地方で木灰水に使っている木は王国にも普通にあったので、これで木灰水を作り店主が麺を打ってくれた。

　麺は中太麺で、色はかん水を使った時ほど黄色くなく、沖縄そばの麺によく似ていると思う。

　そのうち、かん水の製造を始めたいものだ。

　アルテリオさんにこういうものだと教えて丸投げしてしまったが、彼ならなんとかすると思う。

「この麺を茹で、先ほどのスープと醤油で作ったタレの中に入れる。上に具を載せて完成だな」

　急いでベッティの兄の店に戻り、ようやく『醤油トンコツラーメンモドキ』が完成した。

　スープの素材に猪と魔物の骨が入っていたり、地球にはないハーブや野菜を使ったり、チャーシューが猪の肉だけど、久しぶりに食べるラーメンだ。

　やはり、情けは人のためならずだな。

　早速、一番最初に試食するが、前世でよく食べた醤油トンコツラーメンの味によく似ていてとても美味しかった。

　多分俺が自分で作ったら、スープが獣臭いとか、チャーシューが臭くて硬いとか、麺の太さが一定ではなくてボソボソとか、そんな結果になったと思う。

「ほう、スープに泳がせた麺ですか。パスタとは違うのですな。勉強になります」

　麺を打ってくれた店主も、美味しそうにラーメンを試食していた。

「麺に卵を練り込んだり、卵を具にしても美味しいのだけど」

「バウマイスター伯爵様、それでは高くついてしまいますよ」

　養鶏と養鴨で得た卵はとても高く、しかも金持ちが消費してしまうので手に入りにくい。

　冒険者が狩りの途中で見つけ、買い取り所で臨時収入を得たり、自分で食べてしまう者も多いが、これは冒険者の数少ない特権であった。

　ラーメンに卵を使うとコストが倍以上に上がるので、お店で出すのはなしだ。

　俺が個人で煮卵を作って楽しむとしよう。

　バウマイスター伯爵である俺は、自由に卵を食べることができるのだ。

　子供の頃から、卵取りでは名人だと父からも言われていたし。

「先生、この麺料理は美味しいですね。名前はどうしましょうか？」

「ラーメンで」

「らーめんですか？　単純だけど、似合っているような……お兄さん、これなら成功するね」

「ううっ……妹にようやく褒められた……まだ時間があるので、改良を進めます」

　ベッティの兄は、ようやく妹に褒められて涙を流した。

　ここ最近は頑張っていると思うのだが、妹には油断すると堕落すると思われていたから褒められたことがなかったんだよな。

「私もフォンの改良を進めていますし、他の麺料理も考案中です」

「オープンは三日後だ。油断なく準備を進めてくれ」




　そして三日後。

　一つの地区に麺料理店を集中させた施設……正確には施設じゃないんだけど……がオープンを果たした。

　今はちょうどお昼前。ちゃんと宣伝をしておいたおかげで、この地区には昼食を食べようと労働者たちや、休暇を楽しむ家族連れなどが押し寄せていた。

「伯爵様の言うとおりに、ちゃんとビラを撒まいておきました」

　俺はアルテリオさんに命じて、地区の地図と店舗の位置、どのような麺料理がいくらで食べられるのかがわかるチラシを作らせ近隣で配布させた。

　最初にお客さんが来てくれないと困るからだ。

　地区のあちこちにも、チラシと同じ内容の立札を立てている。

　これに釣られて、多くのお客さんが店に入っていった。

「ミズホの蕎麦とうどんか。珍しいからこれにするか」

「こっちも、ラーメンとかいう汁のある麺料理があるぞ」

　アキラがオープンさせた蕎麦とうどんの店、ベッティの兄がレシピを完成させたローザさんのラーメン店、パスタのお店も部下に任せて経営している。

　他にも、お茶とチョコレートと魔の森産のお菓子を出す喫茶店、焼き鳥、から揚げ、サンドウィッチ、ハンバーガー、ポテトなどを出すフードコートもオープンしていた。

　アルテリオさんが、目め敏ざとく傘下の商人に店をオープンさせていたのだ。

　メインは麺料理店だが、サブでこういうものを出すお店もあった方が飽きないのでこれでいいと思う。

「そして、肝心の老舗フォン料理店だが」

「ヴェル様、大丈夫？」

「製麺所と二足の草鞋わらじだし、製麺だけでも忙しそうだな……」

　客が多いので、店主は追加注文に備えて麺を打っていた。

　珍しいラーメン屋の客が多く、麺が足りなくなったみたいだ。

　改装工事で店の前面にガラス張りの製麺スペースを作り、表から店主が麺を打っているところを見えるようにしたのだ。

　これに釣られて、奥のフォン料理店に入ってくる客も多い。

「麺打ち名人の実技に釣られて客が入るのさ。料理は味覚だけじゃない」

「本当、料理については真面目だよな」

「おうよ、人は食べ物を食べないと死ぬからな。アホな貴族とつき合うよりも大切だぞ」

「そこは、ローデリヒさんの負担を軽くしてやれよ……」

　実演販売をすると客が増えるのは、前世では当たり前のようにあった手法だ。

　悪霊を祓った他の店舗でも、店主の息子たちが父親から習った麺打ちを客に披露していた。

「というわけで、潰れないから大丈夫だよ、ヴィルマ」

「ヴェル様、ありがとう」

　ようやくヴィルマが満面の笑みを浮かべてくれた。

　彼女は普段あまり頼み事をしないが、過去に世話になった人たちには義理堅い部分を見せるのだ。

「フォンはどういう風に改良されたの？」

「そこはプロである店主に任せてしまったからなぁ……行ってみるか」

「試食する」

　今日は客が多いことを考慮して、同行者はエルとヴィルマだけだ。

　三人でフォン料理店の方に入ると、すぐに従業員が注文を取りにきた。

「ご注文は？」

「ええと……」

　メニューを見ると、大分値上がりしている。

　『新フォン』というベタな命名であるが、大きな変化は味が三つになったことだ。

　従来の塩に加え、醤油と味み噌そも加わっている。

「俺は醤油」

「じゃあ、俺はミソ」

「私は塩」

「ヴィルマ、チョイスが渋いな」

「フォンの基本は塩味。これがちゃんと改善されていないと安心できない」

「なるほど」

「確かにそうだな」

　エルと二人でヴィルマの言い分に納得していると、そこに注文したフォンが運ばれてきた。

「美味しそうになっているな」

　『油そば』とよく似た感じにアレンジされており、麺は木灰水を使った太麺で、量も普通の一人前に増えている。

　混ぜて食べてみると、ラーメンのスープを煮詰め、それに醤油ダレを加えたもので茹でた麺が絡めてあった。

　具も、香味野菜を刻んだもの、茹でた野菜、猪肉の角煮が載っている。

「美味しいな」

「そうだな」

　俺は油そばも好きだから、これはいい改良だと思う。

　いくら悩んでいても、そこはプロ。

　ラーメンを参考に、自分で油そばに到達してしまうのだから。

「ヴィルマ、塩味はどうだ？」

「美味しい。ちゃんと改良されてた。ヴェル様、あ───ん」

　いきなり食べさせられてしまったが、俺たちは夫婦なので問題ない。

「一応、人前なんだけどな」

「私たちは夫婦だから。エルも、毎日家に帰るとハルカが……」

「ストップ！　それは部外秘だ！」

　エル、お前はハルカと毎日そんなことをしていたのか……。

　夫婦仲がいいのは素晴らしいと思うが、他人のそういうのはあんまり聞きたくなかったような……。

「美味しいな」

　俺のフォンと同じく汁なしで、塩味、具の材料もほぼ同じ。

　店主としては、何が何でも塩味を残したかったのであろう。

　苦労して改良した成果が見受けられる。

「バウマイスター伯爵様、どうでしょうか？」

「とても美味しくなっているな」

　これなら、たまに食べに来たいな。

　油そばって、たまに無性に食べたくなるから。

　今までは忘れていたけど、このフォンがある以上は食べに来たい。

　幸いにして、俺には『瞬間移動』があるので、王都との距離は一切関係ないのだ。

「まだ悩みがあるのか？」

　俺は、店主が少しだけ浮かない顔をしているのに気がついた。

「塩味の新フォンもそこそこ売れているのですが、やはりショウユとミソのフォンには負けますね。私は古い人間なので、フォンは塩味って考えてしまうのですよ」

　商売だから売り上げのために醤油と味噌のフォンを出すが、やはり塩味をメインにしたいというわけか。

「アイデアがないわけでもないけど」

「本当ですか？」

「試しに作ってみようか」

　店の厨ちゅう房ぼうに移動すると、俺は魔法の袋からあるものを取り出した。

　それは、大昔に俺が手作りした燻くん製せいを作る小型のスモーカーと、それに使うチップである。

　パーティを組んでからはほとんどやっていなかったが、ボッチ時代には時間があったので、獲物の肉や魚でたまに燻製を作っていたのだ。

「燻製にするのですか？」

「そう、塩に香りをつけて、それで塩ダレを作るのさ」

　燻製塩はある程度作り置きができる。

　チップもそれほど高くないし、これなら値段を上げる必要はないであろう。

「香りも味覚なのさ。今日はクルミの木のチップしかないけど、ミズホから桜の木のチップを輸入してもいいな。でも、これは高くなるか……もう一つある」

　新フォンのタレは、煮詰めたスープが少量と調味料、そして油が材料となっている。

「塩味を残すとなると、油を改良すべきだな」

　ネギ、エビ、ショウガ、ニンニク、トウガラシ、焼き干し、貝、小魚など。

　様々な素材を使って香味油を作り、これを使えば新フォンの味が多彩になるはずである。

　俺は塩を燻製し、持っていた小さな川エビと、ミズホから輸入したトウガラシでラー油モドキを作り、これを使って塩味の新フォンを作る。

「塩味で、エビ風味、お好みで辛からさも調整可能になる」

「おおっ！　凄え美う味めえ！」

「バウマイスター伯爵様、よく思いつきますね！　凄い才能だ！」

　エルと店主が俺のアイデアを絶賛するが、自分で思いついたのではなく、ただのパクリなので少し心が痛んだ。

　だが、これも俺が麺ライフを取り戻すために必要だから仕方がない。

「ヴェル様、美味しい」

「改良したのが素人の俺だから、プロの店主が自分でやればもっと美味しくなるさ」

「今回の件で色々と考えさせられました。研究は常にしないと駄目なのですね……」

　人間は慣れる生き物だから、同じものばかり出すと飽きてしまう。

　じゃあ『老舗はどうなんだ？』って言う人がいると思うが、それは食べている客が同じ味だと思っているだけで、実は少しずつ改良して美味しくしているのが常識だからな。

　何百年もまったく同じフォンを出し続けた店主の店がつい最近まで繁盛していたという事実の方が、俺にとっては驚きだった。

「同じメニューでも、細かな改良を加えて味をよくしていく作業は必要だな」

「そうですね、勉強になりましたよ。フォンだから安く手軽に。その考え方はいいのですが、美味しくないと駄目ですね。安いメニューの提供までしていただいて申し訳ありません」

　店主は、息子たちに任せている四店舗で製麺所、フォン料理店、そして店頭で焼きそばも売り始めた。

　麺は自家製でコストが安いから、焼きそばなら量を少なくすれば二セントでなんとか出せる。

　庶民の気軽な間食になるというわけだ。

　従業員が鉄板の上で焼きそばを焼いており、ソースが焼ける匂いに釣られて多くの客が集まってくる。

『僕も負けていられませんね』

　アキラも、店頭で焼きうどんの販売を始めた。

　見た目は美少女だが、彼は商売の申し子といっても過言ではない。

　行動力においては、誰よりも男性らしいのだ。

『王都も含めて、王国は暖かい時期が多い。冷やした蕎麦とうどんも出して、売り上げを伸ばすのです』

　アキラは、王国中に蕎麦店の支店を出そうと計画しているようだ。

　そのためにも第一号店は失敗できないと気合を入れていた。

「アキラさんでしたか。あの人、男性なんですよね？」

「ちゃんと奥さんいるし、俺よりも年上なのが信じられないけど」

「うちの息子も信じられなかったようで……」

　店主によると、支店を任された彼の息子の一人が共に開店準備をしているアキラに一目ぼれし、結婚を申し込みに行って撃沈したそうだ。

「その息子さんは？」

「大きなショックを受けたようですが、それをバネにえらく頑張っていますね」

　麺打ちに、新フォンの調理に大忙しだと店主は教えてくれた。

「でもさ、それって失恋なのか？」

「失恋なんじゃないの？」

「いや、入り口にも辿たどり着いていないような……」

「失恋じゃなくて、勘違い？」

「エルもヴィルマも、そこは失恋だったことにしておこうよ」

　リニューアルした麺料理店には初日から多くの客が詰めかけ、徐々にリピーターも増えて地区は賑わっていくようになる。

　客が増えると、それを目当てに新しい麺料理や軽食を出すお店も増え、それがますます客を呼びと。

　俺の読みどおりに、この少し寂れた地区は『麺料理ストリート』として後世まで多くの客で賑わうこととなる。

　そして、似た形態の施設というか地区が、王国のみならず帝国の都市にも広がっていくのであった。
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「ぶぅ───っ！　ボクも行きたかった」

「悪い悪い。人が多いから少人数での行動が一番だったんだよ。ヴィルマは、フォンの店が心配だっただろうから」




　視察を終えて屋敷に戻ると、連れていってもらえなかったルイーゼが不満そうな表情を浮かべていた。

「ルイーゼよ。子供のように膨れるでない。なにかお土産くらいは、ヴェンデリンも準備しているはずだろうからな」

「新しい麺料理ならいくつか。アマーリエ義姉さん、あれは完成していますか？」

「言われたとおりに作ってあるわよ。具材多めで。でも、シチューが麺料理になるの？」

「ちょっと変形させますけど」

　夕食も兼ねて、俺はエリーゼたちに新しい麺料理をご馳ち走そうすることにした。

　これも徐々に王都の店で出していけば、またお客さんが増えるはずだ。

「どうかしら？」

「普通に美味しいですね」

　アマーリエ義姉さんは、バウマイスター騎士爵領にいた頃からちゃんと料理をしていたからな。

　そうしないと生活できないほど貧しかったというのは禁句だぜ。

「ちょうどいいですね」

「味を少し濃い目って言われたからこんな感じにしたわ。でも、こんなに具材が多いシチューって、昔なら考えられなかったわね」

「野菜が多い時はありましたけどね。肉は焼いたり他の料理に使った方が効率的だって」

「お義か母あ様がよく言っていたわね。『うちの家族は、シチューにお肉が沢山入っているより、焼いたお肉が大きい方が喜ぶ』って」

「限りあるお肉を、できる限り目立たせる手段だったからですよ」

「人数も多かったから」

　ついアマーリエ義姉さんと昔の話に興じてしまうが、バウマイスター騎士爵領時代には、濃い味ですら贅ぜい沢たくだったからな。

　昔の実家の特殊さは、この屋敷では俺とアマーリエ義姉さんしかわからないだろうな。

　俺たち二人は、ある意味戦友でもあったのだ。

「でも、どんな麺料理になるの？」

「作りながら解説しましょう。エリーゼ、これを固めに茹でてくれないかな？」

「変わったパスタですね」

　よく料理をするエリーゼでも、ラザーニェタイプのパスタは初めてのようだ。

　日本ではラザニア、同名の料理に使うパスタである。

　フォン料理店の店主に形状を伝えたら、すぐに打ってくれた。

　地球だと乾麺が主流なのだけど、この世界だと生麺が主流だから、パスタはこの世界の方が圧倒的に美味しいと思う。

　蕎麦を使ったパスタもあって、これもとても美味しいのだ。

　ただ、そんな洒落しゃれた料理は昔の実家にはなかったけど。

「あなた、茹で終わりました」

「ありがとう、エリーゼ」

　耐熱容器にシチューを注ぎ、そこに固めに茹でたラザーニェを入れる。

　チーズを振りかけ、これをオーブンで焼いたら、最後に刻んだパセリを添えて完成だ。

「これも麺料理なの？」

「麺が、粉を水で溶いて練ったものだと定義すれば麺ですね」

　ルイーゼの問いに、エリーゼはそう答えた。

　ラザニア風の新料理は焼き上がり、加熱されたチーズがグツグツと煮立っていた。

　チーズも贅沢品だが、焼いてとろけているチーズは万人に好かれる味だと俺は思う。

「美味しそうよな。冷めぬうちに頂くとしようか」

　テレーゼの提案で、みんなで夕食にラザニア風の麺料理を頂く。

　味はビーフシチューで、グラタン風というかラザニア風になっているので不味いはずがない。

　焼けてとろけたチーズも美味しく、これなら新メニューとして出してもいいはずだ。

「この料理は、北方のフィリップ公爵領で食べるともっと美味しいかもな」

「温かい料理だからな」

「それにしても、よく思いつくものよ」

「はっはっはっ、他にも麺料理を準備したぞ」

　続けて、油で揚げて塩を振った揚げパスタ、蕎麦も同様に揚げてみた。

　これは、前世に蕎麦店で食事をした時、サイドメニューとしてあったものだ。

　共に、軽食として店頭で販売ができる。

「次は、冷たい麺料理だ」

　冷製パスタ、冷やしタヌキ蕎麦にうどんなど、王国は比較的暖かいので、冷蔵庫や製氷機さえ確保できれば、こちらの方が需要はあるかもしれない。

「本当、感心するくらい思いつくね」

「任せてくれ、ルイーゼよ」

「でもさ、バウマイスター伯爵様の本業を忘れると、ローデリヒさんに怒られるよ」

「そこは、ちゃんとお休みを貰っているから大丈夫」

　ここのところ、領地開発が加速して土木工事ばかりだから、たまにはこうやって別の仕事をするのもいいな。

　仕事というよりも趣味か。

　ヴィルマに頼まれて始めたけど、これはいいストレス発散になったと思う。

「そして、デザートです」

　様々な麺料理を試食してから、最後にデザートで蕎麦がきを出す。

　この料理も、前世に蕎麦店で食べて美味しかったから再現した。

　蕎麦粉をお湯で練るだけで完成するのがいいな。

　黒蜜ときな粉をかけて食べたり、善ぜん哉ざいや汁粉に入れても美味しい。

「美味しいですね。同じ甘い物でも、王国のお菓子と違ってさっぱりとした甘さです」

　一番年上のリサも蕎麦がきを気に入ったようで、美味しそうに食べている。

「これらの新メニューも徐々に出していけば、あの地区は繁盛するはず」

　そして、そこに素材を卸すアルテリオさん、俺のバックアップを受けて店を出しているアキラと、ベッティの兄夫婦が儲かり、その利益がバウマイスター伯爵家にも還元される。

　金額的には大したこともないが、うちの評判はよくなるはずだ。

「実にスマートな宣伝」

「ほほう……それはよろしかったですな」

　突然聞きなれた声がしたので振り返ると、そこには恨めしそうな顔をしたローデリヒが立っていた。

「ローデリヒ？」

「お館様、確かに新しいお店のメニュー開発に集中するのは許可いたしました。ですが、それは本来の休暇であった三日間だけです。それなのに、二週間近くも王都に入り浸りでは開発が計画どおりに進みません。そもそも、どうして一店舗への梃入れが、大規模な商業施設のオープンにまで話が大きくなっているのです？」

　楽しかったので、つい二週間ほど新しい麺料理に関連した仕事に集中してしまった。

　そこまで期間が延びるとは聞いていないと、ローデリヒが俺に苦情を述べた。

「いや……みんなが代わりに活躍してくれたじゃないか」

　カタリーナ、テレーゼ、リサ、アグネスたち三人娘も、俺の特訓で魔法の腕を上げていたので、俺の代わりは十分に務まったはず。

「確かに、奥様たちのお力で工事は進んでおります。ですが、お館様にしかできない大規模な工事などが止まっているのです」

「そうなんだ……明日から頑張るよ」

「明日からですね？　わかりました。この十日間ほどの遅れも考慮し、暫くはお館様のお休みはありませぬな」

「なんと！」

　せっかく残業ばかりのサラリーマン生活から離れられたのに、暫くお休みなしとは……。

　これじゃあ、なんのために貴族になったのかわからないじゃないか。

　貴族って、もっと優雅な時間があるんじゃないのか？

「第一、そんなに計画は遅れているか？　今までどれだけ前倒ししたと思っているんだ」

「お館様、こうは考えられませんか？　前倒ししても余裕がある。ということは、もっと前倒ししても大丈夫で、それこそが本来の計画どおりではないのかと。お館様の魔力はまだ成長しております。ですので、まだ大丈夫です」

　ローデリヒが、自信満々の笑顔を俺に向けてきた。

　というか、どうしてお前が自信満々なんだ。

　実際に工事をするのは俺なんだぞ。

「でも、たまには王都に麺でも食べに行きたいかな。エリーゼたちを誘ってデートとかしたいし……」

「奥様たちとは、お屋敷やバウルブルクの町で仲良くしていただきたく。『瞬間移動』の魔力もバカにならないですから」

「クソぉ！　ベッティの兄のケツを蹴飛ばして、バウルブルクにもラーメン屋をオープンさせてやる！」

　王都で二週間もなんちゃってコンサルティング業務を行ったツケで、俺は暫く領地の開発に専従させられることになってしまった。

　それでも、食事で麺料理が出るようになったのはいいことだと思う。

　工事に参加している作業者たちにもたまに簡単な麺料理が振る舞われたので、彼らの中から故郷や居住地で麺料理の店を始める者も出てきて、次第に王国中に麺料理がさらに普及していくのはまた別のお話であった。





巻末おまけ 世界が違っても、同じような料理を考える人がいる withメイドたち







「待たせたのである、バウマイスター伯爵。そして、やはりいたのであるか……ヴィルマ嬢よ」

「今日は大盛りを超え、特盛りだと聞いている。これに参加しない私は私じゃない」

「なるほど……納得なのである」

「せっかくのヴェンデリンさんとの外出ですが、激しく場違いな気がしてきましたわ……」

「カタリーナ様、場違いと言うのであれば私たちもです」

「そうですか？　ドミニク姉さん、これも市場調査ってやつですよ」




　私たちのお館やかた様は、美お味いしいものに拘こだわるお方。

　最近も、麺料理のプロデュース業に専念しすぎてローデリヒ様から叱しかられ、領地開発のお仕事を増やされていましたが、それで歩みを止めるお館様ではありません。

　度重なるローデリヒ様からのノルマ増加にも順応し、領内の誰よりも働いています。

　自ら率先して沢山働くなんて、さすがはお館様。

　きっと、私たちの生活を考えてのことなのですね。




　そんなお館様ですけど、ようやく久々にお休みが貰もらえたので、先日ご自身がプロデュースされた王都の麺料理地区へと出かけることになりました。

　同行者は、エリーゼ様の伯父なのにまったく似ていない導師様……これを言うとドミニク姉さんの拳げん骨こつが落ちるので胸の内ですけど……。

　続いて、バウマイスター伯爵家一の食欲を誇るヴィルマ様と、なぜかカタリーナ様……これを言うと存在感の薄いカタリーナ様が可哀かわい想そうなので口には出しませんけど……。

　あとは、どうしたわけか私とドミニク姉さんという、非常に不思議な組み合わせですね。

　お館様はどういう意図で？

「はっ！　まさかお館様は！」

　エルヴィン様の婚約者となった私と、人妻子持ちになったドミニク姉さんを所望したとか？

「ふんっ！」

「痛いですぅ……」

　ドミニク姉さん、私まだなにも口にしていないじゃないですか……。

「あなたの考えていることなどお見通しです。私たちを同行させたのは、あくまでも新しい料理に対する客観的な評価が欲しいからだそうです」

「奥様たちでいいような気もしますけど」

「普段、一緒によく新しいものを食べ歩いているので、評価が甘くなるからだそうです」

　なるほど……だから、今日はカタリーナ様も一緒なんですね。

「ふんっ！」

「痛いですぅ……」

　私、口に出していないのに……。

　私の心の声を読んで拳骨を落とすのは、ほんとやめてほしいです。

「レーアさんは大変なのですね……」

　ほら、カタリーナ様がドミニク姉さんを暴力女だと勘違いしていますよ。

「部下の粗相を躾しつけるのが私の仕事なので」

「そうですか……」

　ドミニク姉さん、そんな言い訳しても、カタリーナ様が意味わからなそうな顔をしているじゃないですか。

「おほん。ところでお館様、本日の目的ですが……」

　ドミニク姉さん、誤魔化しましたね……。

「俺がプロデュースした、麺料理店が集まった地区は大成功を収めている。そんな中で新しいお店がオープンするそうだ。その前に関係者を対象に試食を行うので顔を出してほしいと、ローザさんから頼まれたのさ」

　ローザさんといえば、ベッティさんの義ね姉えさんでしたね。

　ベッティさんはじきにお館様の奥様になるのですから、将来の義姉の願いを快く引き受けたわけですね。

「お館様、新しい麺料理ですか？」

「とても量が多い麺料理だそうで、その感想を導師やヴィルマに求めると正しい評価が出ないから、カタリーナやドミニクたちにも試食してもらおうというわけさ」

　確かに、ヴィルマ様や導師様が『物足りない』なんて言うのを真に受けたら、とんでもないことになるかもしれないですからね。

「そんなわけで、ドミニクとレーアも正直な感想を頼む。『美味しい』ばかりだと参考にならないからな」

「ヴェンデリンさん、量が多いのですか？」

「そう聞いたな」

「多いのですか……いいですけど……」

　カタリーナ様は産後にダイエットを始めていましたが、その成果を無にしてしまう今日の料理ですか。

　ですが、旦那様との外食の機会を失いたくはない。

　健けな気げですねぇ、カタリーナ様は。

「バウマイスター伯爵、そのお店はどこなのであるか？」

　導師様は、一刻も早く新しい麺料理を食べたいみたいですけど。

「ええと……地図によればこの辺ですね」

　お館様が事前に貰っていた地図を参考に、私たちはその店の前に到着しました。

　以前は小さなレストランだったそうですが、店主が急逝し、お店は閉店していたそうです。

　そこに、元冒険者であった息子さんが入って跡を継いだのだと。

　オープンが遅れたのは、メニュー開発に時間をかけたから。

　なんとなく親の店を継ぐだけでは不安なので、ちゃんとメニュー開発を行ったのは、お館様の影響なのでしょうか？

「元冒険者なのか。よくあるパターンではあるな」

「そうなのですか？　導師様」

　第二の人生で、もう一旗ってことですか。

「うむ。『冒険者の商法』とかよく言われるのである！」

「それって、決していい意味ではないですよね？」

「金に余裕があるからと、行き当たりばったりで店をオープンさせ、潰つぶすのである！」

　やはり、慣れない仕事をするのに見切り発車はよくないですか。

　失敗して、冒険者時代の蓄えを失ってしまうのですね。

「だが『冒険者の商法』という言葉、裏の意味があるのである！」

「裏の意味ですか？」

「ふむ、世の中には暇人がおり、冒険者と冒険者以外が始めた商売の成功率を調べたのである！」

「実は、そんなに違わなかったとかですか？」

「レーア嬢、正解である！」

　冒険者の方が、畑違いだから商売に失敗しやすいイメージなんでしょうね。

　実情は冒険者とか関係なしに、沢山の人たちが商売に失敗しているという。

「なにをやっても上う手まくいく者はいくし、駄目な者はなにをやっても駄目ということである！」

「「「「「……」」」」」

　うわぁ、導師様もぶっちゃけましたね。

　お館様も素で引いてますよ。

「身も蓋ふたもありませんわね」

　本当、カタリーナ様の仰おっしゃるとおりです。

「今日のお店もそうならないことを祈るのみである！」

　導師様、試食前なのに言いたい放題ですねと思っていたら、お店の中から一人のウェイトレスが……ウェイトレス？

「バウマイスター伯爵様ぁ───！　こっちよぉ───」

　一瞬ビクッとしましたけど、知り合いだったので特に問題なしですね。

　キャンディーさんが、まるで乙女のように手を振っていました。

「レーア、この方は？」

「ああっ、ドミニク姉さんは知らないのですか。キャンディーさんです」

　私、ドミニク姉さんのおつかいでよくアキラさんのお店に出入りしていたので、オープンから暫しばらくお店を手伝っていたキャンディーさんと友達になったんです。

　最初はその見た目でちょっと驚きますけど、話してみると乙女でとてもいい人ですからね。

「キャンディーさん、お久しぶりです」

「あら、レーアちゃんもお元気そうで」

「レーア？」

「私、キャンディーさんとお友達なので。というか、エリーゼ様もそうですよ」

「そうなのですか……」

　ドミニク姉さんは、クソのつく真面目ですからね。

　キャンディーさんのような人に慣れるには時間がかかるのかも。

「レーア、あなたは凄すごいのですね」

「えっ？　そうですか？」

　キャンディーさんて、話題も豊富でお話ししていると楽しいですよ。

　お菓子とかお洋服のことに、もの凄く詳しいですし。

「あら、今日はエリーゼちゃんは来なかったのね、残念」

「エリーゼ様、なるべくご自分でフリードリヒ様のご面倒を見ようとするので」

「お母さんなのね。お隣の人は、レーアちゃんの上司さんかしら？」

「はい。エリーゼ様の幼おさな馴な染じみでもあるんですよ」

「そうなの、よろしくね」

「あっ、はい……」

　ドミニク姉さん、そんなに身構える必要ないのに。

「それで、ロンちゃんもいるのね。このところちょっとご無沙汰で寂しかったから嬉うれしいわ」

「某それがしもである……」

「キャンディーさんって、導師様ともお知り合いなんですね」

「昔、同じパーティで冒険者をしていたこともあるのよ」

「凄いですね。キャンディーさん、人脈広いです」

「あらぁ、レーアちゃんに褒められちゃった」

　王宮筆頭魔導師様と一緒に冒険者をしていたなんて、キャンディーさんって多才ですよね。

　裁縫やお料理もプロ級なのに。

「今日は、キャンディー殿も招待されたのであるか？」

「招待っていうか。このお店の店主って、私が現役最後の方で色々と教えた子なのよ。その縁で、今日はちょっとお手伝い」

「後輩の方なんですね。キャンディーさんってお優しいですね」

「やだぁ、またレーアちゃんに褒められちゃった」

　現役を引退して第二の人生を歩もうとしている後輩さんの手伝いなんて、なかなかできることではないですよ。

　さすがは、マイフレンド、キャンディーさんですよ。

「……導師様、どうかなさいましたか？」

　なんか今日は、導師様がえらく大人しいですね。

　お館様たちは、そんな導師様をちょっと楽しそうに観察していますし……。

　昔お世話になった人だから、緊張しているのかもしれませんね。

「キャンディーさん、面倒見がいいですね」

「ここの新しい店主、本当はもう少し冒険者を続ける予定だったの。でも、お父様が急に亡くなられてね。お母様一人でレストランは厳しいってことで、新しい料理を出すお店にしたわけ。彼、元々パーティの料理番で料理は上手だったし、この地区はお客さんも増えたでしょう？」

　後輩の第二の人生を応援する。

　やっぱりキャンディーさんは優しいですね。

「うっす！　バウマイスター伯爵様、みなさん」

　外の様子に気がついたのか、お店の中からその元冒険者の店主さんが顔を出しましたが、彼は私のイメージどおりの人でした。

　導師様よりは小さいけど、キャンディーさんよりは大きな人です。

　さすがは元冒険者って感じの人ですね。

「うっす！　自分はダットマンって言うっす！」

　そしてこの喋しゃべり方、いかにも冒険者って感じです。

　先輩であるキャンディーさんに恥をかかせまいとしているのか、私たちにも丁寧に挨拶をしてきました。

「それで、どんな麺料理を？」

「それは、実際に試食してもらった方がいいわね」

　キャンディーさんに促され、お館様を先頭にお店へと入っていきます。

　すると……。

「へいらっしゃい！」

「らっしゃい！」

「ヴェンデリンさん？」

　店主さんと似たような体型をした二名の男性店員さんが、老人なら心臓が止まりそうな声で挨拶をしてきました。

　ビックリしたカナリーナ様がお館様に、そしてドミニク姉さんが私にしがみついてきました。

「レーア、あなたは大丈夫なのですか？」

「なにがですか？」

　威勢のいい店員さんなので、美味しいものが出てくる期待度アップですね。

「威勢がいいな」

「自分と同じく、元冒険者っす！　ここで修業させて、将来は暖の簾れん分けしてあげたいっす！」

　ダットマンさんはキャラどおりの肉体派で、後輩さんの面倒見もいいようですね。

　肉体派の冒険者さんというのは、引退後、意外と潰しがきかないと聞きます。

　力仕事がメインになってしまい、下手をするとマフィアの構成員とかになってしまうケースとかもあると。

　ダットマンさんは彼らに新しい麺料理の修業をさせ、暖簾分けして第二の人生を歩ませたいようです。

　キャンディーさんが力を貸しているのは、彼の考えに賛同したからでしょう。

「みんなが私みたいにお裁縫で生きていけないものね。それで飲食店ならと思ったのよ」

「悪くない考えですね」

　お館様も、キャンディーさんの考えに賛成なようです。

「レーア、あなたよくわかりますね」

　だって私、エルヴィン様の婚約者なので、彼経由でお館様のお考えをよく聞いていますので。

　エルヴィン様は理解不能だと仰っていますけど、私はメイドなので！

「私もメイドですけど……」

　それは、ドミニク姉さんがクソ真面目すぎるからですよ、きっと。

「問題は、その麺料理の味」

「あら、ヴィルマちゃんは厳しいわね」

　ヴィルマ様は相変わらず辛しん辣らつというか、いくらその考えが素晴らしくても、料理の味が悪ければお客さんが来ないから、意味がないとお考えなのでしょう。

「私は大丈夫だと思うのよ。だから、ロンちゃんたちも試食してバシバシ意見を言ってね」

「わかったのである……」

「ロンちゃん、今日は本当に大人しいわね。昔は酒飲みの冒険者仲間数名と一緒に一軒分の酒屋の在庫を飲み干したり、喧けん嘩かで百名以上の冒険者を一人で叩たたきのめしたりしてたじゃないの。私が一緒に謝りに行ってあげて……」

「いや……それは昔のことで……」

　導師様も若い頃は無茶苦茶やっていたんですね。

　そしてその頃の導師様をよく知り、後始末もしてくれた歴史の生き証人キャンディーさん。

　頭が上がらなくて当然ですか。

「それで、新しい麺料理なのであるが……」

　これ以上、私たちの前で過去の悪行を曝さらされるのを嫌がったのか導師様は、新しい麺料理について質問されました。

「ほら、バウマイスター伯爵様が考案した『らーめん』ってあるじゃない。それの改良ね」

「汁がある麺料理ってことですか？」

「そうよ。私も料理は得意な方だから、ちょっとだけアドバイスしたの」

　店の奥の調理場を見ると、巨大な寸ずん胴どうが火にかかっています。

　スープの匂いは猪いのししや魔物の骨のようで、よく仕上がっていますね。

　最近お館様の指示で、お屋敷の料理人たちがこの手のスープをよく炊いてるのでわかるんですよ。

「ダットマンちゃん、いい腕しているでしょう？　私が教えていた頃は、よく食事当番をしてくれたのよ」

「なるほど、さすがは料理店の息子」

「昔『俺は料理人になんてならない！』ってお父様に反抗して冒険者になったそうよ。でも、お父様が急死されたら、やっぱり自分は料理人になるって」

「キャンディーさんにはよくしてもらったし、冒険者の仕事も好きだったんすが、やっぱり自分は料理が一番好きなんだって気がついたっす！　親父はもういないけど、このお店が成功すれば、天国で喜ぶはずっす！」

「いいお話ですわね」

　亡くなったお父様の跡を継いで、飲食店を経営するですか。

　カタリーナ様は、自分と重なる部分に共感したのか、一人しんみりと感動していました。

「でも、問題は味。次いで食べ応え」

「ヴィルマさん、そこで急に冷静にならないでくださいまし。きっと、素晴らしい麺料理ですわ。これは必ず完食いたしませんと」

　感動秘話を聞いてしまったカタリーナ様は、新しい麺料理の試食で完食すると宣言しました。

　そんな簡単に安請け合いして大丈夫でしょうか？

　導師様やヴィルマ様がいる時点で、ちょっと嫌な予感がしなくもないです。

「カタリーナ、ダイエットは大丈夫なのか？」

「夕食を抜けばいいのですわ」

「まあ、そこまでカタリーナが言うのなら……」




「お待たせっす！」

　そして、威勢のいい店主さんと店員さんたちが、私たちの前に完成した麺料理を『ドンッ！』と置いてくれました。

「これは……予想どおりといいますか……」

「カタリーナ、大丈夫か？」

「勿もち論ろんですわ……」

　とは言っていますが、カタリーナ様の顔は引きつっています。

　なぜなら、私たちの目の前には、洗面器のような器に入った麺料理が置かれていたからです。

「これは……一人前なのですか？」

「みたいですよ、ドミニク姉さん」

　私たちまで試食に呼ばれたのは、どこにでもいる女子代表として、デカ盛り料理に対しどういう反応をするか、それを探るためでしょうね。

「美味しそうである」

「確かに。これはいいかも」

　ヴィルマ様と導師様からすれば、まず第一関門は突破という感じでしょうか？

　器の中に入っている麺はとても太く、これは伸びないように加水率をあげてありますね。

「レーア、いつの間にそんな知識を……」

「キャンディーさんに教わったんですよ」

　バウルブルクのフジバヤシ乾物店でソバ打ちのフェアをした時、これをあっという間に習得したキャンディーさんから教わったんです。

　生パスタにも応用でき、エルヴィン様にも好評ですよ、私の打つ生パスタ。

「あなたは口の利き方はともかく、技能の習得は早いですからね」

　だって私、メイドですから。

「この料理、量が凄いですね……」

　見た感じ、麺が三人前くらい入ってますかね。

　スープもなみなみと注がれ、山のように盛られた茹ゆで野菜と、分厚いチャーシューもですか。

「おおっ！　美う味まそうじゃないか」

　お館様は、この麺料理を気に入ったみたいです。

　男性だから、こういう料理を好むのでしょうか？

「お好みで、卓上の刻みニンニクを入れてくださいっす！　沢山入れても、全然問題ないっす！」

「ドミニク姉さん、このお店って、太っ腹ですね」

　無料でニンニク入れ放題って凄くないですか？

「これ以上、なにか少しでも増えたら……増えなくても完食は難しいと思うのです」

「そこは試食だからいいのでは？」

「いえ、神より授かりし日々の糧を残すのは、神の好意を無にするものなので……」

　と言うや否や、ドミニク姉さんは勢いよく料理を食べ始めました。

　さすがは、エリーゼ様の幼馴染。

　クソ真面目に教会の教義を守ろうとするのですから。

「今の時代、絶対に出されたものを残さないなんて考えの人は少ない……って！　みんな早っ！」

　ドミニク姉さんのみならず、お館様も、導師様も、ヴィルマ様も、カタリーナ様も、私以外みんなもの凄い勢いで麺料理を食べ始めました。

　一体、この麺料理のなにが皆様を……と思っていたら、お館様が変わったことをし始めました。

「お館様、それは？」

「こうして、下にあるスープに浸った麺と、浸っていない野菜の位置を入れ替えれば、これ以上麺がスープを吸って伸びなくなるんだ」

「おおっ！　お館様は天才ですね！」

　私は、急ぎお館様の真似をして麺と野菜の位置を入れ替えました。

　これで麺が伸びないのでいけるはず……そんなわけないですけど……。

　というか、これ美味しいけど、食べても食べても減らないです！

「ドミニク姉さん？」

　突然肩を叩かれたのでドミニク姉さんの方を見ると、半分涙目で私の器を指差していました。

　つまり、ドミニク姉さんの分も、下の麺と上の野菜をひっくり返してほしいと。

　確かに今でも厳しいのに、麺が伸びたら余計完食は難しいのでしょうけど、もう諦めてもいいのでは？

「うん？　天地返ししてほしいのか？」

　……って、カタリーナ様も!?

　貴族的に一度決めたことは貫徹するものだと、意地でも完食しようという腹ですか。

　今思ったんですけど、ドミニク姉さんとカタリーナ様って、真面目で頑固なところがよく似てますね。

　それにしても麺と野菜の位置を入れ替えるのを『天地返し』とは、言い得て妙といいますか……。

　ちなみに、導師様とヴィルマ様はただひたすら食べ続けていました。

　この二人が完食できないわけがないので、誰も心配していません。

「店主、この量だと、利益率は低くないか？」

「そこは薄利多売で頑張るっす！　自分も新人冒険者の頃は食べるのにも苦労したっす！　だから、お客さんには沢山食べてほしいっす！」

　見た目とは違い、店主さんは随分と優しい人なんですね。

　自分が食べるのに苦労したから、お客さんにもなるべく安い金額でお腹いっぱいになってほしいと。

「ふう……なんとか食べきったが、お腹いっぱいだな」

　お館様は、魔法使いということもあって、見事、料理を完食しました。

　さすがに、これ以上は食べられないようですけど。

「まだ全然物足りない。おかわり」

「某もである！」

　ヴィルマ様と導師様は、普通におかわりを要求しています。

　当たり前なので、こちらは誰も驚いていません。

「（この量は……果たして完食できるでしょうか？）」

　別に完食しなくてもいいと思うのですけど、隣のドミニク姉さんが時おり神に祈りながら食べているのを見ると、『本当に完食しないと、神様に叱られるのかな？』とか思ってしまうのです。

　そんなことを考えながら食べていたら……。

「あら、レーアちゃんって意外と食べるのね」

「あっ」

　私、何気に完食してましたよ。

　そういえば私って、ケーキ食べ放題とかに行くと、誰よりも食べて帰りますからね。

「若いっていいわね。私、このお店の料理の試食に何度もつき合ったけど、年のせいでなかなか完食できないのよね。年を取るって嫌よねぇ」

　キャンディーさんでも完食できないんですか、この麺料理。

　なんて思っていたら、再びドミニク姉さんから肩を叩かれました。

「ドミニク姉さん？」

「……」

　そんなに悲しそうな顔をしなくても、試食なんだから食べきれなければ残せばいいのに……。

「あの……ドミニク姉さん？」

　だから、そんなに悲しそうな顔をしなくてもいいじゃないですか。

　別に残しても誰も……。

「神は見ています」

「別に見ていないと思いますけど……わかりましたよ」

　神様も、そんなに暇じゃないと思うんですけど……でも、ドミニク姉さんにはお世話になっていますし、私はドミニク姉さんが三分の一ほど残した麺料理をどうにか完食することに成功しました。

「レーア、凄いな！」

　お館様から褒められたんですけど、それで褒められてもなぁ……って思わなくもないです。

　叱られるよりはいいのでしょうけど……。

「まだ食べられるのである！」

「ロンちゃん、宣伝のために試食に来る人が沢山いるから、ちょっとは遠慮してね」

「はいなのである……」

　そして導師様ですが、三杯目を所望してキャンディーさんから叱られていました。

　でも、その横でヴィルマ様はしれっと四杯目を食べていましたけど。

　やっぱりキャンディーさんは、女性に優しいですね。

「カタリーナ、無理するなよ」

「私は貴族。一度宣言したことは実行しなければいけないのです」
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　カタリーナ様、無理に完食する必要はないと思いますよ。

「完食ですわ……」

　それでも頑固なのか、意固地なのか、カタリーナ様は完食に成功しました。

　ただ、お腹がいっぱいすぎのようで、帰りはまともに歩けず、『飛ひ翔しょう』魔法を応用してずっと地面から浮いていました。

「カタリーナ様、なにもそこまで無理しなくても……」

　食べきれない分を私に押しつけたドミニク姉さんらしい言い分ですね。

「バウマイスター伯爵様、なにか改善点などあったらっす！」

「改善点をあげるとすれば、女性や子供用に量が半分くらいのメニューを用意するくらいかな？」

「なるほど、みんながこれを完食できるはずがないから必要っすね」

「「「……」」」

　なるほど、さすがはお館様。

　素晴らしい意見だと思うのと同時に、『初めからわかっていたのに、どうしてそれを試食前に言ってくれないかな？』と思ってしまった人が、私を入れて最低三人いるなと思う私なのでした。





　　　　＊＊＊






「つ、ついにあのお店がバウルブルクにですか？」

「カタリーナ、そんなに驚くこと？　あの店は繁盛しているので当然」




　あれから暫くののち、私たちの胃を苦しめた麺料理のお店ですけど、とても好評で王都中に類似のお店や支店が生まれているとか。

　随分と展開が早いなと思ったら、どうやらキャンディーさんが手を貸しているみたいですね。

　試食に行ったお店の店主さんと組んで、引退した冒険者が営業しやすいよう、あの麺料理のお店の開業の手伝いを始めたとか。

　フジバヤシ乾物店の店長さんとも協力して、ミズホ食材や総菜を売るお店をちゃっかりと王都にある自分の洋品店の隣に開いており、さすがはキャンディーさんと言いますか。

　バウルブルクには体を使う労働者も多いですし、冒険者も同様で、あの食べ応えのある麺料理の需要は十分と判断したようです。

　その件についてカタリーナ様には言いたいことがあるのでしょうが、ヴィルマ様は『人気があるから当然』と一蹴してしまいました。

「そんなに不満？」

「そういうわけではありませんけど……私が思うに、あの悲劇をバウルブルクの領民たちに味わわせるのはどうかと思いまして……」

　それは普通に残すか、お館様の提案で量が半分の女性・子供向けのメニューもあるので、そんなに心配することでもないと思うのですよ。

「小さいのを頼めばいい」

「果たして、その小さいメニューが本当に大丈夫なのか。確かめた方がいいような気がしますわ」

「つまり、カタリーナはまた食べたいの？」

「そっ、そんなことはありませんわ！　どうもあの麺料理は品性に欠ける部分がありますので」

「じゃあ、行かなければいい」

「私には、バウルブルクの方々が苦しい思いをしないよう、確認する義務があるのです」

「そう……」

　カタリーナ様……この前も歩くとお腹が苦しいと魔法で浮遊して屋敷に戻ったのに……さらにルイーゼ様たちからニンニク臭いとか、お腹が出てるとか言われて散々だったのに……。

　それなのに、またあの麺料理が食べたくて仕方がないのですね……。

　でも、その気持ちはわからなくもないです！

　私も、最初に食べ終わったあとは、もう二度と食べたくないと思ったのですが……ついでに言うとドミニク姉さんもですか……。

「レーア、バウルブルクにオープンした麺料理のお店ですけど、あなたが行きたいのであれば、私もつき合ってあげてもいいですよ」

「別にいいです」

「うっ、本当は行きたいのでしょう？」

「別に、行きたくないですよ。一人で行けるってのもありま……」

「人間、正直な方がいいですよぉ───！」

「ドミニク姉さん、グリグリはやめてぇ───！」

　この前あれだけ苦しい思いをしたのに、また同じ麺料理を食べたいとか。

　ドミニク姉さんをはじめ、多くのリピーターを作ってしまうあの麺料理にいったいどんな魔力が……まさか、あの麺料理にはお館様の魔法が込められているとか？

　まさか、そんなわけないですよね。




「伯爵様、あの麺料理の店はえらく繁盛しているのですが、客層がかなり偏っているような……」

「繁盛しているから問題ないと思うよ。リピーターも多いみたいだし」

「みたいですな……そんなに美味しいものなのでしょうか？」

　ドミニク姉さんのつき合いで私もバウルブルクにできたあの麺料理の店に向かったんですけど、なんとお館様がアルテリオ様と並びながら、このお店の麺料理について話をしていました。

　アルテリオ様はこのお店の麺料理に半信半疑なようですけど、確かにもの凄く美味しいかと言われると疑問ですね。

　ですが、私が予言しましょう。

　アルテリオ様もこの麺料理の虜とりこになってしまうことを。




　だって、クソ真面目なドミニク姉さんでもあの麺料理の魔力からは逃れられなかったのですから。
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